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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　木立がつづく小道をくだり、あらわれた石いし塀べいを進むと大きな石造りの門がある。

　門をくぐり小石の敷しかれた道を行けば、薔ば薇らの蔓つるがからむ錬れん鉄てつの飾かざり格こう子しに囲まれた、二階建ての古めかしい屋や敷しきの姿があった。

　夕ゆう闇やみ空の下、屋敷の大きな張り出し窓からは明かりがもれている。

　さざめく人の気配や笑い声。どうやら広間ではパーティが開かれているらしい。

　広間にいた少女は、人々にめずらしげに眺ながめまわされ居い心地ごこちが悪かった。

　そっと屋敷を抜ぬけだすと、屋敷の正面に位置する庭園に足を踏ふみ入れる。

　幾き何か学的な円を描えがく生け垣がき。とりどりの花が縁ふち取どる花か壇だんは、半分闇に沈しずんでいる。

　その庭のなかほど、小さな川にかけられた橋のそばに丸屋根を持つ休きゆう憩けい所があった。

　延びた道の先にある飾り棚だなには、薔薇の蔓が生おい茂しげりトンネルを作っている。そこにもぐりこんだ少女は、降るような花びらと芳かんばしい匂においにつつまれた。

　あたりは薄うす暗ぐらく、道がゆったりと曲がっているところで人ひと影かげが動いた。

「だれ？　あなたもパーティがいやになったの？」

「誰……？　君は……」

「私？　私はね──」

　少女は遊び相手ができたと思い、はずむように駆かけよると相手の手をとった。

　少年はわずかに戸と惑まどったようだが、手をふり払はらわれはしなかった。

　それからしばらく歌ったり手遊びをしているうちに、薔薇のトンネルもすっかり暗くなってしまった。闇のなか、背後から明かりが近づく気配に少女がふり返ると、カンテラをかざす母の姿がある。

「こんなところにいたのね。もう冷えるわ。部屋に入りなさい」

「あのね、いまこの子と遊んでたの」

　友達ができたのだと嬉うれしそうにふり返ると、そこにもう人影はなかった。

「どうしたの？」

「さっき……友達になった子がいたのに、かえっちゃったのかな」

　残念そうに首をかしげる少女の言葉に、母親は困こん惑わくしたようにカンテラをおろす。まだ七つになったばかりの幼い我が子の、深緑の瞳ひとみをのぞきこんだ。

「今日は少しにぎやかだし、お客様かもしれないわね。部屋でちゃんと眠ねむれるかしら？」

「いつもひとりで寝ねてるもん。あのね、さっき会った子に歌を教えてもらったの……ママにも歌ってあげるね」

　少女が愛らしい声で歌を口ずさむと、母親は愛いとしげな笑えみを浮うかべてその体を抱だきしめた。
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　欠けたところのない石いし畳だたみがつづく通りには、品のいい趣おもむきの商店が軒のきをつらねている。

　通りのなかでも少々奥まった位置にあるこの店は、真しん鍮ちゆう細工の看板に金文字で『珍奇迷宮』と小さく店名を掲かかげるだけで、表からはなにを取り扱あつかっているのかわからない。

　その建物の二階には、いくつもの美術品が置かれていた。絵画はイーゼルに立てかけられ、壺つぼや置物のたぐいは埃ほこりよけの布に覆おおわれている。

　日差しを避さけるためカーテンが閉め切られた部屋は、ランプの明かりに満たされていた。

　そこは依い頼らい品保管用のそっけない一室だが、ひっそりと並ぶ品々は古いものだけがまとう独特の空気を放っている。

　部屋の中央では、ミリセントが美術品と向き合うように立っていた。

　その肩には銅貨色の艶つやをみせる髪かみがふわりと揺ゆれ、ひらかれた瞳は、湖水の輝かがやきを宿した深い緑。やや大きな双そう眸ぼうは、好こう奇き心に満ちている。

　二年前からこの場所で鑑かん定ていを生業なりわいとしているミリセントは、作業用のエプロンをつけると、ピンセットや刷は毛け、薬品や針が並んだ真鍮細工の道具箱を広げていった。

　わずかに埃っぽい空気と膠にかわの臭においを吸いこんで、気合いをこめてつぶやく。

「さ、今日もはじめるわよ！」




　イーゼルに並べられているのは五枚の絵だ。

　これらの品を、店の主あるじである侯こう爵しやくがくる前に鑑定し、結果と特とく徴ちようを書きとめておかねばならない。

「うーん、まずはこれからね。どうもこの鑑定書の筆ひつ跡せき、前にも贋がん作さくで見たことがあるような気がするのよねぇ」

　ミリセントは、その絵にもともとつけられていた鑑定書を眺めて目をすがめた。

　選んだ作品は、ティーセットが載のせられるほどの小さな油ゆ彩さいのカンヴァスだ。

　貴族に好まれる異国の町並みを描いたその作品は、屋敷のギャラリーに飾られることが多い作家のものだった。

「やっぱり人気の作品ってのは、贋作師にも人気ってことだし」

　油断するまいと気き迫はくをこめて、ミリセントは指先に意識を集中する。そして絵の裏側に指で触ふれると、そのままゆっくり両目を閉じた。

　この場に絵の持ち主がいたならば、美術品の鑑定をするのになぜ目をつぶるのかと驚おどろいたに違ちがいない。

　だがミリセントは、カンヴァスの木目まで味わうように、ゆっくりと作品を指でたどっていく。ミリセントにとって鑑定は、まず暗闇からはじまるのだ。

　閉とざされたまぶたの下、部屋にあったわずかな光や形の残像が消えていくと、静せい寂じやくとともに視界はべったりと闇に満たされる。

　ぷつり、と、そこに針でついたような色が落ちると、たちまち数を増やし明めい滅めつした。

　それは夜に軌き跡せきを残して飛ぶ虫にも似て、楕だ円えんや曲線を描えがきながら寄り集まると、まばゆい光となって飛び散った。

　暗闇に投げかけられた光は、たちまち一筋の虹にじとなり複雑な色を放つ。

　それはうねるように走ったかと思うと、縦じゆう横おう無む尽じんに立ちあらわれ、波のように虹と虹がぶつかりあってはねかえり、そこらじゅうに幾いく千せんもの光が降りそそいだ。

　ミリセントの脳のう裏りが真っ白に塗ぬりつぶされる。

　視界が再び白から暗がりへと変化すると、ゆっくりとそこに像を結びはじめた。

　残像のようなそれは、もといた部屋にも似て見えるが、まったく別の場所だとミリセントにはわかっている。

　午後の日差しが入る薄暗い部屋。

　シェードがおろされたままの小さな部屋は、床ゆか板いたが傷いたんで黒ずんでいる。裕ゆう福ふくさとは程ほど遠い部屋に立つ人影。ミリセントには、彼女の頬ほおに光るうぶ毛まで確かめられたが、女性がそれに気づく気配はまったくない。

　まだ若い女性は目元に疲ひ労ろうの影が濃こく、筋張った手で握にぎった絵筆がカンヴァスに触れた。

　その筆で苦いため息を塗りこめるように、絵を仕上げていく。

　女性の衣服も部屋の調度も質素なもので、場所もこの国ではないかもしれない。

　──あぁ、この人。生活のために描かいてる。そりゃ画家だって生活のために描くだろうけど、そうじゃなくて……すごくつらそう。いやいや絵筆を握ってるんだわ……

　気の毒だと思いつつ、鑑定書のことを思い出してミリセントは気がついた。

「ん!?　ちょっと待って……画家のメルキオルレって、確かはげ頭のおじさんじゃなかった!?」

　独り言を口にしてカッと目を見開いたミリセントは、たちまち現実に引き戻もどされる。大きく視界がぼやけて瞬またたくと、ミリセントはもといたイーゼルの前に立っていた。

「……間ま違ちがいないわ。前に肖しよう像ぞう画がを見たとき、すごくまぶしそうって思ったもの」

　ふぅ、と息をついて鑑定の結論にたどりつく。『贋作』だ。

　作者として掲げられた名は禿とく頭とうの男性のものだが、この絵を描きあげたのは、どこか厳しい表情をした女性なのだ。

　依頼主の落らく胆たんするようすが思い浮うかんで憂ゆう鬱うつになるが、真実は告げねばなるまい。




『意識して物に触れると、その物が存在した過去の時間を視みることができる』




　この力をなんと呼ぶのか、ミリセントにもわからない。不思議な力に気づいたのは、二年ほど前のことだ。

　自分の鑑定方法が普ふ通つうとは違ちがうのだと、ミリセント自身いまではわかっている。

　絵画や彫ちよう刻こくといった、作り手の念がべたべたとついた物からは、過去をはっきりと読み取ることができた。そのおかげで、この仕事にありつけたのも事実だ。

「さて、あとは駄だ目め押しに最後の確かく認にんね」

　ミリセントは、胸むなもとで揺ゆれる細密画ミニアチユールが嵌はめこまれたペンダントを見つめた。

　そこにはくすんだ色の薔ば薇らが描かれている。そのペンダントを握り、意識を集中すると軽いめまいを覚えた。

　視界に薄うすく膜まくがかかったようになり、無意識のうちに右手がすうっと動くのがわかった。

　深緑の瞳ひとみは焦しよう点てんがぼやけ、金褐かつ色しよくの虹こう彩さいが明るさを増す。

　道具箱から注意深く一本の針を手に取ったミリセントは、慎しん重ちように画布の隅すみに突つき通した。

　そして抜ぬき取った針を鼻に近づけ匂においを確かめたあと、さらに舌の上に針をのせ、しばらく宙をにらんだまま静止した。

　やがて、まぶたをおろし、布で口をぬぐうとつぶやきがもれる。

「膠にかわの臭においと、使ってる絵の具の配分はわりあい最近のもの……カンヴァスに使った布だけは当時のもの……か。確かに筆使いは悪くないけど、才能の浪ろう費ひだ」

　言葉が途と切ぎれたのを合図に、ミリセントは瞬まばたきをひとつする。

　すると張った糸が切れたように空気がゆるみ、ようやく深緑の瞳が焦点を結んだ。

「は……、いけない。忘れないうちにメモしておかなきゃ」

　作品の詳しよう細さいを調べているときはいつもこうだ。自分の意識はどこか遠のいてしまい、口をつく言葉もすぐに記しておかなければならないほど無意識のものになる。

「これも、値打ちものなのかなぁ」

　ペンダントを揺らして左右から眺ながめてみる。

　鑑かん定ていに働く不思議な力について、色々と試ためした結果わかったことがあった。

　自分で作品の過去を視ることはできるが、年代やその材質についての知識や判断は、ペンダントを身につけているときにだけ判別できるのだ。

　しかもこのペンダントは、孤こ児じであるミリセントが唯ゆい一いつ身につけていた物でもある。

「呪のろいのペンダントだったとしても手放せないわ。これからもお願いね！」

　もはや相棒とでも呼べそうな薔薇のペンダントに軽く口づけると、ミリセントは残ったカンヴァスに向き合った。

「さ、次いくわよ」

　それからもミリセントは、次々と鑑定書を手にしては、並べられた絵の特とく徴ちようをノートに書きつづった。

　ようやく最後の絵を鑑定し終える頃ころ、硬かたくなった背筋を伸のばして息をついた。

　ひどく集中する仕事のあとは、疲労も激しいが満足感もある。

　これまでミリセントの鑑定結果がはずれたことはなく、今回の結果にも不安はなかった。

　おかげで噂うわさは人づてに広がり、仕事も増える一方の状じよう況きようだ。

　──とにかく、こんなチャンスをくださった侯こう爵しやく様には感謝しなくちゃ。でなきゃ食いっぱぐれてたもの。これからは職業婦人の時代だっていわれてるし、私も目指せひとり立ちよ！

　ディンセル侯爵にメイド見習いとして雇やとわれた当時、十二歳だったミリセントは、はっきりいって絶望的に家事に向かなかった。だが侯爵は、ミリセントが絵画や彫刻の真しん贋がんを見み極きわめられることを知ると、面おも白しろがってこの『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』で雇い上げてくれたのだ。




　ディンセル侯爵の店『珍奇迷宮』は、リュイシャム王国の首都ベルフィールドにある。

　シシング大陸東部に位置するこの国は、近年対外的にも大きな争いを起こすことなく、街は潤うるおい人々も活気づいていた。港へと合流する太い河か川せんが街の中央を流れ、王立取引所もあるため、手に入らぬものはないとさえ言われている。

　大通りには人があふれ、にぎやかさを増すばかりの街は、いつしかこう呼ばれていた。『ビーハイブ蜂の巣箱』と。

　最近では人々の住居を確保するため、街は上へ上へと高層化し、煉れん瓦がを焼く窯かま場ばも増える一方、絶えることない煙けむりで空はいつもどんよりと薄うす暗ぐらい。

　そうしたなか、この国の上流階級の人間は、自分の屋や敷しきのギャラリーを飾かざる絵画や美術品、工芸品などの買いつけに夢中になっている。国の発展とともに航路や港の整備が進み、他国からの品を手に入れやすくなったからだ。

　だがそれらの品々は、なにがしかの問題を抱かかえていることもある。

　誰だれかの手を渡わたっている以上、商品そのものの真贋はもちろん、来歴にいわくつきということもめずらしくない。誰にも相談できず、問題を持て余した人物が、貴族の晩ばん餐さんやいきつけの俱く楽ら部ぶで、ディンセル侯爵の噂を耳にいれられたら幸運だ。

　ここ『珍奇迷宮』は、そうした幸運な迷い人のために扉とびらを開くのである。

　あらゆるものを鑑定でき、侯爵の身分ゆえに秘密厳守の信しん頼らいも厚い。

　それでも、ミリセントが客人を前に直接鑑定を行うことはなかった。

　まだ十六歳にもならない少女が、美術品の真贋を見極められるといっても、にわかには信じがたいだろう。

　いったんここで預かった品は、ミリセントが鑑定してから報告書を作り、侯爵から客人へ手て渡わたしてもらうという形をとっている。店に来客があればミリセントは小間使いとして働き、客人の案内をつとめながら、侯爵が話を聞くのを衝つい立たての裏で耳にするだけだ。

　侯爵が鑑かん定てい士しは女性だともらして以降、話は尾おひれがつきまくり、人々のひそかな関心を集めているらしい。そのせいだろう。ときおり人の口にのぼるミリセントはまるで別人だ。

『高貴な家いえ柄がらに生まれ、教養と知性に恵めぐまれたご令れい嬢じようが真実の瞳で見定めてくれる』

『珍めずらしいものを好む侯爵が、異国の巫み女こを連れ帰った』

『その瞳には、贋がん作さく師への恨うらみが宿っている』などなど……

　噂は大げさで的外れなものばかりだが、ミリセントは気にならなかった。

　むしろ謎なぞめいていてくれたほうが、自分の仕事もしやすいというものだ。

　だがこのところの盛せい況きようぶりに、依い頼らいの品もそろそろミリセントの手にあまる数が押し寄せている。

　しかも今朝は鑑定だけではなく、急な来客予定があった。侯爵はまだ店につかないようだが、客人のための準備も急がねばならない。

　ミリセントが作業用のエプロンをはずして一階に下りれば、そこが『珍奇迷宮』の応接室を兼かねた店内になっていた。

　入り口は狭せまいが、玄げん関かんホールは十分な広さがあり、展示スペースも兼ねている。

　玄関の右手には応接用の部屋があり、左手の広間は侯爵の私的な部屋として使われていた。

　玄関の掃そう除じをひとしきり終えてミリセントが息をつくと、表に馬車が乗りつけられる音がした。

「やだ、もうお客さんのくる時間!?」

　今日の客人は、依頼主といっても特別だ。

　──本当に……グレン・マクミランがここへくるの？

　それはミリセントのなかで、ずっと気になっていた人物の名でもある。

　ミリセントは壁かべにかけられた鏡の前で、慌あわてて髪かみを撫なでつけた。乱れていた髪は、なんとか艶つやを見せて落ちつく。約束の時間にはまだ早いが、やはり今回の来訪はなにか事情があるのだろう。

　マクミラン家は、王室御ご用よう達たしの美術品や調度品を取り扱あつかう伯はく爵しやく家だ。

　そこの次男であるグレンの名は、ここ数年、美術品を扱う者なら誰でも知っているといってもいい。

　美術商として活かつ躍やくする彼は、まだ十九歳という若さで『真贋の天てん秤びんを授さずかった鑑定士』と言われるほど、確かな腕うでと眼めを持つと聞く。

　一方では、ご婦人たちの注目が絶えない容よう貌ぼうだという噂うわさもあった。

　年ねん齢れいも自分と三つほどしか違ちがわない青年がどんな人物なのか、同じく鑑かん定ていに関かかわる身としてミリセントも興味はあった。そのせいか、これは仕事なのだと自分に言い聞かせているのに、妙みようにそわそわしてしまう。

　──別に、楽しみにしてたわけじゃないけど……それに、彼も鑑定ができるっていうなら、どうしてここへ品物を持ちこむんだろ？

　疑問はつきないが、相手が名高い美術商であり客であることには違いない。

　ミリセントは扉を開けると、深々と頭を下げた。

「ようこそ、いらっしゃいました」

　磨みがき上げられた革かわ靴ぐつを見て顔をあげたミリセントは、そのまま動きを止めてしまった。

　目の前に立つ青年は、広い肩かた幅はばにしっくりとあつらえられた外がい套とうをまとい、それがいっそう長身を際きわ立だたせている。

　妙に印象深いのは、ダークブロンドの髪に隠かくされた瞳ひとみだ。右目は緑がかった琥こ珀はく色いろをしているが、朝日を浴びたその左目は晴れた冬空のように青い。

　ミリセントは色の違う双そう眸ぼうを持つ人を見るのは初めてだった。その不思議な美しさに、ただただ視線が吸い寄せられる。

　すっきりと通った鼻び梁りようや滑なめらかな頬ほおとあいまって、その面おも立だちはどこか人を突つき放すような印象があった。髪粉で整えていない髪はわずかなクセを持って、朝日に毛先を光らせている。

　鑑定の腕うで前まえを聞いているせいだろうか、その瞳の前にはなにもかも見み透すかされそうな気持ちになって、ミリセントは少しだけひるんだ。

「グレン・マクミランだ。ディンセル侯こう爵しやくに約束をいただいている」

　落ちついた声が聞こえて、ミリセントはようやく我に返った。

「ど……どうぞ、ご案内します」

　なんとか声を返して外套を預かったが、仕事だと言い聞かせていたはずなのに、客人を前にぼうっとしてしまった自分が恥はずかしかった。

　──ダメじゃない！　お客様をじっと見るなんて失礼を……マクミラン様が不ふ愉ゆ快かいに思ってないといいけど。

　深く反省しながらも、彼が自然と人の目を留とめてしまう独特な空気を持っていることも否いなめない。しかし当人はこうしたこともめずらしくないのか、ミリセントの言動にも別段違い和わ感はないらしい。とくに気にしたふうもなく、応接室へと案内された。

　ミリセントはすぐにお茶の仕し度たくのために廊ろう下かを引き返す。いまの自分は、鑑定士ではなくただの小間使いだ。

　彼が評判通りの鑑定士だとすると、自分の正体を知られることで侯爵の信頼に傷がつくかもしれない。

　──くやしいけど、若いってこの世界で有利じゃないし、女の鑑かん定てい士しがいるって聞いたこともないもの。それに普ふ通つうの鑑定は、私みたいなやり方はしないみたいだし。

　以前、ミリセントの素質を知った侯爵が、美術史の講師をつけてくれたことがあった。

　だが講義では、絵画や壺つぼを見るたび史実にないことを口にするため𠮟しかられることが多かった。

　ミリセント自身、絵を描かくことが好きでもあり、もっと講師の話を聞きたかったのだが、結局匙さじを投げられてしまったのだ。

　自分に視みえる過去の出来事が、必ず史実に残るわけでもなければ、知られているわけでもない。いまでは史実と視えたものの食い違う理由もわかっている。

　──この人にも、きっと私のやり方はわかってもらえない。だから、私がここの鑑定士だって知られないほうがいい。

　お茶の仕度をしたミリセントが、盆ぼんを持って応接室に戻もどるとソファにグレンの姿がない。

　慌てて部屋を見回したミリセントは、壁かべ際ぎわに並べられた陳ちん列れつ棚だなに張りつくように立っている彼の後ろ姿を見つけた。

　それは玄関ホールからはみ出した棚やキャビネットが、応接用の部屋にまで侵しん食しよくしたものだ。

　展示用硝子ガラス棚のなかにところせましと並んでいるのは、人の頭ほどある二重の殻からを持つ卵や、『空の目』と呼ばれる石、足のない鳥の剥はく製せいなど、どこか怪あやしげなものが多い。ディンセル侯爵が各国から収集した自じ慢まんの珍ちん品ぴんの数々だった。

　──この人、こういうものにも興味があるのかしら？

　背後からようすをうかがうと、グレンは非常にうろんな目で棚を眺ながめている。

　周囲からは『もの好き』『変人』『夢見がち』などと評されても仕方のない、珍ちん奇き趣しゆ味みと浪漫ロマン主義の集大成ともいえるコレクションである。

「マクミラン様、ひょっとして侯爵様のコレクションに興味がおありですか？」

　だが返された視線は、このうえなく不本意かつ不ふ機き嫌げんそうなものだった。

「馬ば鹿かをいわないでもらおう！　こんなにインチキくさいものばかりよく集めたものだと……うさんくささに目が離はなせなくなっただけだ」

　顔を背そむけるようにグレンに言い放たれ、ミリセントは一いつ瞬しゆん彼がなにを口にしたのかわからなかった。

「インチキ……くさい？」

「そうだろう。こんなゲテモノは、民芸品まがいの詐さ欺ぎだ。インチキに決まってる」

　決めつけるような口調に、ディンセル侯爵本人を否定されたような気持ちになって、ミリセントは言葉を返した。

「でも、貴方あなたはこの店にいらしたんでしょう？　インチキくさいっていうなら、侯爵様の力にすがってなにを依い頼らいなさるつもり？」

　痛いところを突かれたのか、グレンは言葉につまると片手で口もとを覆おおう。

「侯爵や鑑定士にならともかく、君に話すことじゃない」

　ふいに深刻な色を帯びた声に、ミリセントはグレンをじっと見つめた。

　──だったら、やっぱり私が聞くことになるけど……だからって、自分から名乗るわけにもいかないし……もぅ、じれったいわね！

「マクミラン様は、鑑定士としても優ゆう秀しゆうだとお聞きしています。そうした方でも、わからないことがあるんですか？」

「私は……あくまで美術商だ。商品の真しん贋がんや価値は見み極きわめられるが、わけありの品はここがふさわしいと、さるお方にこの店を紹しよう介かいされた。だが、ここの鑑定士も相当変わり者だと噂で聞いているし、不安がないとはいえないな……」

「あら、どんな噂です？」

　思わぬ言葉に、ミリセントは小間使いの好こう奇き心を装ってたずねてみた。

「若作りの魔ま女じよだとか、猫ねこの毛皮を腰こしに巻いて、カビたパンで結果を読むとか……いかにも珍奇趣味のこの店にふさわしい噂だな」

　どこで広まっているのか、とんでもない噂にミリセントの笑え顔がおがぴしりと凍こおりつく。

「あなたね、さっきから侯爵様の趣味にケチつけてばっかりだけど、なにか恨うらみでもあるっていうの!?　そんなに怪しいって思うなら相談なんてやめなさいよ。それに、カビたパンで何かわかるなんて占うらないじゃないんだから……そんなわけ……！」

　ついつい地を丸出しにして怒ど鳴なってしまったミリセントは、ふいにグレンがのぞきこむように顔を近づけたので驚おどろいた。

　吸い寄せられるように、色の異なる双そう眸ぼうから視線をはずせなくなる。

「そんな噂を聞いた気もする……と、いいたかっただけだ。確かなのは、ここの鑑かん定てい士しは若い女性らしいということぐらいか。それと、君の髪かみは少しだけテレビン油の香かおりがする」

　そう告げたグレンがにやりと笑みを浮うかべ、ミリセントは背筋がひやりとするのを必死にやり過ごした。確かに今朝鑑定したカンヴァスの一枚は、別の絵が塗ぬり隠かくされていると思おぼしきもので、保護膜まくの一部をのぞくために油を使ったのだ。

　──この人、私のこと鑑定士だって気づいてる？

「そ、そうだったの。私ったら早はや合が点てんしたのね。ほらここの鑑定士とは、いわゆる職場の同どう僚りようでしょう？　つい気になっちゃって。それにしてもマクミラン様ともあろう方が、不確かな人の噂をお信じになるなんて……」

　作り笑いでごまかすと、ミリセントはがらりと口調を厳しくした。

「鑑定士のことはともかく、侯こう爵しやく様への言葉は聞き逃のがせません。いかにうさんくさくて、変わり者で、人に指さされようとも、侯爵様ほど誠実な方はいらっしゃいません！」

　ミリセントの声に強く熱がこもる。だが、かばうつもりがかえって真実を強調していることに気づいていない。

　すると、ふいに背後からすずやかな風が流れた。

「ミリー、君の熱い告白はとっても嬉うれしいんだがね。さっきから聞いてると、ふたりして人のこと、『うさんくさいうさんくさい』って連呼しすぎじゃないかね？」

　聞きなれた美声がするりと耳に届いた。ミリセントははねるようにふり返ると、慌あわてて頭を下げる。

「侯爵様！　おはようございます」

　部屋の入り口にあらわれた紳しん士しは、帽ぼう子しから靴くつの先まで黒ずくめだ。

　毛皮の縁ふち飾かざりのついたマントは、裏地に鮮あざやかな紫むらさき色いろがのぞいている。

　四よ十そ路じ近い貫かん禄ろくある口もとには、丁てい寧ねいに撫なでつけられた髭ひげの端はしがぴんとはね、長く伸のばした漆しつ黒こくの髪をシルクのリボンで結んでいる。

　怪かい奇き小説の主役もかくやという出いで立ちの紳士は、鋭するどい目もとを笑みにゆるめた。

「あぁ、グレン君。じつに久しぶりだねぇ、君とは数ヶ月前に競せり市であって以来か……」

　どこか甘さのにじむ声は、鷹おう揚ようでありながらも聞く者の意識をひきつける。

　侯爵の言葉に、グレンはひらこうとした口を慌てて閉じた。そして必死に無表情を取り繕つくろうと、低い声で答える。

「あの時は…………依頼人の品を買いつけにいっただけです」

「そうそう、あの日の目玉は『蛇へび鳥どりの羽根』だった。私以外にもそんな趣味のいい客がいるのかと驚いたものだが。まぁ、それも私の財力と情熱の前には勝ち目のないことだったね」

　どうやらふたりは、すでに面識があるらしい。

「しかし……君と会うのは私のコレクションに関かかわる市が多いな。君のお得意様とは、どうやら趣味が合いそうだ。いや、むしろライバルと呼ばせていただくほうがいいかな？」

　にんまりと意味ありげに笑いかける侯爵に、グレンの表情は硬かたいままだ。

　そんなグレンの顔色にはとりあわず、侯爵はミリセントにステッキを手て渡わたした。

　はおったマントをばさりと脱ぬぐと、あたりには薔ば薇らの甘い香りが立ちこめる。

　侯爵は、無む駄だ口ぐちは終わりだというようにグレンに向き直った。

「さて、今回の件について話は聞いている。まぁ、あちこちから口を挟はさまれているようだが、あの方からの紹介となれば、断るわけにはいくまい」

「今回のことは、無理を聞き入れていただいて感謝しております」

　さすがにグレンも、相手が侯爵であることをふまえて態度を改めたようだ。きちんと頭を下げたところをみると、それなりに敬意を払はらえるらしい。

　話がこみ入ってきそうだと察して、ミリセントは侯爵のマントを受け取ると炊すい事じ場ばへと下がった。




　薬や缶かんを火にかけたミリセントはほっと息をつきつつ、今日もここで仕事ができる幸せを噛かみしめた。こうして職場にいて、侯爵の顔を見て働く日々に感謝を忘れたことはない。

　孤こ児じだった自分に、眠ねむる場所や食事、仕事を与あたえてくれたのはディンセル侯爵だ。

　ミリセントがこの街の教会に保護された当時、十二歳ほどの年ねん齢れいだったというのに、街にくるまでの記き憶おくがなかった。

　唯ゆい一いつ身につけていたペンダントに彫ほりこまれた名前が、女の子のものであったことや、同じく日付も見た目の年齢と合っていたため、誕生の記念に作られたものだろうと推測されたらしい。以来、その名前で呼ばれることになったのだ。

　本来教会は孤児を制限なく受け入れる場所ではないが、ミリセントは文字の読み書きができたことで、特別な待たい遇ぐうがあったのだとも聞かされた。

　半年後、ディンセル侯爵家へ奉ほう公こう人として雇やとわれたものの、ミリセントは掃そう除じや裁縫が得意とはとても言えず、あのままでは暇ひまを出されていたかもしれない役立たずぶりだった。

　だが今では、侯爵に与えられた鑑定仕事のおかげで、ようやく人の役に立てていると思えつつある。それはミリセントにとって、なにより嬉しい心の支えでもあった。

　ミリセントにとって、ディンセル侯爵と夫人のアメリアは恩人ともいえる大切な人だ。

　ディンセル侯爵をよく知る人は、その人ひと柄がらや奇き特とくな趣しゆ味み嗜し好こうごと彼を好きになる。

　奥方にいわせると侯爵は『夢想家でロマンチスト』らしいが、周囲の人から見れば、『奇特な情熱にとりつかれた暴走奇人』ともいえるだろう。

　とかく珍ちん奇きなものに目がなく、西に遺い跡せきが出たと聞けば馬車で駆かけつけ、東に竜りゆうのミイラが見つかったと聞けば海を渡わたる。

　その旅のついでに商売の種を見つけては投資をつづけ、思う存分趣味に没ぼつ頭とうできる財産を築いたというのだから、眼識は十分にあるのだろう。

　そんな生活をしてきた侯爵が、膨ぼう大だいなコレクションを活いかしてとうとう博物館まで作ってしまったおりには、誰もが苦笑いでうなずいた。

　除幕式で妻のアメリアがうっとりこぼした「うぅん、馬ば鹿かですわね」という甘いひとことに、誰もがこの夫ふう婦ふの断たち切れぬ深い愛を見たという。

　そしてミリセントの昨年の誕生日には、自分を養女に迎むかえたいという申し出をふたりからもらってもいた。ミリセント自身は、この風変わりな侯こう爵しやくと彼のやさしい妻を愛していたが、それでも養女の話については答えをはぐらかしてきた。

　素す性じようもしれない自分を侯爵家の養女になど、過分な申し出だとわかっているものの、どうしても首を縦にふれなかったのには理由がある。

　ミリセントは胸むなもとのペンダントに触ふれた。

　──きっとここへくる前は、母さんと一いつ緒しよにいたはずなんだわ。

　ミリセントが教会に保護された当時、「母さんを捜さがして」と口にしたことは後で教えられた。

　このペンダントはその頃ころから身につけていたのだから、身元の手がかりになるはずだ。

　ミリセントがぼんやりとペンダントを見つめると、細密画ミニアチユールの薔薇がふわりと大きくひらいて見えた。

　花びらが一枚ずつ、水に溶といた絵の具のようにほどけていく。

　やがてその中心から、渦うずを巻くように黒い流れが浮うきあがると、白い肌はだと黒くろ髪かみを綺き麗れいに結った貴婦人の姿を描えがきだした。

「あ……でてきた」

　ミリセントがもっとよく見ようと顔を近づけると、それは見る間に像をぼやけさせ、再びもとの薔薇の絵に戻もどってしまう。

「もう……なんで、ときどきしか出てこないの？　これだけはなにも視みえないし」

　手のひらのペンダントも、職人によって作られた作品だ。鑑かん定ていのときのようになにか視えはしないかとミリセント自身何度か触れてみたこともある。だがどれだけ集中しても、このペンダントからはなにも視えてこなかった。

　──鑑定を助けてくれるあの力も訳がわからないし、絵が変わるペンダントなんて聞いたことないもの。これってなんなの？　母さんはどうして私を置いていったの……それに、いまどこにいるの？

　疑問ばかりがわいてくるが、ペンダントは薔薇の絵を見せるだけでなんの異変も起こらない。

「あぁ、ぼうっとしてちゃ駄だ目めね。いまは仕事仕事！」

　ミリセントはぎゅっと目をつぶって気持ちを切り替かえると、茶器を盆ぼんに並べた。




　ミリセントが再び応接室へ向かうと、侯爵とグレンの会話から〈大暗室〉という言葉が聞こえてきた。

　テーブルの上にはいくつか新聞がおいてある。それらは経済を中心としたものから、物ぶつ騒そうな噂うわさや事件ばかりをあつかった大衆紙までと幅はば広ひろいが、どうやら話題はそれらの記事の見出しにあるらしい。

『チェルコット通り、夜歩く死人』『転がる墓石、死体泥どろ棒ぼうか死肉喰ぐいか!?』『医術協会と〈大暗室〉の密約』などなど、陽ひのあたらない、陰いん惨さんな単語ばかりが並べられている。

　リュイシャム王国では、近年生産技術や医い療りようが目まぐるしく発展してきた。

　だがその反動のように、原始的な呪じゆ術じゆつや結社への恐きよう怖ふも高まっているのだろう。人々は恐怖をなだめるために、こぞってこうした話題を口にした。

　侯爵も新聞をざっとかたづけると、心配顔でミリセントを見つめる。

「このところ本当に物騒だからね。夜になれば馬車でも使うしかない……いいかいミリー、昼間でも絶対に裏路地を歩いたりしないようにするんだ」

「でも……新聞なんて大たい抵てい大げさなものですし、それに〈大暗室〉って一体なんなんですか？」

　噂ではよく耳にするものの、〈大暗室〉と呼ばれる存在が何であるか、ミリセントにはよくわからなかった。

　その問いに、侯爵とグレンの視線がぶつかる。目配せをうけて、グレンが口を開いた。

「〈大暗室〉は、拠きよ点てんも構成員もわからない、昔からある結社のひとつだ。各国にまたがって色々な情報を操作するともいわれているし、場所によっては政治にも影えい響きよう力を持つこともあるらしい。一部では死人を操あやつるとか、永遠の魂たましいを信しん仰こうするともいわれている。リュイシャムでも、最近は死人や死体がらみの事件が多いから、彼らとの関係を国も警けい戒かいしている」

　大げさな記事は噂が大半だとミリセントは思っていたが、ふたりの表情を見るとそうでもないらしい。

「犯罪対策のために、王室で特別組織が編制されたという話もあるけどな……」

　つぶやくようなグレンの言葉に、侯こう爵しやくは浮かない表情だ。

「だが、相手のほうがうわ手だろう。彼らの歴史も古いと聞くし、構成員も把は握あくできていない状態では、そう簡単に取り締しまれるとは思えないがね」

　このところたてつづけに起きる暗い事件に、誰もが暗がりを恐おそれている。街灯が増え、夜道が明るく照らされるほど、影かげもまた際きわ立だって濃こさを増していくのだ。

　暗い路地裏を歩く死体を想像して、ミリセントはぞっとした。

「これからは、なるべく早くお屋や敷しきに戻るようにします」

　その答えに、侯爵は安心したようにお茶を受け取ると、なつかしげにほほ笑えんだ。

「そういえば、いまじゃ君も立派にお茶を淹いれられるようになったんだねぇ。私も嬉うれしいよ」

　これまでお茶を淹れるにも苦労していたことをグレンの前でばらされ、ミリセントは内心慌あわてた。確かに屋敷へ来たばかりの頃は、茶葉をそのまま薬や缶かんにほうりこんで焦こげつかせ、両方をダメにしたこともある。

　針を持てば布に赤い水玉模様を作るので、衣服にはほとんど触さわらせてもらえなかった。かろうじてこなせたのは、床ゆか掃そう除じや暖だん炉ろの手入れだ。

　さらに、侯爵の口から思わぬ言葉が飛び出した。

「今日はミリーの十六歳の誕生日だったね、おめでとう。じつに輝かがやかしい祝いの日に、仕事だなんて不ぶ粋すいなことだが……」

　侯爵が手を肘ひじ掛かけの後ろにまわすと、魔ま法ほうのように薔ば薇らの花束があらわれる。

「あ、ありがとう、ございます」

　自分でもすっかり忘れていた記念日に、ミリセントは花束を受け取ると侯爵を見つめた。

　普ふ段だんは夜よ霧ぎりを思わせる侯爵の表情が、いまはほんのりと温かい。

　こうして誕生日を数えるのは、記き憶おくにある限り四回目だ。そしてペンダントの刻印を見て「この日を誕生日になさい」と言ってくれたのもディンセル侯爵その人だった。

「でも、私は仕事をさせていただくほうがいいです。少しでも侯爵様のお役に立てたら嬉しいですもの」

　その言葉に嘘うそはない。目の前の侯爵がいなければ、いまの自分はなかったのだから。

「まったく、君は熱心なところがあるからねぇ。でもミリー、あの話はまだ決めかねているのかね？　昨年話し合ってからもう一年経たった。私たちの気持ちは変わらないよ。アメリアも私も、君のことは家族のように親しく感じている。それに、君のこれからを見守っていきたいという気持ちも同じだ。どうだろう、そろそろ養女の話を考えてくれても……」

　ふいに蒸むし返された話題に、ミリセントは戸と惑まどった。

　ディンセル侯爵は、普段なら客人を前にこうした話を口にする人ではない。だがそれだけに、彼の気持ちが本物なのだとわかって、ミリセントは嬉しく感じつつも答えに迷った。

　急に持ち上がった家庭内の話題に、グレンが少しだけ困こん惑わくしたような、席をはずしたほうがよいかと問いかけるような視線をくれる。

　そこに気づかうような色を見て、ミリセントはゆらいだ心を立て直した。

　ミリセントは侯爵の瞳ひとみを見つめてほほ笑むと、ゆっくりと口をひらいた。

「大切なお話ですもの、後ほどゆっくりうかがいます。どうぞいまはマクミラン様のお話をうかがってください」

　話の邪じや魔まになるだろうと、ミリセントが部屋を下がろうとしたその時。

　ふいに、店の表に騒そう々ぞうしく馬車が乗りつけられる音が響ひびく。

　馬車の音などめずらしくもないが、なぜか三人ともが黙だまりこむと、近づく足音に耳を澄すます。
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　扉とびらにとりつけられたノッカーが、妙みようにくっきりと音を立てた。

　そしてミリセントが玄げん関かんにたどり着くより早く、扉が外から開け放たれる。

　あらわれたのは黒い影。

　まばゆい朝日が逆光になって、その顔立ちまではわからない。

　やたらと長く伸のびた影は、立派な房ふさのついたお仕着せを身につけ、ぴんと張った姿勢で立つと、高らかにこう告げた。

「ミリセント・ファネル様。貴方あなたは、本日十六歳を迎むかえられました。よってファネル家の遺産を受け継つぐ権利を得られたことをお伝えいたします。ただちにお屋敷においでください」

　どこか誇ほこらしげに宣言するような声は、ミリセントの知らないものだ。

　影のような男が一歩踏ふみ出した気配に、侯爵とグレンが立ち上がり駆けつける。

　見知らぬ男に連れ去られる恐きよう怖ふを感じて、ミリセントはあとずさった。

　かばうように侯爵が前に出ると、使いの男がなにやら封ふう書しよを差し出すのが見えた。

　受け取った侯爵はその封ふう蝋ろうを見ると、なにかを問うような表情でミリセントをふり返った。

　わけがわからぬまま、できるなら侯爵に中をあらためて欲しいとミリセントはうなずいてみせる。

　取り出した書面をひとしきり眺ながめると、侯爵は小さく息をついた。

「なるほど……確かにこれは正式な遺ゆい言ごん証書だ。ミリー、すぐに表の馬車に乗りなさい」

「え、侯爵様？　でも私、こんな人のこと知らな──」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。荷物は後で届けさせよう。心配はいらないよ」

　普段なら、自分に近づくものに過保護なほど反応する向きのある侯爵にしては、あまりに判断が早く潔いさぎよい。

　入り口に立ったままの影の背後に、黒くろ塗ぬりの箱型馬車につながれた漆しつ黒こくの馬が二頭見える。馬車の窓に見える青あお紫むらさき色のカーテンや高価そうな外装は、どこか不ふ吉きつな影といかめしさがあった。

　だがそうこうするうちにも、ミリセントはいつのまにか外がい套とうをもたされ、花束から薔薇を一輪だけ手て渡わたされると、そのまま馬車に押しこめられてしまった。

「えぇぇぇ！　侯爵様、本気ですか!?　あの、突とつ然ぜんそんな……」

　扉が閉められると、使者はさっさと御ぎよ者しや台だいに上り二頭の馬が勢いよく走り出す。

　ミリセントは馬車の窓に張りつくと、見る間に遠ざかる店に向かって叫さけんだ。

「ちょっと待って！　この人ひとさらいかもしれないのに!?　このまま港に直行されて売り飛ばされるかもしれな……いやぁぁ、降ーろーしーてーー!!」

　自分で口にした言葉でさらにパニックになり、ミリセントは窓を叩たたく。

　騒々しく馬車が走り去った店の前には、突然の事態に呆ぼう然ぜんとしているグレンと、感かん慨がい深げなディンセル侯爵が残されていた。

「なるほどねぇ、今年の誕生日だったのか……そうかぁ」

「侯爵、……いまのは何だったんです？　それと彼女、大丈夫なんですか？」

「あ、そういわれると、鑑かん定てい士しが連れて行かれてしまったね。どうしたものかねぇ」

　自分のカンが外れていなかったことを知らされたグレンは、頭痛をこらえるようにため息をついた。
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　ミリセントを乗せた馬車は、かなりの勢いでベルフィールドの街を抜ぬけ、郊こう外がいへつづく道へと出るとようやく歩調をゆるめた。

　その後も馬車は、舗ほ装そうされない道を止まることなく走りつづける。

　窓からは、北に連なる山々が見えた。そこから冷たい風がおりてくるのだろうか、五月を迎え、緑が広がるこの時期になっても風景はくすみ、枯かれた色の大地には小さな芽がのぞくばかりだ。道の脇わきに連なる木立も、裸はだかの枝が目立ちどこか寒々しい。

　なだらかな丘きゆう陵りようをいくつも越こえた頃ころには、ミリセントもひとしきり騒さわぎ疲つかれ、並べる文句もつきたため、ぐったりと窓の外を眺めていた。

　方角的には街の中心部より北東にあたる、アンダーヒルと呼ばれる場所だろうと見当をつける。

「どうなってるのこの馬車。なんかいろいろ普ふ通つうじゃない……」

　馬車の内装は、外観から想像したとおり豪ごう華かなものだ。

　胡桃くるみ材に飾かざり彫ぼりが施ほどこされ、天鵞絨ビロードのシートに置かれた繻しゆ子す張ばりのクッションには、精せい緻ちな刺し繍しゆうで東方の女め神がみが舞まっていた。

　あきらかに貴人を乗せるための馬車は、ひとさらいの物にしては金がかかりすぎている。

　御者台にいる人物は一いつ切さい口をきかないうえ、どこか不気味な雰ふん囲い気きがあってとても声をかけられない。

「まず、落ちつかないと──」

　とりあえず自分に言い聞かせてみる。状じよう況きようはわからないが、この速度の馬車から飛び降りれば無事では済まない。自分にいったいなにが起きているのかをミリセントは考えた。

　──使いの人が『ファネル家の遺産』って口にして、書類を見た侯こう爵しやく様は、私宛あての遺言書だっていってた。ひょっとして、馬車が向かってるのは私の家だとか？

　それが事実ならば、この馬車に危険はないはずだ。

　──でも、遺言書ってことは、そこに母さんはいないってことなのかも……

　ミリセントは急に指先が冷たくなるのを感じて、ペンダントを握にぎり締しめた。

　ビーハイブで暮らしながらお金を貯ためて、いつか母を捜さがせたらいいと思っていた。田舎いなかに家を買って、ふたりで暮らせる日がくればと夢想したこともある。

　──でも、こんな立派な馬車が迎むかえにくるようなところなら、私のことだってお金に困って捨てたわけじゃないのかもしれない……わからない、母さんに会って直接聞きたいのに。

　考えるほど混乱がひどくなり、ミリセントはぼうっと窓の外へ視線を向ける。

　絡からみあう綿を紡つむいだような雲が漂ただよう空を眺めるうちに、少しずつ心が落ちついてくる。

　──とにかく、使いが来たってことは、着いた先に誰だれかいるはずよ。まずはその人に、とことん説明してもらおうじゃない。それに、ひょっとしたら遺言なんて手て違ちがいで、そこに母さんがいるのかもしれない……

　行き先も知れぬまま馬車に揺ゆられ、ミリセントの不安と不満が爆ばく発はつしかけたころ、木立が途と切ぎれたところで建物の影かげが見えてきた。

　古めかしい造りの塀へいに沿って馬車は走り、いばらの絡む錬れん鉄てつの門をくぐると、民家だといってもとおりそうな番小屋の前を過ぎてようやく止まった。

　ミリセントがこわごわ外をのぞきこもうとすると、突然ドアが開かれる。

　踏ふみ台がおろされると、人の気配がして外から手が差し出された。

「だ、誰……？　降りていいの？」

　わけがわからぬまま、ミリセントは手を借りて砂じや利りの上に立つと、ひんやりとした草木の匂においにつつまれた。

「手て荒あらなお招きで申しわけございません。この日を、屋や敷しきの一同待ちわびておりました」

　頭上で聞こえたやわらかな声に顔をあげる。

　そこにはミリセントの手をとり、かしこまったようすの青年がいた。

　艶つやのある黒くろ髪かみが額をさらりと流れ、曇くもりのない白い肌はだを引きたてる。

　細身の黒いコートを身につけ、すらりとした姿は優美な若馬のようだ。

「突然のことでおつかれでしょう。私は執しつ事じとして屋敷の管理を任されております、アンセルと申します。どうぞアルとお呼びください」

　そう告げてほんのり浮うかべられた笑えみに、ミリセントは瞬まばたきを忘れた。

　黒髪の下にあるアンセルの瞳ひとみは、深い紫むらさきを帯びて見える。夜が深まるとあらわれる、滲にじんだ朱しゆと群ぐん青じようの狭間はざまに生まれた夕ゆう闇やみの瞳。

　不思議となつかしさを覚えて、ミリセントはただアンセルを見つめていた。

「お話し申し上げなければならないこともたくさんございます。どうぞなかへ。すぐにお茶の仕度をいたします」

　歩き出したその背中はすっきりと伸のびて姿勢がいい。だが年ねん齢れいは二十歳をまわったようにしか見えないことから、執事にしては妙みように若いとも思える。

　こんなふうに無理やり使いを寄こす相手がわかったら、とことん説明させてやると息巻いていたのに、おだやかな声と麗うるわしい笑みの前では、なにから口にしていいのかわからない。

　母親のこと、遺言の意味。自分は以前ここにいたことがあるのか、どうして街に捨て置かれたのか……たずねたいことがぐるぐると頭をめぐる。

　とにかく、お茶にでもありついて落ちつかなければと、青年に手をひかれるまま歩いていたミリセントは、屋敷の正面について思わず口をあけた。

「いったい、誰のお屋敷なの……」

　やや赤みのある外がい壁へきは、午後の日差しに淡あわく金が滲んで見える。大きな両扉とびらを備えた正面玄げん関かんは立派な円柱に支えられ、その柱頭には薔ば薇らの花が彫りこまれていた。

　二階建ての建物は横に長く、使用人を何十人と抱かかえていそうな由ゆい緒しよある屋敷のようだ。

「今日からミリセント様がお住まいになる、ローズグレイブホールです」
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　アンセルと名乗った青年に手をそっと離はなされ、ミリセントは相手の手を握りっぱなしだったことに気づく。

「あ、ごめんなさい！　えぇと、入ってもいいのね……」

　紫の瞳が笑みの形に細められると、大人の背せ丈たけの二倍はあるだろう大扉が内側から開かれた。

「お邪じや魔ま、します……」

　中にも誰かいるのだろうかと、ミリセントはあたりをうかがいながら扉をくぐる。

　しかし人の姿は見当たらず、そこはただシンとした静せい寂じやくに満ちていた。

　玄関ホールの床ゆかは、緑と白の大理石が十字を使った幾き何か学模様を描えがいている。

　その最さい奥おうには、優ゆう雅がなたたずまいにどこか不似合いな鎧よろい兜かぶとが飾かざられ、柱に彫ほられた奇き妙みような生き物たちはいまにも動き出しそうだ。

　玄関の先には天てん井じようの高い大広間があり、その広さと豪ごう奢しやな調度品に圧あつ倒とうされた。

　階上まで吹ふき抜ぬけになった広間は、採光窓のおかげで明るいはずなのに、長く人が訪おとずれなかったような空気の密度がある。

　壁へき面めんに描かれた絵にミリセントが気をとられていると、背後に立つアンセルが廊ろう下かを気にするそぶりを見せた。すると突とつ然ぜん、馬のいななきが高くあがる。

「なに、いまの……馬の声よね？」

　馬車なら表にあるはずだ。そもそもどうして屋敷のなかで馬が……？

　ミリセントが考える間もなく、蹄ひづめの音は小気味よく近づいてくる。
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　どうやら足元が絨じゆう毯たんから大理石に変わったらしい。

　かなりの勢いで近づいてくる馬の蹄にミリセントが困こん惑わくすると、頬ほおをひやりと風がなでた。

「まったく、仕方のない」

　するりとミリセントの横をすり抜けて、アンセルが廊下へと向かった。

　先ほどまでの慇いん懃ぎんな態度と声からは想像もつかない、冷れい酷こくな声と小さな舌打ちが聞こえた気がするのは気のせいだろうか。

「アルさん？」

「どうか『アル』とお呼びください。到とう着ちやくそうそう、落ちつかないことで申しわけございません。ちょっとした手て違ちがいですが、すぐにかたづけてまいります。よろしいですか、ここから一歩もお動きになりませんようにお願いいたします」

「えぇ、でもあれは……？」

「どうぞ、お待ちくださいませ」

　見み惚とれるような笑みとやわらかな声だというのに、問いかけを拒きよ絶ぜつし、絶対を約束させるこの気き迫はくはなんなのだろう。怒ど鳴なられるよりも強い力に、本能も逆らうなと告げていた。

　うなずいたミリセントを残し、アンセルは廊下の暗がりへと姿を消す。

　──なんで、屋敷の中に馬が……待ってるのはいいけど、ここって妙に広くて落ちつかない。

　アンセルの足音が絨毯に消えると、それ以上馬のいななきは聞こえてこなかった。

　ふと視界に光が投げかけられて、ミリセントは顔をあげる。

　二階の壁面に設けられた窓の内側に、白いものがはためいていた。

　ひるがえるハンカチに似た、小鳥が暴れているようにも見える軽かろやかな物体。

　そのひとつが、ひらりと足元へ急降下すると、ミリセントのスカートが大きくめくれあがる。

「ひゃっ、なにこれ」

　慌あわててそれを避よけた足がよろめく。思わず床に手をつくと、突然視界の隅すみに大きな靴くつがどしんと下ろされた。大きさも重みも、普ふ通つうの大人の二倍はあるようだ。

　ふいに空気が硬かたく張りつめ、床がきしみをあげて氷に変わっていくような、嫌いやな感じに襲おそわれた。胃のあたりをぎゅっと押さえつけられる感じに、冷や汗あせが浮うかぶ。圧あつ迫ぱく感に、息を深く吸いこむことができない。

　息苦しさに顔もあげられず、床に這はって息をひそめていると、その横で靴は重たげに一歩踏ふみ出し、床に泥どろを落として歩いていくのがわかった。

　まだ、相手は自分に気づいていない。なぜかそんな確信とともに、見つかればひどく悪いことがおこりそうな予感もあった。

　──早く、消えて。お願い、すぐにここから出ていって……

　ミリセントには、靴の主が自分を捜さがしているような気がした。理由はわからずとも、いまここにはひどく悪意が満ちている。

　泥まみれの靴はしばらくつま先をあちこちへ向けていたが、やがてまばゆい光が射さすと、扉が開けられたのを感じた。

　ふっと床の感かん触しよくが戻もどると、苦しい呼吸が楽になり、ミリセントは思わず涙なみだぐんだ。

　──た……助かった？　もう、戻ってこないわよね？

　ミリセントは、そこではじめて自分の手が震ふるえているのに気づいた。すっかり冷えた指先は、水に浸つかっていたようだ。

「いまの……なんだったの？」

　床の上に体を起こしたミリセントは、室内を眺ながめて体をぶるりと震わせた。

　磨みがかれた床の上には、一面に泥の足そく跡せきがついている。

　そこらじゅう踏み荒あらしたような靴くつ跡あと。さらにそれを追うように、赤く乱雑な線が床の上をはっている。

「まさか、血？」

　こわごわと確かめようとすると、今度は黒いものが鋭するどく飛んできて、目の前の壁かべで止まった。

　ドスリ、と一いつ拍ぱく遅おくれて重たい音が脳に届く。

　そこに突つき出した金属の柄えが、なにを意味するか考えるより早く、ミリセントは慌てて起きあがると広間から走り出た。

　恐きよう怖ふにかられ、口をひらくと情けない声が漏もれる。

「いまの……あれって、斧おのだった……！　なんで部屋のなかで斧!?」

　おかしい。この屋や敷しきはあきらかに異常だ。

　斧が飛んできた背後をふり返れば、玄げん関かんホールにおかれていた甲かつ冑ちゆうが、騒そう音おんを立てて台座をおりようとしているのが見えた。

「ひょっとして、ここってアレ？……つまり幽ゆう霊れい屋敷ってやつ!?」

　ご丁てい寧ねいに馬車で出で迎むかえられてまで、幽霊屋敷に連れてこられた理由は不明だが、とにかくいまは逃にげるべきだ。ミリセントは廊ろう下かをひたすら走った。

　廊下の行き止まりが見えて焦あせったが、使用人通路につづく階段が目に入る。

　半地下になっている通路へ飛びこむと、ようやく息をついた。

「な……なんなの、幽霊屋敷だからって、血のりに斧に甲冑って……なんで私に」

　──ひょっとして、私を狙ねらってるの？

　自分に向けられた敵意のようなものに、思わずぶるりと肩かたが震える。見み渡わたせば、暗い通路は漆しつ喰くいの壁と床ゆかがむき出しで、寒々とした感じがあった。

　ぽつぽつと灯ともされたランプの明かりを頼たよりに、ミリセントは足音を殺して歩き出す。

　事務室や、食料の保存庫が並ぶ部屋を通りすぎると、甘い匂においが流れてきた。

　恐怖と焦りでいっぱいのはずが、途と端たんに腹がキュルっと音を立てて、ミリセントは空腹を思い出した。

　今日は朝から仕事を急いでいたため食事を取っておらず、そのまま馬車でここへ連れてこられて、なにも食べていないのだ。

「なんだろ、いい匂い……」

　踏みこんだそこは厨ちゆう房ぼうだった。石床の部屋はずいぶんと広く造られ、壁かべ炉ろに加えて鉄製のオーブンまでが置かれている。

　人の姿はなかったが、炉には火がおこされ、蜂はち蜜みつやミルクと、小麦を焼く香かおりが漂ただよっていた。調理台の上には、生き地じを伸のばすための棒や打ち粉が散っている。

　料理の途と中ちゆうで料理人が姿を消してしまったのか、そこには人の姿だけがなかった。

　厨房にほんのりこもる熱と甘い香りは、取り乱していたミリセントを落ちつかせてくれた。

　炉の側そばに丸まる椅子いすを見つけて、ミリセントはすとんと腰こしを下ろす。

　一気に緊きん張ちようがほどけて、額に両手をあてると盛大にため息をついた。

「なんなの……このお屋敷。動くなっていわれても、無理じゃない。待ってるうちに殺されちゃうわよ！」

　ふっと頭のなかに、先ほど消えてしまったアンセルの顔が浮かぶ。

「まさか……ね」

　まだ出会ったばかりだが、なぜか彼の笑え顔がおにはなつかしいものを感じていた。アンセルのやわらかな物もの腰ごしや、やさしげな眼まな差ざしに裏があったとは思えない。

　ミリセントが途と方ほうに暮れていると、「うるさいわね」と声がした。

　厨房の人間が戻ってきたのかと、ミリセントは周囲を見回してみたが誰だれもいない。

「うるさい女ね。どっから入ってきたの？」

　だが、澄すんだ高い声ははっきりと聞こえる。

　立ち上がろうとしたミリセントに、声はかん高く告げた。

「ちょっと、足元には気をつけなさい！　あんたの靴が、繊せん細さいなあたしにちょっとでも触ふれたら許さないわ」

　一歩も踏ふみ出せず、ミリセントはそろそろと床を見た。

　そこに立っているのは、大人の手のひらほどもあるジンジャークッキーだ。

　わが目を疑ったミリセントは何度か瞬またたいてみた。しかし、依い然ぜん人ひと形がたのクッキーは薄うすっぺらい体で立ち上がってこちらを見ている。

「さっさと台にあげなさいよ」

「え……あ、あなたを？」

「他ほかに誰かいる？　さっさと台に置いてくれっていってんの！」

「あ、あぁ！　はい、どうぞ」

「鼻を近づけないで。あんたには一口だってかじらせないんだから」

　つんけんとした態度のクッキーに、そもそもどこからこの声が？　と、ミリセントの疑問はつきない。だが、その物体から生しよう姜がの香りがすることはたしかで、やはり相手はジンジャークッキーのようだ。

　調理台に置くと、クッキー人形の首のあたりに、淡あわいピンクのアイシングでリボンが描えがかれているのが見えた。

「あの、私はミリセント。あなたは……」

　名前を聞くべきなのか、クッキーがしゃべることについてたずねるべきか、ミリセントにもわからなくなっていた。

「あたしは、ティーハニー。今日は新入りがくるとかでアルが妙みようだから、ようすを見にきただけよ。だからってあんたの相手なんてしてられないわ」

　落ちつかないのか、ティーハニーがカタコトと動き回るたび細かい粉が調理台に落ちる。

　──こんなに動いたら、この子足が磨すり減っちゃうんじゃない？　でもいうと怒おこられそうだし、どうしよう。あ、でもこの子もお屋や敷しきにいるのなら、このわけがわからない状じよう況きようを説明してくれるかも……

　ミリセントがクッキーにはかない望みをかけていると、ぱちんと頬ほおになにかが当たった。

　見ると、スカートの上に銀色の小さな粒つぶが落ちている。どうやらアラザンを投げつけられたらしい。

「あんたみたいな子が薔ば薇らに認められるかしら？　どっちにしたって、あたしには関係ないけど！　もう気が済んだわ。出てって」

「え……ちょっと待って。さっきから斧おのを持った甲かつ冑ちゆうにおっかけられてるの。見つかったら殺されちゃうかも」

「知らないわよ。とにかくここはあたしの場所なの、あんたが出入りできるところじゃないのよ！」

　そう言われると、確かに厨房に外部のものが立ち入るのも失礼な気はしてきた。

　戻もどってきた調理人に怒られるのも怖こわい。なにせクッキーが話すのだ。料理を作っているのが人間とは限らない。

「わかったわよ、でもちょっとまって！」

　ミリセントはそっと厨ちゆう房ぼうから顔をのぞかせると、通路に甲冑があらわれていないことを確かく認にんしてから逃にげ出した。

「とにかく、アルを捜さがさなきゃ。それでこのわけのわかんない状態とか、あの甲冑のこととか、説明してもらわないと……」

　もはやミリセントは、アンセルを見つけなければとそればかり考えていた。

　この状況も怖くてたまらないが、彼に騙だまされたとは思いたくない。

　ミリセントが使用人通路から再び廊ろう下かへと戻ると、ぺたぺたぺた、と壁かべを叩たたく音がした。

　ぎょっとして視線を向けると、そこには泥どろに汚よごれた小さな手形が並んでいる。

　木の葉に似たそれは、動物の足そく跡せきのように並んで壁に跡あとを残していく。ふた揃そろいの小さな手形は、他愛たわいない悪戯いたずらのようだがもちろん子供の姿はない。

「ふふ……フフフフフ……そう、わかったわよ」

　だが、もはやミリセントは逃げだしたりしなかった。壁に向かって手形を凝ぎよう視しすると、微び妙みようにすわった目で、説教をはじめたのだ。

「その大きさだと、あんたたちまだ子供ね？　壁をこんなに汚して、あとで怒られるんだから……誰が掃そう除じすると思ってるの？」

　するとミリセントの声に反発するように、壁にぱちんぱちんと打ちつける音がして手形が増える。

「へ、平気よ。そんなことしたって、ただの手形じゃない。痛くも痒かゆくもないわ。それぐらいでいまさら驚おどろきゃしないわよ……馬は走るしクッキーには追い出されるし、きっとここじゃブタが二本足で歩いてたって当たり前なのよね」

　もはや自分でもなにを口走っているかわからぬまま、ミリセントは手形を置いてずんずん歩き出した。走り出したい衝しよう動どうをこらえて、ひたすら大おお股またで歩く。

　──大だい丈じよう夫ぶ、私は落ちついてる。そうよ、こんなとき慌あわてて走り出しちゃうと、逃げてる気になってよけい怖くなるのよ。で、さっきの斧持った甲冑に襲おそわれたりしちゃうんだから……

　自分を落ちつかせるつもりが、かえって恐おそろしい光景を想像してしまい、ミリセントはすでに小走りだった。

　走り出しそうになったそのとき、ふわりと前まえ髪がみが風に揺ゆれて、ミリセントは反射的に背をそらす。

「え……」

　ドス！　と重たい音を立て、斧が壁に突つきたつ。

　壁からぱらぱらとかけらが落ちるのに、ミリセントの唇くちびるから乾かわいた笑いがもれた。

「ハ……アハハ……今度は足音殺してきたのね。やるじゃない……って、なんでそんな知ち恵えがまわるのよっ。生きてても死んでても、あぶない人はお断り！」

　廊下の角からあらわれた甲冑の騎き士しが剣けんを抜ぬくのを目にして、ミリセントは再び反対を向くと全力疾しつ走そうをはじめた。

「なんで！　どうして幽ゆう霊れいが壁かべ壊こわしたりできるの!?」

　長い廊下を全力疾走する間に、何度も足にやわらかなものがまといつき転びそうになる。

　恐きよう怖ふにすくむ体は妙に重たく感じられ、思うように足が進まないもどかしさに泣きたかった。

　やがて廊下の突きあたりが見え、ミリセントは手前にある階段を駆かけのぼる。

　二階の長く延びた廊下には、似たような扉とびらがずらっとつづいて見えた。

　アンセルがいるかもしれないと思い、ミリセントが廊下を走りはじめると、扉がひとつ開くのが見えた。

　あらわれたのは、目ま深ぶかに帽ぼう子しをかぶった紳しん士しだ。きらびやかな盛装用の上着を身につけ、襟えりもとには洒落しやれた花はな柄がらのクラヴァトを巻いている。

　だが、それをミリセントが理解したのは、すでに相手と衝しよう突とつしたあとだった。

「わわ、きゃっ！」

　額に硬かたい衝しよう撃げきを受けると、あたりにカラカランと乾いた音が響ひびく。

「ごめんなさい!!」

　慌てて体を起こしたミリセントは、目の前に散らばった紳士に脱だつ力りよくした。

　真っ白い頭ず蓋がい骨こつが、軽かろやかな音を立て目の前を転がると暗い眼がん窩かがこちらを向いた。

　上等な衣装がくしゃりと床ゆかに崩くずれるなか、あちこちに白い骨が散らばっている。

　もはや相手は全ぜん壊かいしていた。

　いい加減、この屋や敷しきで驚くのにも疲つかれてしまったミリセントは、情けなく眉まゆ根ねを寄せると、くしゃりと髪かみをかきあげる。

「えーと。貴方あなたは骨なのね……悪かったわ。わかってたら、ぶつからないように気をつけたんだけど……うぅ、どうやって戻もどそう。骨の仕組みなんてわかんないんだけど」

　さらには、散らばった骨が折れていないかまで気になりだし、ミリセントは立ち上がって拾い集めようとした。

「嬢じようちゃん、あんた私の膝ひざに座っとるよ。まったく若い娘むすめは積極的じゃのぅ～」

「ひ！　ぁ、あああ、あの、ごめんなさい！」

　慌てて骨の山から脱だつ出しゆつしたミリセントは、なにかに手をぶつけて思わずひっこめる。すると転がった頭蓋骨の歯が鳴った。

「嬢ちゃん。あんた、うしろうしろ」

「イヤー！　忘れてたっ」

　ミリセントがとっさに体を床に転がしたのと同時に、斧おのが飛んでくる。

　だがそれは壁に激げき突とつするまえに、ぱしん、と人の手に受け止められた。

「そこまでだ、エアハート卿きよう。裁定の前にこの方に害をなすなら、薔ば薇らの権限にかけていますぐ屋敷から追放する」

　鋭するどく告げたのはアンセルだった。ミリセントは助け起こされると、その背中にかばわれる。

　彼は臆おくすることなく甲かつ冑ちゆうを見上げると、ためいきをついた。

「まったく。今回のことはあなた方のためでもあると説明したでしょう。おわかりいただけませんか？　私がトリシア様からこれを預かっていることを」

　そういってアンセルが手にしたのは、胡桃くるみほどの大きさの薔薇飾かざりがついた飾り鎖シヤトレーヌだ。

　館やかたの女主人をあらわすとも言われる飾り鎖は、腰こしに巻けるようになっており、ふつうは幾いく本もある鎖の先に鍵かぎやペーパーナイフ、印章や片眼鏡などをぶら下げられる。

　しかし目の前の飾り鎖は、鍵がいくつかついているほかに、円を戴いただいた十じゆう字じ架かや、意味のわからない象しよう徴ちよう的な飾りがいくつかぶら下がっていた。

　華か美びな細工からも、それは実用品というより装身具なのだろう。

　ジャラリと音を立てる飾り鎖に、甲冑の騎士はたじろぐようにあとずさった。

「そうです、下がりなさい。この方はあなたたちの主あるじとなられる人です。一いつ切さいの無礼は許されません」

　毅き然ぜんとしたアンセルの声に、気づけばミリセントの足元に散乱した骸がい骨こつ紳しん士しともども、甲冑の騎士は消えていた。

　ミリセントはようやく安あん堵どの息をこぼす。

　するとアンセルが消え入りそうな声で「本当に、申しわけございません」とつぶやいた。

「ねぇ、アル。このお屋敷って……つまり幽ゆう霊れい屋敷なの？」

　ミリセントの問いに、アンセルはおだやかにほほ笑えんでうなずく。

「えぇ、そうおっしゃる方もおられます」

「そ……そうなんだ」

　すんなり肯こう定ていされるとどうつっこんでいいものかと、ミリセントは苦笑いを浮うかべる。すると、アンセルもさらに笑みを深くした。

　互たがいに手を握にぎりあったまま、謎なぞの笑みを交かわしあっていると、アンセルがやや決まり悪そうにうつむく。

「それに、お恥はずかしながら私もそう呼ばれるものでして、すでに生きてはおりません」

　ミリセントはその言葉の意味を吞みこむのに、多少なりと時間がかかった。

「生きて……ないって、死んでる人ってことよね？」

　ミリセントは自分が握っている温かい手を凝ぎよう視しする。

「だって、触さわれるしあったかいわよ？　さっきの人たちみたいに、甲冑着てたり、骨だったりしてないし……」

　目の前にいるのは大変見目麗うるわしい、物もの腰ごしのやわらかな青年だ。

　見知らぬ屋敷で幽霊に追い回されている間も、ミリセントはなぜか彼の言葉だけは信じられる気がしていた。こうして手を繋つないでいられるほどに。

　そしていま、本人から死人告白をされたあとも、どうしてもその手をふりほどく気にはなれない。

「私が死人だと知って、お嫌いやになってしまわれましたか？」

　哀かなしげに顔を傾かたむけたアンセルの伏ふせられた長いまつげから、ミリセントは目が離はなせなかった。

　──この人、私が手を離したらきっと傷つく、そんな気がする。

　言葉が見つからず、慌あわてて首を横にふる。

　するとアンセルの瞳ひとみが、風に吹ふかれた菫すみれのように揺ゆれた。

「良かった。だいたいの方は、死んでいる者がそばにいるのを嫌がられます。とくにミリセント様のように淑しゆく女じよの皆みな様さまは、気を失ったりされることもございますから……」

　そういってはにかむさまは、淑女が裸足はだしで逃にげ出したくなるほどしとやかだ。

　──いやいやいや、あなたみたいな美び貌ぼうがあれば、幽ゆう霊れいでも大だい歓かん迎げい！　ってお嬢さんは多いかも……

　そんなことを考えつつも、ミリセントは大きく息をついて苦笑した。

「正直いって、もう驚おどろきつかれちゃったの。あなたがさっきの甲冑みたいなことをしないのなら、別に怖こわくないわ」

　──そう、幽霊だっていうなら生きていた人なんだもの。人間には違ちがいないわ。

　散々幽霊に追い回された自分が、どうして幽霊を慰なぐさめているのだろうと思いつつも、不思議と逃げ出したい気持ちにはならなかった。

「貴方は、本当にやさしい方ですね」

　そう言うと、アンセルは繋いだ手をわずかに揺らす。

　執しつ事じだと聞いてはいたが、なめらかな皮ひ膚ふは手を荒あらす労働をしていないようだ。本人から死んでいると聞いたことで、彼が非常に若いわけもわかった気がした。

　アンセルはミリセントの指を恭うやうやしく手で受けると、貴婦人をエスコートする優ゆう雅がな足取りで歩き出した。

「たくさんお話しすることがありますのに。疲つかれさせてしまいましたね。では参りましょう」




　通された部屋は、寄せ木細工の床ゆかに絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　郊こう外がいはまだ肌はだ寒ざむいせいか、陶とう板ばんタイルに縁ふち取どられた大きな暖だん炉ろには炭が入れられ、部屋は暖められている。

　奥にある背もたれの大きな椅子いすを勧すすめると、アンセルは一いつ旦たん廊ろう下かへと出て行った。

　お茶を運んでくるつもりなのだろう。

　見み渡わたせば部屋の全体はもちろん、椅子の座面にもチリひとつなく、人の気配はしないというのに屋や敷しき中に手入れが行き届いているのがわかる。

　大きな張り出し窓から見える庭に、ミリセントはどこかなつかしさを感じた。

　ほんのり甘い香かおりがしてふり向くと、銀ぎん盆ぼんで茶器一式を運んできたアンセルが、視線で座る許可を求めていた。

　ミリセントがうなずくと、アンセルは円えん卓たくにカップを並べた。しばらくふたりは無言のまま、音もなく時を計る華きや奢しやな砂時計を眺ながめていた。

　ティーポットに時が満ちると、金きん彩さいが施ほどこされた薄うす青あおのカップに紅茶が注がれる。

　ほんのりと果物の香りがする緋ひ色いろのお茶は、たちのぼる湯気とともに心を落ちつかせてくれた。

「どこから、ご説明さしあげましょうか」

「そうね、どこから──あ、そうだ。あなたさっき自分がもう死んでるっていってたわよね。ここに……生きてる人はいないの？」

　あまりに非現実的なことがたてつづき、ミリセントは紅茶の熱にもすがりつきたい思いでカップを手で包む。

　アンセルは視線をめぐらせしばし考えたあと、きっぱり答えた。

「いまこの屋敷で生きている人間は、ミリセント様だけです」

　ミリセントは表情をひきつらせながらも、彼がごまかしや嘘うそをつかないことを悟さとった。

「そ、そう……正直なのね。じゃあ聞くわ。ここには死んでる人ばっかりなのに、私のところへ迎むかえの馬車がきた。『遺産を受け継つぐ権利』っていってたけど、そのことを説明して欲しいの」

　その疑問は当然だというように、アンセルもうなずくと話しはじめた。

「ミリセント様は十六年前、このローズグレイブホールでお生まれになりました。お母様の名前はトリシア・ファネル様、この屋敷の当主です」

　アンセルが口にしたのは、ミリセントには初めて聞くことばかりだった。

「まって、私はいつこの屋敷を出たの？　私……十二歳の頃ころからビーハイブにいて、このペンダントしか持ってなかったの。それに、ここのことはなにも覚えてないわ」

　あまりにあやふやな己おのれの記き憶おくにミリセントは困こん惑わくしたが、アンセルがなだめるようにすっと手をかざす。

「お気持ちはわかります、順番にご説明しましょう。まず、この屋敷の管理やファネルの名を引き継ついでおられるのはトリシア様です。ファネル家に爵しやく位いはないですが、代々王室から特別職を任されてきた家いえ柄がらです。この屋敷も王室の管理下にあるので、主が不在になったとしても他人の手に渡わたることはございません」

「じゃあ、迎えにきた人は王室の方なの？」

「いいえ、あれはトリシア様がこの屋敷を出られるときに用意されたものです。今後主の不在がつづく可能性も考えて、ミリセント様が後こう継けい者しやの資格を満たされたときに、お迎えにあがるようになっていた影かげです。生きた人間ではありません」

　幽霊にひきつづき、怪あやしげな話を聞かされミリセントは眉まゆをひそめた。

「影とか……このお屋敷って幽霊ばかりだし……いったい母さんはなにをしてる人なの？」

「貴方あなたの母上であるトリシア様には、特別な力がございます。私も詳くわしくは存じませんが、この場所と、お屋敷を守ることが代々ファネル家の当主に課せられた務めだそうです。ですが、トリシア様を狙ねらう者たちもおり、おふたりは屋敷を出られました」

「それは……いつ？」

「いまから四年ほど前です。ミリセント様がビーハイブにいた理由もそのことが関係しております。トリシア様と貴方を屋敷から逃のがされるときに、お父上のロイゼ様は命を落とされました。さらにトリシア様は、この屋敷に奴やつらが入りこまぬよう封ふう印いんを強化されました」

　なにか、とてもよくないことが自分たち家族を襲おそったのだと聞かされ、ミリセントは息苦しくなった。そしてこれまで、自分が母のことは気にかかるのに、父のことを考えなかった理由もわかった気がした。

　──私は知ってるのね。父さんが死んで、母さんがまだどこかにいるんだって、そう思える記憶があるはずなんだわ……

「トリシア様が、貴方をビーハイブに置いていかれたのは理由があったのでしょうし、記憶に関しても同じことでしょう。トリシア様も、そしてその血を引く貴方も、奴らの手に落ちることは許されないと、いつもおっしゃっていました」

「母さんはなんの力を持ってたっていうの……それに奴らって誰だれのこと？」

「トリシア様がお持ちだったのは、死者との交感能力です。そうした能力を狙う者たちは、いろいろと呼び名もあるようですが、そのひとつが〈大暗室〉と名乗る一派です。トリシア様は彼等をこの屋敷に近づけてはいけないと口にしておられました」

〈大暗室〉。今朝も新聞で目にしたばかりの不ふ吉きつな名前。

　彼等は死者の魂たましいを縛しばるらしい。その手法や目的については憶おく測そくや噂うわさも多いが、力を持つ母を狙ったということは、組織の一員にするためだろうか……

　アンセルはさらに硬かたい声こわ音ねで告げる。

「いまはまだ、トリシア様が残していかれた封印でこの屋や敷しきは守られています。ですがこのままではいずれ、屋敷は内側からバランスを崩くずし守りを失います。ミリセント様は当主として受け継がれた力を示し、この屋敷を継けい承しようされる必要があるのです」

「受け継がれた力なんて、そんなこと言われても……」

　言いかけてミリセントは、ふと言葉を切った。

　幽ゆう霊れいに関かかわった覚えはないが、触ふれることで美術品の過去が視みえる力。もしかすると、あれもファネル家に由来するものなのだろうか。

「このローズグレイブホールに戻もどられたからには、いずれおわかりになるでしょう。能力の使い方は人によっても違ちがうそうです。ミリセント様が継承権を得られる十六歳を迎えるまで、その力もトリシア様によって隠かくされていたはずですから」

　だがミリセントの頭は、聞きたいのに怖こわくてしかたのない疑問でいっぱいだった。

「ねぇ、ひょっとして……母さんは殺されたの？　だから遺ゆい言ごんが私のところへ？」

　封印を施してまで守ろうとしたこの屋敷を継承しろというのだ。母になにかあったのだとしか思えない。

　ビーハイブで暮らす日々のなかでは、いつか母親を捜さがし出せば自分のなくした記憶も戻るのではないか、そう、漠ばく然ぜんと思っていたこともあった。

　たとえ母親が自分を街に捨てていったのだとしても、人買いに売らなかったのはろくでもない人間ではなかったからだ。ずっと、自分にそう言い聞かせてきた。

　だからこそ、養女の話も受け入れられず、母の面おも影かげを追い求めてしまったのかもしれない。

　しかし、アンセルの言葉は、ミリセントの疑問に答えをくれるものではなかった。

「じつはまだ、トリシア様の無事は確かめられておりません。ただ貴方が十六歳を迎むかえられ、現在屋敷の当主が不在だという理由から、ミリセント様のもとへ使いが向かった可能性もございます。いまだにトリシア様の手がかりも得られず……申しわけございません」

　痛ましいほど哀かなしげな横顔に、ミリセントは胸が痛んだ。

　──そうよね、この人も母さんのことを知ってるなら、きっと心配よね。

　アンセルは表情を曇くもらせると、つらそうに眉をひそめた。

「ほんとうに、私がこんなにふがいない身でなければ、ミリセント様のこともすぐにお捜しできましたものを……おひとりで、さぞご苦労なさったことでしょう」

　まるで幼い子供を慰なぐさめるような声に、これまでの日々が思い出される。

　それでも、自分はもう小さな子供ではない。まるで、この事態が自分の責任だとでも言いたげなアンセルに、ミリセントは首を横にふった。

「そうでもないわ。ビーハイブにいる親のいない子供って、もっと大変だもの」

　ビーハイブは決して孤こ児じにとって生きやすい場所ではない。

　あらゆるものを煮にこんだ鍋なべのような街で、まだ十二歳にしかならない自分が食事にありつき、屋根の下で眠ねむり、欲や暴力の犠ぎ牲せいにならなかったのは侯こう爵しやくのおかげにほかならない。

　誰もが豊かさに貪どん欲よくな街で、身よりもない少女がどんな末路をたどるかはわかっている。

「私は教会に保護されて、侯爵様のお屋敷で仕事をもらえたから屋根の下で眠れてた。馬車が迎えに来てくれた店では、鑑かん定ていの仕事をしてたの。それなりに仕事も増えてきて順調なのよ。でも、それはこのペンダントのおかげもあるんだけど……」

　やはりこの屋敷に関係するものなのかと、ミリセントはペンダントをつまんで見せた。

　アンセルがようやく哀しげな表情をやわらげる。

「よかった。アスワドもそれなりに貴方をお守りできたようですね。それに少なくともペンダントのおかげで、使者も迷わずミリセント様を見つけだせたようです」

　アンセルの言葉に、ミリセントは首をかしげた。

「ペンダントに名前があるの？　アスワド？」

　アンセルにペンダントを見せるよう手を差さし伸のべられ、ミリセントは細密画ミニアチユールの薔ば薇らが描えがかれたそれを手のひらに載のせる。

　アンセルは指先でペンダントをつつくと、やさしげなのに氷ひよう塊かいの冷ややかさのある声でささやいた。

「アスワド、なにを寝ねとぼけてるんです。本来なら、ミリセント様をここへお招きする前に、あなたからきちんと説明をしていただくはずだったでしょう？　職務怠たい慢まんを起こすなら、こちらにも考えがありますよ」

　すると、ペンダントに描かれていた薔薇の細密画が突とつ然ぜんぐにゃりと渦うずを巻いて散っていく。

　ミリセントはてっきり、以前にも見た貴婦人の絵が出てくるのだろうとペンダントを見つめた。

　散って溶とけあった薔薇の花びらは金色に変じたかと思うと、そこには渦巻くようなゴールデンブロンドの髪かみと褐かつ色しよくの肌はだをした少年があらわれた。

「えっ……あの、これって……誰？　困るわ、このペンダント……大事なものなのに」

　屋敷での不可思議つづきのせいで、とうとうペンダントにまで異変が及およんだのかとミリセントは不安になる。ペンダントをつまんで傾かたむけてもみたが、困こん惑わくするミリセントの唇くちびるは、まったく予期せぬ言葉を発した。

「うるっせぇな。ミリーは俺に世話になってるはずだぜ？　さんざんキスまでしといて、そりゃねぇだろ…………な、ななななにいまのっ！　私じゃない、私なんにもいってないわよ。それにキスって、なんのこと!?」

　悲鳴をあげたミリセントが違い和わ感に口を押さえると、アンセルが眉み間けんをもむように告げた。

「アスワド、ミリセント様に失礼です。話すときは自分の声を使いなさい」

　すると、ミリセントの耳もとにどこか生意気そうな少年の声が聞こえた。

「ったく、口うるさいのは相変わらずだなー。悪かったよ、お前のことはよく知ってる。ずっと一いつ緒しよにいたもんな、ミリー」

　声に驚おどろいたミリセントは、思わずペンダントを放ほうり出しそうになったが、思いとどまって目の前にかざす。

　すると、これまで絵だと思っていた少年の口が動いているのに気づいて唖あ然ぜんとした。
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「この絵……動いてる。あ、ひょっとして、これまで鑑定のときに色々教えてくれてたのってあなたなの？」

「そうそう、ご明察～！　まだ十三かそこらのお前に、絵の材質や歴史まではわからねぇからな。俺の類たぐい稀まれなる知性で助けてやったってわけだ。おおいに感謝してくれていいぞ」

　恩着せがましいその口調で『鑑定』と『キス』が繋つながってミリセントは「あぁ！」と叫さけんだ。鑑定のお礼や感謝のつもりで、ペンダントにキスしたことが確かにある。

「さぁ、遠えん慮りよなく俺を褒ほめ称たたえろ。この輝かがやかしい知性のおかげで、お前は路頭に迷わなかった。それにミリーは、鑑定のとき目をつぶっちまうから、俺を見てないんだ。外に繋がるたんびにそれじゃ、あんまり報むくわれなくねぇ？　だいたい、トリシアが薔薇と自分と俺と三層がさねにするから、鑑定のときぐらいしか表に出られないって不便すぎるだろ……」

　ぶつぶつと文句を垂れる少年は、つんと唇をとがらせ拗すねてもいるらしい。

「そっかー、なるほど」

　ミリセントは半ば感心しつつも、賞賛を受けるべく顎あごをそらすアスワドをじっくり眺ながめた。

　言葉や態度は悪いが、炎ほのおのような色の瞳ひとみや、猫ねこに似た鋭するどいまなじりと褐色の肌は、異国の雰ふん囲い気きを感じさせる。彼の言葉が事実なら、これまでの鑑定結果にも納なつ得とくができた。

「じゃあ、絵に触さわると視みえてくる映像もあなたのおかげ？」

「いや、あれはお前の力だ。俺はミリーの感覚を通して判断してるだけだからな」

　どうやらすべてが彼の力というわけでもないらしい。それでも、過去が視えるだけでは、鑑定の仕事は成立しなかっただろう。ミリセントは改めてペンダントを見つめた。

「ありがとう。あなたが助けてくれてたのね」

　素す直なおに礼を告げられて意外だったのか、アスワドは少し照れたように答える。

「べつに、トリシアの命令だったからな。それにこいつにも、なにされるかわかったもんじゃないし……」

　こいつ呼ばわりされたアンセルは、それでもミリセントが感謝の気持ちを示したことで、多少態度をやわらげた。

「わかりました。あなたがごくわずかにでもミリセント様をお助けできたというのなら、認めましょう。とにかく、無事お屋や敷しきに迎むかえられたのがなによりです」

「まって、じゃあこのアスワドって子も……」

　幽ゆう霊れいなの？　と聞きかけて、先ほどアンセルがこの屋敷に生きている人間はミリセントしかいないと答えたことを思い出す。

「アスワドって、見た目どおりの年じゃないってこと？　あ、それに……いままでずっと一緒ってことは……」

　部屋で過ごしたり着き替がえたりするようすも逐ちく一いち見られていたのかと思い、ミリセントもさすがに顔色を変えたが、察したアンセルが大だい丈じよう夫ぶですよと教えてくれた。

「鑑かん定ていのときに力ちから添ぞえするのがやっとのようですし、アスワドはほとんど外界には触ふれられていません。たぶん、ミリセント様が鑑定をなさるときにだけ表層に出られたのでしょう」

「ふー、ったく。小こ娘むすめの着替えのぞいたりする趣しゆ味みはねぇったら。いいか、もう俺は寝ねるからな、しばらくほっといてくれ。ほんとトリシアを見つけたら、匙さじ加減を考えろっていっとけよ。思ったよりこの中って消しよう耗もうするからな。俺が出れば、それだけミリーも疲つかれさせることになる」

　それだけ言い置くと、一方的に声は途と絶だえてしまった。

「なるほど、アスワドが力を使えば、それだけミリセント様にも影えい響きようがあると。基本的に、鑑定のときにだけあらわれると思っておけばよろしいようですね」

　ペンダントの思ってもみなかった正体に、ミリセントは妙みように納得していた。

　これまでも、鑑定の仕事が立てこむと夜は気絶するように眠ねむってしまったが、単に仕事で疲れているのだとばかり思っていた。寝るといっていたアスワドを気づかって、ミリセントはペンダントをそっと手のひらに載のせる。

「なにか、気をつけたほうがいいことってある？」

「あぁ、これまでと同じようで大丈夫ですよ。ペンダントがアスワドそのものではありませんから。この屋敷へいらしたからには、ミリセント様もゆっくりなさってください」

　驚き疲れたミリセントが紅茶のカップに触れると、すっかり冷め切っていた。

　不可思議なことばかりを説明された気もするが、これまでの日々を思い返せば冗じよう談だんだと笑い飛ばせもしない。

　ふいに大きなあくびがこみあげて、ミリセントは口を押さえた。

　拉ら致ちされるように馬車で連れてこられ、怯おびえて屋敷中を走りまわったあと、思わぬ自分の出自を聞かされてさすがに疲れていたらしい。

　目じりを濡ぬらしたミリセントに、アンセルがやんわりと告げる。

「申しわけございません、一度にお話ししすぎましたね。今日はもうお疲れでしょう」

「でも、まだ聞きたいことがたくさんあるし……」

　そう言いかけて、もうひとつあくびをかみ殺し苦く笑しようする。

「そうね、少し休んだほうがいいみたい。……それで、ほんとに私はここにいていいの？」

　申し出てみると、アンセルははにかむように笑えみを浮うかべた。

「もちろんです、今日からここがミリセント様の家になるんですから。どうぞお部屋の用意もしてございます、ゆっくりお休みください。もちろん、ご要望があればなんなりとお申しつけくださいませ」

　夕ゆう闇やみに咲さく花のような青年が、一転して張り切りだすのにどこかくすぐったくなる。

　自分がここにいることを、こんなに歓かん迎げいされるとは思わなかった。

「あ……でももう、さっきみたいな騒さわぎはないわよね？」

　部屋にある置物にでも襲しゆう撃げきされてはかなわないと、冗談で口にしたミリセントは、実際笑える状じよう況きようでもないと気づく。

「こちらをお渡わたしいたします。トリシア様からお預かりしております飾り鎖シヤトレーヌです。これは『薔ば薇ら封ふうじ』という名で、屋敷の主あるじの証あかしです。飾り鎖を持つ者は、屋敷のすべてを司つかさどることになります。詳くわしいことはまた後ほどご説明いたしますが、本来ならば薔薇封じの継けい承しよう者に、屋敷の住人は逆らえません」

　薔薇の飾り留めがついた鎖を受け取ったミリセントは、屋敷の名前にも不ふ穏おんな響ひびきがあることに気づいた。

　──このローズグレイブホールって、『薔薇の墓標』って意味よね？　この飾り鎖も『薔薇封じ』なんて呼ばれてるけど……

　薔薇はリュイシャムの国花でもある。どこか不ふ吉きつな符ふ合ごうだと感じたが、アンセルが念を押すように説明をしてくれた。

「ですが、いまはお気をつけください。この薔薇封じは貴方のものですが、その力が認められるまでは、正式な主とみなされません」

「でも、もともと人ひと違ちがいかもしれないわよ？　このペンダントだって、私が覚えてないだけで誰だれかからもらったのかもしれないじゃない」

　人違いだったら街へ帰してもらえるだろうか……そんなことを考えながらも、やはりこの屋敷には自分に関するなにかがあるはずだという気持ちもあった。

　半信半疑のまま飾り鎖を受け取ったミリセントに、アンセルはなんの不安もないように笑いかける。

「ミリセント様が、薔薇の主であることは間ま違ちがいございません。いずれ、おわかりになることです。では、お部屋にご案内いたしましょう」

　アンセルにうながされ、ミリセントは部屋を出ると、玄関ホールを通り二階へあがる階段へと向かった。

　ここへついたばかりのときは気づかなかったが、二階の踊おどり場の壁へき面めんに、見覚えのある貴婦人の肖しよう像ぞう画ががある。ミリセントは思わず足を止めた。

「これ……」

　艶つややかな黒くろ髪かみを結ゆいあげてほほ笑んでいる人物。

　それは、ミリセントのペンダントにときおりあらわれる貴婦人と、同じ笑みを浮かべていた。

「貴方のお母様。トリシア・ファネル様です」

「この人が、母さんだったのね」

　ミリセントは胸むなもとのペンダントに触ふれた。

　そこに浮かびあがる、謎なぞめいた女性について考えたことはあった。

　身寄りのない自分が唯ゆい一いつ身につけていた品だ。家族に関かかわるものなら、描えがかれているのは母親なのかもしれないと何度も想像した。

　だが、自身の肖しよう像ぞうを細密画ミニアチユールのペンダントに仕立てられるとなれば、ずいぶん裕ゆう福ふくな身の上だ。

　そんな想像は、日々の生活に追われてきたミリセントにとって、都合のいい願望だとしか思えなかった。

　──孤こ児じだと思っていたら、じつはすごい大だい富ふ豪ごうの令れい嬢じようでした。なんて、都合のいい話はないって思ったけど、まさか幽ゆう霊れい屋や敷しきが自分の家だなんて思わないわよね……

　母親が飾り鎖を身につけ、幽霊たちとここで暮らしていたというのなら、ずいぶん変わった人なのかもしれない。

　改めて見上げるその女性は、意志の強そうなはっきりとした眉まゆの下、りんと輝かがやく瞳ひとみをしている。自分にも似たところがあるだろうかと考えると、鏡をのぞいてみたくなった。

　そして二階の廊ろう下かを歩いてすぐの一室に、ミリセントの部屋は用意されていた。

　明るいクリーム地に蔦つた草模様の壁かべ紙がみと、胡桃くるみ材の揃そろいの家具は、椅子いすや机から寝しん台だいまで、すべてが優ゆう雅がな曲線の細工で統一されている。

　鏡台には花が飾られ、壁にかけられた絵は植物や動物のモチーフが多い。

　これまで見た屋敷のほかの場所と比べて、この部屋はどこか可愛かわいらしい雰ふん囲い気きがあった。

　背の高い衣装箪だん笥すについた貝かい殻がらのような取っ手も、あまさず磨みがき上げられている。

　いったいどんな使用人がこの屋敷を手入れしているのだろうと、ミリセントは妙みようなところに感心した。

「ミリセント様、なにかご入り用のものはございますか？」

　アンセルにたずねられて、ミリセントは恐おそる恐るたずねた。

「あの……ほんとにこんなお部屋に泊とめてもらっていいの？」

「泊まるのではございませんよ。今日からは、ここでお暮らしになるのですから」

　アンセルは得意げに部屋の説明をしつつも、侍じ女じよの姿がないことを詫わびた。

「ご婦人はいろいろと仕度もございますのに、至りませんで申し訳ございません。手がまったくないというわけではないのですが、なにぶん不足もあれこれございまして……侍女につきましては、早めに手配させていただきます」

　アンセルは言葉を濁にごしたが、屋敷の主が長年いなかったという状じよう況きように、それも当然だろうとミリセントは想像できた。

「あの……侍女とか必要ないわ。身の回りのことは自分で全部できるから」

　これまでの生活を思っても、侍女がいる生活のほうがかえってうろたえてしまいそうだ。

　ミリセントが慌あわてて辞退すると、アンセルはすまなそうな表情のまま、机に置かれた金色のベルを示した。

「水の追加やご用があるときは、いつでもこのベルを鳴らしてください。生活が変わられて慣れないかもしれませんが、本当に遠えん慮りよは必要ございませんので」

　そう念を押すように告げると、部屋から出て行った。

　しかしいくら言われようと、人に仕つかえたことはあっても自分が使う側に立ったことのないミリセントには、屋敷での生活はとうぶん戸と惑まどいそうだ。

「うわー。ベッドに天てん蓋がいがついてる……服は箪笥にあるっていってたけど……」

　そっと扉とびらを開けてみると、色とりどりの外出着にシルクで仕立てられた部屋着までが吊つるされていた。上部に設けられた棚たなには、帽ぼう子しがいくつか並べられている。

「これ……一着仕立てるのにいくらかかってるの。う、この外がい套とう一枚で私一年暮らせるかも……ショールも、こんな凝こった仕立て物なら八十ペイルはするわよ」

　磨かれた靴くつが何足も置かれているのに気づいて、ミリセントは一つを選んで足を入れてみた。

　しっくりと革かわが馴な染じむ感かん触しよくに、今度はそろりと足を抜ぬく。

「どうやって、サイズがわかったんだろ？」

　なにもかもが魔ま法ほうのようで納なつ得とくがいかないが、この屋敷にきてからのことを思えばそれぐらいで驚おどろいていられない。

　──ペンダントにアスワドがいたっていうのなら、どこかで連れん絡らくを取ってたのかもしれない。でも、母さんのことはまだわからないことばっかりだわ……それにここでも〈大暗室〉の名前を聞くなんて。

　体も頭も疲つかれているはずなのに、疑問が渦うず巻まくばかりでちっとも眠ねむれそうにない。

　たくさんのことがわかったというのに、聞かされた事実はどこか現実味がなかった。

　自分はここで生まれたといわれても、いま生きている人は誰もいないのだ。

　飾り鎖をテーブルに置いたミリセントは、ソファにもたれかかると天てん井じようを見上げた。

　どこを目にしても、これまでいた使用人部屋とは比べ物にならない広さと豪ごう華かさに圧あつ倒とうされる。

　ミリセントはふぅとため息をつくと、ペンダントに向かって声をかけてみた。

「ねぇ、アスワド……さん？　あなたも母さんのこと知ってるんでしょう？」

　するとひどく疲れて不ふ機き嫌げんそうな声が耳もとに返される。

「アスワドでいい。これからも鑑かん定ていをつづけるつもりなら、俺に無む駄だに喋しやべらせるな。肝かん心じんなときに起きられねぇぞ」

「ご、ごめんなさい」

　ミリセントは慌てて口を閉とざした。

　──鑑定。そうよね、ここにきたことを侯こう爵しやく様にも連絡しなくちゃ。それに、店にきてたお客さん、マクミラン様はどうしたんだろう……？

　この屋敷へきてから驚くことばかりだったが、朝日の下で見た彼の印象的な双そう眸ぼうはまだ脳のう裏りに焼きついている。

　それに、彼が持ちこむはずだった依い頼らい品がなんだったのかも気がかりだ。

「そういえば、ちょっとおかしかったなぁ」

　グレン本人に会う前は、伯はく爵しやく家の次男であり鑑定の腕うでもすごいと聞いていただけに、期待と緊きん張ちようがあった。

　だが実際に本人に会ってみると、聞いていたとおりの印象が半分。あとの半分は、失礼だったり気安かったり、かと思えばミリセントのことを疑うようなカンの鋭するどさを見せたりして意外だった。

　なにより侯爵に対しての態度を見ると、わりとムキになる性た質ちらしい。

　──まぁ、腹の立つこともいってたけど、侯爵様が変わった方なのも本当だものね。単に正直な人なのかも？　それに彼の噂うわさのアレも本当なのかしら……贋がん作さくが許せなくて、依頼品の壺つぼや石板をぶち割ったって。

　不正を許せないのか気が短いのか、それにしても依頼品を壊こわしてしまう鑑定士というのも聞いたことがない。いかに贋物とはいえ、事実であればかなり問題になるはずだ。

　そんな彼にもう一度会いたいような、会えば言い合いになるようなそんな予感があった。

　それでも、彼のことや鑑定のことを考えている間は、いつもの自分を思い出せるようで少しだけほっとする。

　やはり疲れていたのだろう。つらつらとそのことを思い返していたミリセントは、いつの間にか眠りこんでいたらしく、意識を取り戻もどしたときには窓の外がもう暗かった。




　小さく扉が叩たたかれた気配で、目を覚ましたのだと気づく。

　ミリセントが返事をすると、湯気のたつスープやクッキーを載のせた盆ぼんを手にアンセルが入ってきた。

「失礼いたします、今夜のお食事についてなのですが……」

　気づかうような声に、ミリセントは慌てて乱れた髪かみを撫なでつけた。

「ごめんなさい、でもおなかは空いてないみたい。なんだか考えることがいっぱいで……」

　ソファに座っているのに体が重い。アンセルがテーブルにスープやパン、クッキーが載せられた皿を置いてくれた。

「では、今晩はこちらをつまんで、お休みください」

　そう言われてクッキーを眺ながめたミリセントは、はっと思い出し慌あわてて皿から離はなれる。

「どうされました？」

「あ、あの……このクッキーは普ふ通つうに食べて大だい丈じよう夫ぶなの？　これ、この人ひと形がたのジンジャークッキー、さっき厨ちゆう房ぼうで喋ってたんだけど──」

　自分で口にしても寝ねぼけているのかと思うような話だ。だが、いまさらこの屋や敷しきでなにを聞かされても驚く気がしない。

「あぁ、ティーハニーのことですね。彼女はまだ少々難しい時期でして……見かけられてもつまんだり齧かじったりなさいませんよう。もちろん、これは食べていただけるただのクッキーです」

「そ……そう。幽ゆう霊れいって必ず人間の形をしてるわけじゃないのね。じゃあ、ありがたくいただきます」

　そのまま部屋を出て行こうとするアンセルの背を見て、ミリセントは急に心細くなった。

　気づけば身を乗り出して、アンセルの上着の裾すそをつかんでいた。

「ねぇ、さっきの話。肖しよう像ぞう画がもだけど、私本当にここの子なの？　屋敷のことも考えてみたんだけど、なにも思い出せないの……」

　これまで、まともに寝る所がなかった夜でもここまで不安になったことなどない。

「それに母さんも追われたまま、いまだに見つかってないんでしょう？　それってなにかあったってことよね？」

　すっと目の前でアンセルがかがんだかと思うと、伸のばされた指がミリセントの前まえ髪がみをわけるように動いた。

　白い指がやさしく額に触ふれ、安心させるように声がつづく。

「いまは、トリシア様の無事を願いましょう。ご安心ください、ミリセント様は幼い頃ころこのお屋敷にいらっしゃいました。私に、この温かい体をくださったのは貴方あなたなのですよ……いずれ思い出せます。なにも心配はいりません」

「私が？　アルに？」

「小さい貴方は、いつも私のあとをついてまわって、楽しいことをたくさん教えてくださいました。思い出せないなら、ひとつひとつお話しします。ですから今日はお休みください」

　暖だん炉ろの明かりを受けたアンセルの瞳ひとみは、深い紅茶の輝かがやきを帯びて見える。

「ねえ、本当にアルは……その、死んでるの？　この屋敷に幽霊がたくさんいるのはわかったけど、あなたが幽霊だっていわれても、なんか信じられない。昔、私がここにいたっていってたけど、そのときには……もう？」

　彼の素す性じようはわからないが、どこかしっとりしたたたずまいと気品のある空気は、そばにいるだけで心が落ちつく。初対面とは思えないどこかなつかしい空気に、自分は確かにこの青年を知っていたのだと信じられる気がした。

「ミリセント様と出会ったときには、私はもう死んでいました」

　返された答えに、自分は不安そうな顔になったのだろう。

　アンセルは困ったように首を傾かたむけると、なにか思いついたようにうなずいた。
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「そうですね。では、少しだけ失礼いたします」

　伸ばされた温かな右手が、そっと髪に触れたかと思うと、そのまま胸に抱だき寄せられる。

　ぎゅっと頭を胸に押しつけられると、体のぬくみが衣服を通しても伝わった。

　突とつ然ぜんのことにミリセントは驚おどろいたが、アンセルの声が体越ごしに響ひびく。

「どうです、なにも聞こえないでしょう？」

　そういって黙だまりこむと、本当になんの音も聞こえなくなる。

　ミリセントがいくら耳を澄すましてみても、あるはずの音はしなかった。

　──本当に、鼓こ動どうがない。でも……

　身を寄せた体は温かく、腕うでの力は現実のものとしか思えない。アンセルの顔を見あげたミリセントは、間近にその瞳に見つめられ慌てて体を離した。

「ほんとに、しっかり死んでるみたい……って、変ないい方よね。ごめんなさい」

　照れくさいのと落らく胆たんが入り混じったミリセントの言葉に、少しだけからかう口調でアンセルは言い残していった。

「夜半にお腹なかが空きましたら、いつでも部屋のベルをどうぞ」と。
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　翌朝、なかなか明るくならない部屋でミリセントは寝ね過すごしかけた。

　それというのも、寝しん台だいがあまりに立派な天てん蓋がいで覆おおわれているせいだと気づく。

　寝台から足を下ろすと、やわらかな素材の室内履ばきがおかれていた。

　鏡台に近づくと、洗面台の水差しは満たされ、盥たらいや顔拭ふきまでが用意されている。履いていた靴くつもきれいに泥どろが払はらわれ磨みがかれてあった。

　思い返せば、昨夜も寝る前には盥にぬるい湯が張ってあり、寝台の側そばに着き替がえが用意されていたのだ。

「まるでご令れい嬢じようね……あれ、でもそうなるんだっけ？　なんか慣れないなぁ」

　これまで自分が働いてきた場所でも、こうした仕事を任されたこともなければ、まさか仕つかえられるほうになるとは思いもしなかった。

「でもこれ、誰だれが用意してくれてるの？」

　なによりの違い和わ感はそこだった。いかに人がいた形けい跡せきがあれど、まったく姿が見えないというのは気にかかる。

　まさかアンセルが夜中に部屋に忍しのび込んで？　それも考えたが、彼ならば事前に断りをいれていそうなものだ。

「きっとあれね！　幽ゆう霊れいメイドとか、幽霊侍じ女じよとか幽霊子こ守もりかもしれない──って、ほんとに幽霊しか可能性がないのね……」

　自分の不毛な想像にミリセントは打ちひしがれた。

　それこそ幽霊だというのなら、昨日廊ろう下かで騒さわぎを起こした彼らのほうが目に見えるだけすっきりするというものだ。

　ミリセントはぶつぶついいながらも、手早く顔を洗い、着替えはじめた。

　用意されたコルセットは、自分ひとりでは着けるのが難しいものだったが、苦戦しているとぐいっと後ろに腰こしがひっぱられ、呼吸が苦しくなる。

　誰かが、紐ひもを締しめるのを手伝ってくれているのだとはわかる。しかしありがたく思う反面、後ろをふり返れないまま、ミリセントは礼を言った。

「だ、誰かわからないけど……後ろの人どうもありがとう。うー、しっかし、調子狂くるうわ。これじゃほんと、ただのひとり言が激しい人になっちゃう」

　すでにこの屋や敷しきの異常さに慣れつつある己おのれにも驚くが、思えば昔から環かん境きようの変化に順応が早かったことを思い出す。

　──まぁ、ここが家だっていうなら、慣れちゃったほうがいいわよね。




　階下におりていくと、待ち構えていたかのようにアンセルが迎むかえてくれた。

「おはようございます、ミリセント様」

　そのまま食堂に案内されると、朝食にしてはずいぶんしっかりとした席が調ととのえられていた。

　かつて働いていたディンセル侯こう爵しやく家を彷ほう彿ふつとさせる光景だ。

　磨きあげられた長ちよう卓たくには銀の燭しよく台だいがおかれ、細工の美しいグラスやまばゆい銀器が並んでいた。

　ずいぶん豪ごう勢せいな席に、分不相応な気がしてミリセントの緊きん張ちようが増してきた頃ころ、給きゆう仕じ用のワゴンを押してきたアンセルが得意げに告げた。

「昨夜ゆうべは結局召めし上がらなかったでしょう。今朝は料理長が特別に腕をふるいました」

　──特別な料理長は、やっぱりお亡なくなりだけど野菜を切ったり、パンを焼いたりするのかしら……

　無人の厨ちゆう房ぼうを思い出し、ミリセントはついそんなことを考える。

　だが、器うつわの蓋おおいがあけられると、すぐに不安も吹ふき飛んだ。

　目の前に並べられる料理は、たまらない香かおりでミリセントの意識をさらう。

　野菜の浮うかぶ金色のスープは、牛骨からとったコクのあるもので、おかわりしてしまうほど美味おいしかった。温かい豚ぶた肉にくと豆のプディングは、のせられたベーコンの塩味が豆の風味を引きたてていくらでも入りそうだ。

　あぶられたパンはさくりと香こうばしく、ジャムやバターも贅ぜい沢たくに用意されている。

　赤いソースのかかった鶏とり肉にくが運ばれてくると、もはやこれは朝食というより晩ばん餐さんではないかと思うほどの量になった。

　しばし食事をつづけるも、次から次へと運ばれてくる料理に、ミリセントはアンセルの顔を見た。

「あの、とても美味しいんだけど、さすがにもうこれ以上入らないわ」

　残すのは忍びないと恨うらめしげに見上げると、「かしこまりました」とアンセルはほほ笑えみ、すぐに食器をさげてくれた。

「それと、ちょっと気になってるんだけど。昨夜ゆうべ、侍じ女じよはいないっていってたでしょう？　でも、誰かがいろいろ手伝ってくれてるみたいで……お礼をいいたいんだけど……」

　姿も見えないし──その言葉を吞み込んだミリセントにアンセルが苦く笑しようした。

「申しわけございません。全部お話ししたほうがよかったようですね。正確には、侍女はいないわけではないのです。ですが、彼女もそろそろこの屋敷を出て行く時期でして」

「それと姿が見えないのって関係があるの？」

「この屋敷で一度姿を与あたえられた魂たましいは、想おもいを昇しよう華かしていくと再び形が薄うすれていくようです。それは彼女にとっては良いことなのですが、ミリセント様には余計な気づかいをさせてしまいましたね」

「つまり、思い残しがなくなると園そのへ向かうって感じなのね」

　──そういうふうに暮らしてるなら、恨みつらみがある幽ゆう霊れいばっかりいるってことじゃないのかも。

　幽霊屋敷らしい決まりや現象が、恐おそろしいものばかりでないことにミリセントは少しだけほっとした。

「それでは、食後のお茶をご用意させていただきます」

　そう告げてアンセルが食堂を下がろうとしたとき、玄げん関かんに通じる呼び鈴りんが鳴った。

　すると誰も触ふれていないはずの食堂の扉とびらが開き、昨日も見た白いひらひらした物体があらわれる。

　布が揺ゆれるたび、きゃらころとなめらかな鈴すずの音が聞こえ、アンセルが耳を寄せた。

　玄関ホールへ視線を向けたところを見ると、どうやら表に来客があったらしい。

「誰かお客様？　それにその白いのっていったい……ここって物が動いてるのに、なんだか正体がはっきりしないものばっかりだもの」

　もはや表の来客より、屋敷のなかのほうが気にかかってならない。

　ミリセントがぶつくさもらしていると、アンセルは玄関へと足早に出て行った。

　やがて外で低く言い合うような声が聞こえたかと思うと、これまで見たこともないような不ふ機き嫌げんな表情でアンセルが戻もどってくる。

「お約束もいただかず、このように乱暴な訪問は許しがたいのですが、客人だとおっしゃるので、お取り次ぎいたします。グレン・マクミラン様が昨日のお話のつづきと、ディンセル侯爵様より預かりものがあると仰おおせなのですが」

「グレン……マクミラン」

　思わぬ人物の来訪に、ミリセントは思わず椅子いすから立ち上がった。

　彼のことや依い頼らいについては、昨夜も気にかかっていたところだ。

　どうしてこの場所を知ったのかはわからないが、そうまでして訪ねてくるということは、やはり特別な依頼なのだろう。

「わかったわ。お会いします」




　応接室へと通されたグレンは、どこか気難しげな顔をしていた。

　それでもミリセントが部屋に入ると、立ち上がって礼を取る。

　思えば店で会った時には、グレンにとって自分はたんなる小間使いにしかすぎなかったのだ。急に屋や敷しきの主あるじだと聞かされて彼も困こん惑わくしているだろうが、ミリセント本人も自分の立場に実感がない。

　──いいわ、鑑かん定ていを依頼しにきたお客様なんだもの。侯爵様が話を通したってことは、よほど大事な用件のはずよ。

　衣装を整え女主人として扱あつかわれるミリセントに、やはりグレンも戸と惑まどっているのだろう。

　軽く会え釈しやくしたものの、違い和わ感を覚えたのか、眉み間けんにシワを寄せると乱雑に髪かみをかきあげた。

　すると瞳ひとみの色があらわになって、侯爵の店で出会った朝を思い出す。

「朝からすまない。侯爵にたぶんここだろうと場所を聞いてきた。昨日店で相談するはずだった話を、どうしても聞いてもらいたいんだ。それに……侯爵から君の荷物を運ぶようにもいいつかった」

　どうやら、体ていよく使い走りにされてしまったらしい。

　グレンが通されたあとも、御ぎよ者しやらしき男がつぎつぎと鞄かばんや大きな包みを抱かかえて運んでくる。アンセルもそれを手伝っていたが、そのなかに自分の絵の道具があるのを見て、ミリセントはほっとした。

「あの、荷物をありがとうございました。絵の道具まで運んでくださって感謝します」

　頭を下げたミリセントは、絵筆の入った箱や、丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされたカンヴァスに触れて思わず笑みがこぼれる。

「君は、絵を描かくのか？」

　少し意外そうに言われて、ミリセントはスケッチブックを取りだすと開いて見せた。

「えぇ、趣しゆ味みで少しだけ。これは下絵なんですけど……」

「鼻が長い生き物だな……象か？」

「違ちがいますよ、これは首が長い竜りゆうです」

「こっちは……なんだ？　怪あやしげな儀ぎ式しきのようだが」

「…………ビーハイブの大祭パレードです。どの家も硝子ガラス細工を飾かざりつけるでしょう？　街中キラキラして、星が降りたみたいになるじゃない」

　どこまでもかみ合わない会話に、ミリセントは黙だまってスケッチブックを閉じる。

　少し下がった位置で眺ながめていたアンセルだけが、穏おだやかな声で讃たたえてくれた。

「大変、独創的かつ斬ざん新しんなタッチです。自由な筆づかいや抽ちゆう象しようがミリセント様の持ち味なんでしょうね」

「そうか？　北方民族の呪のろい絵の一種かなにかかと……生いけ贄にえの祭さい壇だんとかそういう……」

　声をひそめつつ漏もらしたグレンに、ミリセントはむっと眉まゆ根ねを寄せる。

「どう見たらそうなるのよ！」

「どうって……そもそもこの絵の上下はどっちなんだ」

「い、いったわね！」

　思わず言葉が荒あれて、ミリセントは「あ、」と慌あわてて口をふさぐ。

「お客様に、失礼を申し上げました」

　だが、グレンはじっとミリセントを見つめると、たいしたことじゃないと手をあげてみせる。

「まぁ、君はこの屋敷の主らしいし、そうかしこまることはない。これから仕事の話をするといっても、お互たがい楽にやればいい。俺も、そうさせてもらう」

　思えばディンセル侯こう爵しやくの店でも、勢いとはいえグレンに対してずいぶん率そつ直ちよくな口をきいてしまっている。グレンも自分に淑しゆく女じよとしての作法を求めることは諦あきらめたのだろう。

　相手がそうした態度に出てくれたことで、ミリセントも少し気が軽くなった。

「ありがたく、そうさせてもらうわ」

　なにせこれまで『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』でも、店を案内する範はん囲いでしか客人とは接していない。

　依頼者と直接話をするとなれば、礼れい儀ぎ作法もぼろがでるのは目に見えていた。

　──ふぅん。家いえ柄がらのわりに気さくなところもあるのね。でもさっきのはあんまりだわ。私だって画家じゃないけど。この絵がそんなふうに見えるなんて……ちょっと気の毒。

　彼には美術商としての鑑定眼はあるのかもしれないが、芸術を理解できはしないのだ。

「天は二物を与あたえずっていうものね」

「人間、なにかのとりえはあるはずだ」

　それぞれにつぶやくと、ミリセントとグレンは心の通わぬ笑みを交かわし合う。

「なんだか、おふたりとも楽しそうですね。お話が長くなるようですので、すぐに仕し度たくいたします」

　そのやりとりがどう映ったのか、アンセルは少しだけうらやましそうに言い残すと、お茶の仕度を調ととのえに部屋を出て行った。




　やがて温かな湯気を立てる茶器が並べられたテーブルで、ふたりは改めて向き合った。

　こうして目の前にグレンがいることが、ミリセントにはどこか不思議だ。

　──昨日も気になってたけど、本当に相談にあらわれるなんて。やっぱりこの依い頼らいは縁えんがあるものなのかも……でも、どうして侯爵様がここを知ってたんだろう？

　店に突とつ然ぜん使者があらわれたときは、勢いのまま馬車に乗せられてしまった。

　思い返せば、遺ゆい言ごん書を見てああも簡単に自分を送り出したのは、侯爵がこの場所を知っていたからかもしれない。

　どうやら、仕事のこと以外にも確かめねばならぬことが山とあるようだ。

「今日は、荷物と一いつ緒しよに依頼品も運んできている。今度こそ、鑑かん定てい士しの君に仕事を頼たのめるんだろうな？」

　グレンが切り出した言葉に、ミリセントは目をみはった。

「侯爵様から聞いたのね……確かに、私があの店で鑑定をしてきたわ」

　鑑定士の仕事というのは、特別な免めん状じようや許可が必要なものではない。

　正確な鑑定結果と実績を重ねて、信しん頼らいでつくられるものだ。だが、自分を見み据すえる色の違ちがう瞳ひとみには、どこか厳しい色が浮うかんでいる。

　──う、マクミラン様怒おこってる？　べ、別に悪いことはしてないわ。これまでだって、鑑定結果を間ま違ちがえたりしてないし、侯爵様だって法外な請せい求きゆうをしてるわけじゃないはずよ……

　グレンはわずかに視線をさまよわせていたようだったが、指で軽く顎あごをさすると不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「侯爵の店で行われる鑑定が確かだというのは、以前から耳にしていた。だが噂うわさでは、鑑定に怪しげな術を使うとも聞いている。それで店にいってみれば、鑑定士は君で、それも公おおやけにしていないようだし。さらにいまの呪い絵だ……」

「だから！……あの絵は呪いじゃないっていってるでしょ。だいたい、私の芸術活動について人にとやかくいわれる覚えはないわ。お言葉ですけど、鑑定は占うらないじゃないし、呪いもしなければ、カビたパンも使いません！」

　憤ふん然ぜんと言い放ったミリセントに、グレンはまだ疑いをゆるめない。

「なるほど、ではまっとうに鑑定を行っているのだとしよう。だが、君ほどの年とし頃ごろで鑑定眼を得ているとなると、相当優ゆう秀しゆうな教師がついていたんだろうな」

　自分と三つしか歳としが違ちがわないくせにとミリセントは思ったが、彼は伯はく爵しやく家の人間だ。その身分による信頼や保証、学ぶ環かん境きようには恵めぐまれてきたのだろう。

「いえ……先生にはついてないわ」

「では、どうやってそれほどの知識を身につけ、眼めを養った」

　ミリセントは答えに窮きゆうした。彼に事実を話したところで信じてもらえるだろうか。

　現実に、侯爵が手配してくれた講師はお手上げだと教師役を降りたほどだ。

　──そうよね。もともと疑わしいと思ってた小間使いが、馬車で連れ去られたあげく鑑定士でしたって聞かされれば、誰だれだっておかしいと思うわよ。それに、鑑定ができるはずのこの人が持ち込むような依頼なんだもの、慎しん重ちようになるのも当たり前だわ。

　作品を見み極きわめるという厳正な仕事において、鑑定士本人がこれほど怪あやしげであれば、グレンの態度もわからないではない。

　すべて打ち明けてしまおうか……侯爵が自分のことを話したのならそのほうがいいのかもしれない。ミリセントが迷いながらも口をひらこうとしたときだった。

「まあいい。今日俺がここへ来たのは、『珍奇迷宮』で行われた鑑定結果が正確なものだからだ」

　グレンの言葉に、ミリセントははっと顔を上げた。

「だから、その眼めに誓ちかって恥はじるところがないのなら、この仕事を受けて欲しい」

　それは、彼の仕事ぶりを一度見てみたいと思わせる、誇ほこりと信念に満ちた言葉だった。

　──この人、本当にこの仕事が好きなのね。それでも、自分の力が及およばないなにかがあるからここへ来た。

「もちろん、仕事をさせていただけるなら、私もお役に立ちたいわ」

「ありがとう。では、怪しげなところのない、君の鑑定とやらを見せてもらおう」

　笑えみを浮かべてはいるものの、グレンはどうやら鑑定について不確かなやりかたはみとめないというつもりのようだ。

　──なんか、マクミラン様って……侯こう爵しやく様の店でもコレクションにケチをつけてたし、ほんとに怪しげなことが嫌きらいなのね。じゃあ、ここが幽ゆう霊れい屋や敷しきだってわかったらどうなるの？

　ふと興味を覚えてミリセントは聞いてみる。

「マクミラン様は、目に見えないもののことは信じられないの？」

「当然だ。俺は夢想家の連中が嫌いだ。おとぎ話を本気にして、怪しげな品を作ったり売ったり集めたりする人間もな」

「美術品を扱あつかってるくせに……なんて理り不ふ尽じんな……」

　あきれるミリセントの声にもグレンはぴしゃりと言い返す。

「侯爵のコレクションと美術品を一緒にするな。美術品は表現としての形を持ち、資産的な価値がある。もちろん作家の創造性も評価の対象だ。だが、ああした品物は、空想から生まれたまがい物がほとんどだ。俺は……基本的に呪まじないだの妖よう精せいだの幽霊だの口にする連中を信じない！」

　生き真ま面じ目めに言い切るその表情は、いっそすがすがしいほどだ。

　頑がんとして言い切ったグレンに、ミリセントは複雑な苦笑いを浮かべる。

　なにせ、この屋敷でそう口にするほど的外れなこともないのだ。いまこの屋敷では、生きている人間より死人の数のほうが多いのだから。

　そのとき、ダカン！　と頭上で大きく音がした。

　巨きよ大だいな靴くつが踏ふみ降ろされたような振しん動どうが天てん井じよう全体に響ひびくと、それに呼応するように、応接室の扉とびらが勢いよく開かれた。

　だが扉の向こうは無人であり、誰も扉に触ふれてはいない。アンセルがしたことだと、ミリセントにはすぐわかった。

　アンセルは前にすすみ出ると、じつに慇いん懃ぎんな態度でグレンに告げた。

「マクミラン様、貴方あなたはこの屋敷に……いいえ、我が主あるじにもふさわしい客人ではないようです。お帰りくださいませ」

　丁てい寧ねいながらも吹ふきつける氷雪のようなアンセルの声に、ミリセントのほうが震ふるえ上がる。

　しかも気のせいでなく、室温が明らかに下がっていた。だが、グレンはまったく動じることなく、つかつかと扉に歩み寄ったかと思うと、扉をわざわざ閉めてふり返った。

「問題を解決できるのがここしかないのなら、帰るわけにもいかないだろう」

　そして自分が閉めた扉をふり返ると、怪け訝げんそうに首をかしげた。

「扉の金具がゆるんでるのか？　誰も廊ろう下かにはいなかったようだが……」

　再度扉を開けたり閉めたりしたあと、廊下をのぞきこんでいるが、当然そこに人ひと影かげはないだろう。アンセルはふっと唇くちびるをゆがめ、憐あわれむような笑みを浮うかべた。

「見た目より寝ねぼけてるんでしょうか、あのお方」

「しぃ、聞こえちゃ悪いわ。いいの、侯爵様の紹しよう介かいがあるなら話を聞くから」




　グレンが相談したいというのは、大きな姿見についてだと言う。

　すでに鏡は屋敷のなかにあるギャラリーに運ばせてあるらしく、アンセルが案内してくれた。

　二階にあがり、ミリセントの部屋とは反対の廊下をいくとギャラリーがあった。

　大窓がいくつもあるその部屋は、絵画や書物を傷いためないためだろう、日光を遮しや断だんする鎧よろい戸どが閉められカーテンが引かれている。卓たくに置かれたいくつものオイルランプと、アンセルが掲かかげる燭しよく台だいの明かりで、あたりはぼんやりと明るかった。

　ミリセントは初めて見る絵画の数々や、年代を感じさせる焼き物などを眺ながめた。

「これは、このお屋敷のものなの？」

「えぇ、一部はファネル家が所有するものですが、ほとんどの品が永久的な預かり物となっております」

「それも……母さんの力に関係すること？」

　ミリセントはすぐにディンセル侯爵の店を思い出した。

『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』でも、理わ由けありで預けられたままになっている品物がいくつかある。

「そうですね。この部屋にあるのは、おおよそ害のないものばかりですが」

　ミリセントとアンセルが話す間にも、グレンは興味深げに所蔵品を見て歩きだしていた。

　だがすぐにぴたりと足を止めると、台座に載のせられた大理石の彫ちよう像ぞうに顔を近づける。

　背後にまわり、執しつ拗ように見つめてから頭をあげた。

「驚おどろいたな……これは、ペトラ・フィフィの『果実を掲げる乙女おとめ』だ。本物なのか？」

　聞き覚えのある作品名にミリセントが思い出そうとしていると、グレンはやれやれとあきれた表情を浮かべた。

「ずいぶん前、美術商と古物商でもめただろう。博物館に収められたこの作品は、修復の跡あとがはげしくて、本物の欠損を補ったフェイクなのか、修復そのものも含ふくめた贋がん作さくなのかどうかについて論争になった。そのあと見なくなったと思ったが、ここにあったのか」

「つぎはぎされてるなら、贋物ってことでしょう？」

　ミリセントの問いかけに、グレンがちらりと厳しい視線を送る。

「なるほど、君はきちんと美術史や鑑かん定てい学を学んでいるわけではないな？　フェイクとフォージェリの違ちがいについては？」

　あいまいな表情でミリセントが首をかしげると、突とつ然ぜん耳もとに少年の声が聞こえた。

「説明してやる。フェイクっていうのはな──」

　声の主はペンダントに宿るアスワドだろう。

「いえ、どちらも知らないわ」

　その声を遮さえぎってミリセントが答えると、ひそめた声でアスワドが悪態をついたが、いまは彼の力を借りたくなかった。なにせ、自分に知識が足りないのは事実なのだ。

　年も三つほど違ちがうだけだというのに、グレンの自信ある立ち振ふる舞まいは、その知識と経験からくるものだとわかる。

　そんな彼の前で、アスワドの知識を頼たよりにごまかすようなことはしたくなかった。

　ミリセントのきっぱりとした答えに、グレンがため息と共に教えてくれる。

「よくそれでやってこれたな。いいか、フェイクは古物を完全に復元したものだ。つまり作品の一部は本物であり人の手が加えられたもの。フォージェリとは、本物が一いつ切さい使われていない一から似せて作られた贋物のことだ。フェイクは復元を明示されていれば悪意はないが、価値は下がる。だがフォージェリは、詐さ欺ぎまがいに使われることも多くて悪質なものが多い。鑑定をしているならば、知っていて当然のことだ」

　厳しく言い渡わたされた言葉に、ミリセントは悔くやしくてうつむいた。

　確かにこの仕事は、触れた物の過去が視みえる力がきっかけではじめたものだ。

　そして、知識の面をペンダントの幽霊に補ってもらっていたのも事実であり、ミリセント自身、己おのれの力不足が恥はずかしかった。

　──鑑定をしてるっていっても、私の場合、作品の来歴や出自を明らかにするだけ。競売や取引の場で、渡りあえるだけの知識や経験はない……

　講師とうまくいかなくなったあとも、独学で学んではみたがやはり限界がある。

　多くの経験が必要な仕事とはいえ、それを活かすだけの知識と眼識は絶対に必要だ。

　すると、グレンは彫像の隣となりに置かれた銅版画を指差した。

「では、これについてはどう見る？」

　鑑定してみろというのだろう。示された額にミリセントは近づいた。

「あの、手て袋ぶくろはないかしら……私触さわらないと鑑定できないの」

　背後からアンセルが小声で教えてくれる。

「ここに収蔵されているものの所有権は、ファネル家に移されています。いまはミリセント様のものですから、直接触ふれられても大だい丈じよう夫ぶです」

　言われて、ミリセントはそっと額を手にとると目を閉じた。

　先ほどアスワドの助けをはねつけたばかりだ。彼がきちんと反応してくれるかは怪あやしかったが、ここで自分の眼を証明できなければ、ディンセル侯こう爵しやくへの評価にも関かかわる。

　──美術史の知識はなくたって、この絵がどうやって描えがかれたかを視ることはできる。

　ミリセントが、閉じたまぶたの暗くら闇やみに集中すると途と端たんに虹にじが走った。

　交こう錯さくする虹が砕くだけて光がふりまかれると、薄うす暗ぐらい工こう房ぼうのような場所があらわれる。

　作業机の前に立つ人ひと影かげ。そこから、ただ一点へと注ぎこむような熱を感じた。

　──この人、いったいなにしてるの？……版画を切り分けてるみたい。あぁ、この絵はもともとふたつの別の絵なんだわ。

　さらに人影の手もとに集中すれば、ふたつの版画が作られたところまで、映像をさかのぼれるかもしれなかった。

　だが、グレンに試ためされていると思うせいか、集中はつづかず映像がぼやけはじめてしまう。

「慌あわてるな、銅版の作られた時代は同じだ。画家は同一人物だと思っていい」

　ふっとアスワドの声が耳の奥で響ひびき、ミリセントはほっとしながら心でうなずいた。

　視えたものと、アスワドの言葉から推測をまとめてグレンに話す。

「これは、それぞれ別の版画を切ってあわせたものよ。もとの絵の製作者は同じ、でもこれを切り合わせた人物は違う人だわ。もう少し時間をもらえたら完全に……」

　だが、グレンはすっと手をあげてその言葉をさえぎった。

「君は、キャステリについて詳くわしいか？」

　たずねられたのが画家の名前だということはわかるが、ミリセントは本格的に美術史を学んだことはない。悔しいが、またしても首を横にふらざるを得なかった。

「なるほど。それでも、鑑定結果は正しいんだな。これはキャステリの絵をそれぞれ繋つなぎ合わせて作られた贋作だ。フェイクかフォージェリかと問われれば、かぎりなく境はあいまいになるだろうが……」

　グレンの言葉に、ミリセントはうちひしがれた。

　彼はまだ若くとも、やはり美術品や古物に対しての知識と経験は噂うわさどおりらしい。

　そしてそんな彼の言葉を、もっと聞きたいと思う自分がいるのも本当だった。

　──やっぱり、これだけ知識があるなら、私のことを疑うのも当然ね。ここにきてみてわかったけど、私は結局アスワドに助けてもらってたんだし……

　落ちこむ気持ちと、もっと学びたいという欲求がまじりあって、ミリセントは自分が思う以上に鑑かん定ていの仕事が好きなのだと気づいた。

　ミリセント自身、絵を描かくのが好きなのだ。描くだけではなく、その歴史や世界に広く触れてみたいという思いももちろんある。

　──でも、そんな人が依い頼らいを持ちこむってことは、真しん贋がんを見み極きわめることが目的じゃないのかも。

　黙だまりこんだミリセントを見下ろして、グレンはわずかに声をやわらげた。

「知識不足は自覚があるようだな。それだけの眼めがあるなら、これから学ぶことだ。もっとも……鑑定のときに目を閉じるという鑑定士には初めて会ったが」

　指し摘てきされミリセントもひやりとする。

「助言はありがたくいただきます。それで、今回の鑑定依い頼らいというのは？」

「察しているだろうが、頼たのみたいのは真贋についてじゃない」

　グレンはそう言いおくと、置かれている姿見の覆おおいを取り払はらった。

　あらわれた鏡の大きさと見事な装そう飾しよくに、ミリセントは息をのむ。

　長身のグレンの隣にあって、縦に頭ふたつ分は大きく、横よこ幅はばは彼が三人並んで映りそうだ。

　薄暗い部屋のなか、ミリセントの背後を映しだした大きな鏡は、曇くもりや傷がひとつもない。

　鏡を囲む装飾木き枠わくは、サテンウッド独特の金褐かつ色しよくの光こう沢たくを帯び、全体に施ほどこされた花はな網あみ模様は金こん泥でいが重ねられた華はな々ばなしいものだ。

　さらに鏡の頂点にある花の台座には、赤ん坊ぼうの握にぎりこぶしほどもある深い輝かがやきの紅玉が象ぞう嵌がんされている。

　ミリセントが鏡に近づくと、のぞきこむまでもなくそこに妙みような気配を感じた。

　鏡面に、見たこともない男の顔が浮うかびあがっている。

　ぎょっとして見つめると、薄暗い部屋のなかで男の首だけが浮かんでいるようだった。

　やがてそれは、首から胸、胸から足へと徐じよ々じよに全身をあらわしていく。

　どんよりと灰がかった皮ひ膚ふに青く血管が浮かび、あちこち泥にまみれている。明るい栗くり色いろの髪かみは血に濡ぬれてまだらになり、濁にごったヘイゼルの瞳ひとみは片方が血に染まっていた。

　──なに……この人。死んでる人……なの？

　ミリセントは恐きよう怖ふに声も出せず、そっとふり返ってみたが、もちろんそこには男の姿などない。グレンやアンセルも鏡の男性には気づいていないようだ。

　男はただ、どろりとした目を向けてくる。鑑定のために作品に触れたわけでもないのに、こうして何か視えるのはミリセントにも初めてのことだった。

　──この男の人、私を見てる。むこうからも見えてるんだわ。

　首すじのうぶ毛が逆立つような寒気を覚えると、ふいにアスワドの声が聞こえた。

「聞こえるかミリー。たぶんこいつは殺されてる。お前にいいたいことがあるみたいだが、うまく伝えられないみたいだな」

　鑑定のときにもミリセントの感覚を共有してきたらしいアスワドには、この幽ゆう霊れいが見えているらしい。いつもどおり鑑定結果を告げるようなアスワドの声に、ミリセントは恐怖にこわばった呼吸を取り戻もどした。

　──ん？……でもこれって、幽霊が視えて怖こわいのを幽霊になだめられてるってこと？

　妙な現実感にミリセントは我に返ると、目の前の男の姿に疑問が湧わいた。

「ひょっとして、マクミラン様が相談したいっていうのはこの人のこと？　こんなの……どうやって説明すれば……」

　動どう揺ようを押し殺して問いかけたが、アスワドはいたって落ちついている。

「まずは、あの男に確かめろ。この死人に依頼人が関わってる可能性もあるからな。とにかくこの鏡に限っていうなら、作られたのはごく最近。材質も職人の腕うでも十分……ただ象嵌されている宝石。これは長くあちこちを流れていたみたいだ。この形になる前は、別の用よう途とがあったんだろ」

　グレンが殺さつ人じん鬼きだという可能性も否定できない。そんなことをアスワドに匂におわされ、ミリセントはぎこちなく言葉を選んだ。

「あ……あの、鏡は最近作られたもので、ひょっとして職人は、明るい栗毛に瞳がヘイゼルでまだ若い人じゃない？……それと、この鏡に使われている宝石は、もともとは別のものに使われていたみたい」

　ミリセントの言葉に、グレンは驚おどろきの表情を浮かべてうなずいた。

「君は……職人を知っているのか？　だが、宝石が別のものに使われていたというのは初耳だ。間ま違ちがいのないところで手配をしていたはずだが……」

　鏡を睨にらむように見つめると、グレンは再び覆いをかけてしまった。

「今回の、ご相談というのは？」

　ミリセントは探さぐるようにグレンに答えを促うながして、置かれているソファに腰こし掛かけた。

　だが、向かい合って座るグレンは、ミリセントの言葉に純じゆん粋すいに驚いただけで、やましいことなどなにもないように見える。

「この鏡は、ある方の誕生祝いに贈おくられたものだ。もしなにか問題が起きれば、贈り主の人生すら狂くるってしまうほど、大切な品でもある」

「じゃあ、この鏡は、貴方あなたの持ち物じゃなくて、依頼を受けて作られたものなのね。心配はいらないわ、侯こう爵しやく様は多少変わった方だけど、信用と信しん頼らいを約束できる人よ。お仕事をいただいている私も、もちろん守秘義務は絶対だもの」

　それはこの仕事の重要性や、店を訪おとずれる客人の素す性じようを考えれば当たり前のことだ。

「それにさっき証明したとおり、私は品物自体のことを答えられるだけです」

　そのことについては絶対の自信がある。

　ディンセル侯爵は、店を訪れる客の素性を隠かくしたりはしなかった。それはミリセントに信頼を寄せてくれていたからだ。

　ミリセントの言葉に、グレンも腹が据すわったらしい。

　大きく息をつくと、ソファの背もたれに体をあずけ、わずかに襟えりもとをゆるめた。

「わかった、もう少し詳くわしく話そう。この姿見は、リュイシャム王国第一王子リーアン様の十六歳の誕生祝いにと、エルスキン公こう爵しやくから依い頼らいがあった品だ。マクミラン家専属の職人の作で、高い評価もいただけた。だからこそ、信用第一の商売に間違いは許されない。なにより祝いの品に、因いん縁ねんや幽霊がついてるなんてのはもってのほかだ」

　どこかくだけた姿勢で内情を語るグレンに、ミリセントも少し距きよ離りが縮まったように感じてソファから身を乗り出した。

「先方で、なにかそういった騒さわぎが起きたのね？」

「そうだな……当事者に聞いた話では、いまは世にいないはずの女性が関係しているらしい」

　王室御ご用よう達たしで知られるマクミラン家への依頼は、この世にふたつとない華か麗れいな姿見を作ってもらいたいというものだった。

　ただちに専属契けい約やくする工こう房ぼうから新しん鋭えいの職人が選ばれ、一世一代の仕事とばかりに職人も張り切った。そうして無事、晩ばん餐さんの席で贈られた姿見を王子もとても気に入ったらしい。

　だが、問題はそのあとに起きた。

　姿見に奇き妙みような影かげが映るという話をはじめに、その鏡に触ふれた侍じ女じよが立てつづけに病に倒たおれた。

　夜になれば姿見のある部屋から、泣き声やうめき声が響ひびき、さらに王子の衣装合わせでは、鏡像の王子の唇くちびるから血が滴したたったり、肌はだが土気色に見えたりと不気味な現象がつづいた。

　しまいには、侍女たちも姿見に寄りつかなくなったという。

　だがそんな状じよう況きようすら、リーアン王子当人には楽しめるイベントだったらしい。

「呪のろいの姿見とは、エルスキン公もなかなか洒落しやれた贈り物をしてくれる」と、長らくその鏡で死人のように映る自分を楽しんでいたというのだから、胆きもの据わった人物だ。

　最後は自分の首がごろりと床ゆかに落ちるところを見て「流血耽たん美びな僕も麗うるわしかったが、これでは衣装があわせられんな」と笑い飛ばしたらしい。

　しかし衣装合わせののち、リーアン王子が別べつ棟むねの増築現場へ視察に向かったところ、回かい廊ろうが崩くずれる事故が起きた。

　相当悪運が強いのか、王子本人は無傷だったらしいが、人足が数人怪け我がをしたという。

　そうした事態に至り、当人も笑っていられないらしいと腰こしをあげたのだそうだ。

　鏡の贈り主である公爵も、事情を耳にすると慌あわてて引き取りを申し出たらしいが、城にあがる前に熱病にかかり叶かなわなくなったという。

　鏡の異状よりも、聞けば聞くほどおかしなリーアン王子本人の言動をミリセントは不思議に思ったが、彼にまつわる噂うわさを思い出せばそれも納なつ得とくができた。

「あの、リーアン王子というと……白鳥の化け身しん、花の精、光の王子と呼び声が高く、かつ、ご本人もそれを自負してやまないっていう……」

　ミリセントもそんな噂を耳にするたび、どれほど美び麗れいな王子なのだろうかと興味を持ってはいた。グレンも非常に嫌いやそうにうなずいてみせる。

「そう、非常にナル……自己愛の激しいお方だ」

「とてもお美しい方だって、リーアン様の名前を聞けば誰だれでもそういうわ。でも、十六歳に姿見を贈るっていうのは、確か王女様へのお祝いだと思ったけど？」

「もちろん、本来なら王女に贈られるべき品だ。だが、王子にいわせれば、『美を授かった者の義務として、自分に姿見が贈られるのは至し極ごく当然のことで、公爵の気づかいはいたく気に入った』んだそうだ。まぁ、エルスキン公といえば、贈り物が好きでうちのお得意様でもあるが……ときに下心が透すけすぎる」

　さりげなく、本音と苦情を織り交ぜるグレンの声には、怒いかりも滲にじんでいるようだ。

「もちろん、俺がいま口にしたことも守秘義務の内だからな」と釘くぎをさすことも忘れない。

「とにかく、このままでは城内に広がる噂を止められない。それに、マクミラン家の名にもかかわる問題だ。これを作らせた職人にも事情をあらためようとしたんだが、行方ゆくえが知れない。工房も無人のままだ」

「職人が行方不明なの？」

「警けい邏らには届けたが、このところずいぶん多た忙ぼうのようだからな……」

　捜そう査さには期待できないだろうとグレンは浮うかない顔だ。だがその言葉で、目の前の男が殺さつ人じん鬼きだという疑いも晴れてミリセントはほっとする。

「なにか手がかりが欲しいと、そういうわけね」

　これまでディンセル侯こう爵しやくの店で預かりになった品物にも、怪かい異いが起きるだとか、幽ゆう霊れい憑つきだなどと疑われた物がないわけではない。

　それまで黙だまってふたりの会話を聞いていたアンセルが、ふいに口をひらいた。

「幽霊憑き、かもしれませんね。確かにこの屋や敷しきにはぴったりでしょうが……」

　そう言いおくと、ミリセントをじっと見つめる。

「先ほど拝見させていただきましたが、ミリセント様は絵を描かくのがお好きなのですね」

　突とつ然ぜんなにをたずねられているかわからず、ミリセントは首を斜ななめにしてうなずく。

「そうね。最近は水すい彩さいもはじめてみたの……見たいなら──」

　グレンが顔をしかめる横で、アンセルはやさしげに目を細めた。

「えぇ、ぜひあとでゆっくりと。詳しいお話はのちほどいたしますが、鏡の鑑かん定ていについて、仕し度たくをさせていただきます。そのままお二人ともお待ちください」

　鑑定の仕度と聞いて不思議がるミリセントの前に、アンセルは銀盆ぼんを持って戻もどってくる。

「こちらをお持ちください」

「？……これ、石せき墨ぼくね」

「それと、これは屋敷のなかではお忘れなく。いつも身に着けていてください」

　そう言って渡わたされたのは、私室においてきた薔ば薇らのついた飾り鎖シヤトレーヌだ。

　華きや奢しやなそれは、輪になった幾いく本かの鎖のうち一本がはずせるようになっており、腰に巻いて留とめられる細工になっている。

　ミリセントが立ち上がると、アンセルは精細な手つきで薔薇を留めてくれた。

「で、これからなにをするつもりだ？」

　いぶかしむ表情のグレンを、アンセルは馬ば鹿かにしたように眺ながめぴしゃりと言った。

「お客様は、そのままお座りいただいていて結構です」

　石墨を渡されたミリセントが、わけもわからず立ち尽つくしていると、アンセルは布で覆おおわれた姿見の隣となりに立った。

「いいですか、これからここに視みえるものがあるはずです。それをここに……」

　そういって、アンセルは大理石の床で靴くつを鳴らす。

「描えがきだしてください。簡単でかまいません、もし危険があるようでしたらすぐにお止めします」

　落ちついたアンセルの声に逆らえず、ミリセントはうなずいた。

　──でも、こんな綺き麗れいな床に石墨で絵を描くの？……それに姿見に視えたのって、さっきの暗い顔の男の人のこと……？

　ミリセントが迷う間もなく、アンセルが奇き術じゆつ師のような鮮あざやかな手つきでひらりと姿見の覆いを取りはらう。

　グレンもソファから身を乗り出して、こちらを見つめているようだ。

　ミリセントは戸と惑まどいつつ石墨を手にしたまま、燭しよく台だいの明かりを映す鏡と向きあった。

　鏡面には、灰と泥どろをかぶったような肌はだの男があらわれるのだとばかり思っていた。

　だが、鏡のなかを影かげがすっとよぎったかと思うと、そこに映りこんだミリセント自身が像をなくしていく。

　代かわりに、ゆっくりと浮かびあがってきた人ひと影かげは女性のようだった。

　数百年前の絵画によく見られる、高く結ゆいあげられた金の髪かみ。巻かれた幾筋かがうなじから胸むなもとへと垂らされている。淡あわい青の瞳ひとみが、その美び貌ぼうをいっそう冴さえたものにしていた。

　深しん紅くのドレスは濡ぬれたように光っており、深くひらいた胸もとから華はなやかなレースがのぞく。

　大きく膨ふくらんだスカートには、花や小鳥が金糸と銀糸でびっしりと刺し繍しゆうされ、白く華奢な首を飾る大おお粒つぶの紅玉をあしらった首くび飾かざりが目を惹ひいた。女性の背後にある壁かべ紙がみや調度も、ここではない別の場所のものらしい。

「描くの……この人を？」

「なにか見えるのか？」

　グレンの声に、この女性が視えるのは自分だけなのだと悟さとり、ミリセントは床ゆかにしゃがむと石墨を走らせた。

「えぇ、と……こんなふうかな？　うーん、ちょっとここ違ちがう。やっぱりこう」

　床の上であっても、一いつ旦たん絵を描きだせばミリセントは途と端たんに集中できた。夢中になるあまり、手のひらや衣装の裾すそまで使って、いらぬ線を消しては描いていく。

　すると、耳の後ろで不満げな声があがり、ミリセントはぎょっとした。

「なあ、ほんとにそんな形か？　ミリーってアルとか俺とか、こう見えてんの？」

　それがアンセルに話しかける、アスワドの声だと気づいてほっとする。

「アスワドったら、何いってるの？　いま視ながら描いてるんだから、似てないわけな……」

　再び鏡を見上げて、ミリセントは手を止めた。

　鏡に映った女性に表情が生まれている。笑っているようなのに、ひどく残ざん忍にんで不ふ機き嫌げんそうだ。

　突然、その姿が鏡面で揺ゆれると、水がかかったようにゆがんで流れた。

「モデルが、消えた」

　つぶやいて、足もとの違い和わ感に気づく。

　踏ふんでいる床が妙みように不安定な感かん触しよくに変わっている。大理石の床は、石墨で囲われた内側が溶とけたように変質していた。

　波打つように形をかえる描びよう線せんは気味が悪いが、ミリセントは目が離はなせなかった。

「いったい、どうなってるの？」

「しぃ……静かに」

　アンセルがささやくあいだにも、質感の変わったそれは形を持って起きあがると、むくむく膨れあがり色を変える。伸のびあがり膨ぼう張ちようし、穿うがたれてへこむを繰くり返すと、波打つ物体はゆっくり影を落とし始めた。

　人の頭部らしき部分に暗く光る双そう眸ぼうが開かれる。浮うき出す鼻筋や唇くちびるに、それが女性の形を作っていくのを全員が目まのあたりにした。

　誰もが言葉をなくすなか、アンセルだけがひとり興奮気味にミリセントを見つめていた。

「やはり、貴方あなたはトリシア様の娘むすめ。『描く』術すべをお持ちでしたか」

　その間にも、どんどん形をはっきりとさせていく女性を前に、グレンのかすれた声とアスワドのあきれた叫さけびが重なった。

「なんで、こんな!?」

「この絵、結局手足の数しかあってねぇぇぇ!!」

　アスワドの暴言に、ミリセントは「なんですって！」と気色ばんだが、目の前にたちあらわれた貴婦人の靴が踏み出される。

　自分のスカートの裾を踏みつけられ、ミリセントの表情がこわばった。

　途端に部屋の気温が下がりはじめ、吐はく息は白くなり、鎧よろい戸どに覆われた窓がぴしりと鳴った。あたりには、すえた甘い鉄の臭においが漂ただよう。

「立つんだ！」

　強く腕うでをつかまれ、グレンに引き起こされる。ミリセントは自分が魅み入いられたように、女性の顔を見つめていたことに気づいた。

　──なに、なんだろう。この女の人、すごく失望して、悪意……みたいなものが……

　部屋に満ちていく緊きん張ちようが空気を重くする。誰の体も床に縫ぬいとめられたように動かなかった。

　流れ出す冷気が、部屋全体を支配していく。

〈　裏切り者……なぜ　私をこんなに苦しめる　私はいまも貴方のもとへ……　〉

　わずかにしわがれた声。にたりと笑った女の体が、床を滑すべるように動くと、グレンへと近づいていく。

　女から遠ざけようというのか、ミリセントはグレンに背を押され、アンセルのほうへ押しやられた。グレンに向かって差し伸べられた女の両りよう腕うでは、重たげな装そう飾しよく品ごと血まみれだ。

　彼女が動いたあとには、モップを引きずったように血がべったりとなすりつけられていく。

　ドレスの表面にあるてらりとした光こう沢たくが、流された血なのだと気づき、ミリセントは息をのんだ。女がドレスのひだに手を差し入れると、細い両りよう刃ばの懐かい剣けんがあらわれる。

　それを向けられたグレンは状じよう況きようが把は握あくできないのか、呆ぼう然ぜんとした顔で女を見ていた。

「マクミラン様！」

　ミリセントは叫ぶと同時に飛び出していた。考える間もなく、女の背中に飛びつく。

「いけません、ミリセント様……！」

　同じく呪じゆ縛ばくが解けたのかアンセルの声が聞こえ、頭のなかではアスワドの怒ど鳴なり声がわんと響ひびいた。

　ミリセントが女のドレスにからまるように、床に倒たおれこんだ瞬しゆん間かん。

　思わずつぶったまぶたの裏に、鑑かん定ていのときと同じように幾いく筋もの光が生まれる。

　まばゆい光の波が激しく散ると、閉とざされた暗くら闇やみに視えてきたのは、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きにつつまれた石いし畳だたみの建物だった。

　──なに……これは？　どこかの聖堂みたいに見えるけど……

　かなり古めかしい建物のなか、祭さい壇だんの前に立つ女性がいる。その全身を覆おおうように綺き麗れいな白いヴェールが床ゆかを流れる。婚こん儀ぎが行われているのだとミリセントは直感した。

　だが、その薄うす青あおい瞳ひとみには、祝福に似合わずひどく思いつめた色がある。

　前を向いていたはずの花はな嫁よめが、ふいにその瞳をミリセントに向けた。これまで、色々なものを視てきたが、過去の人物が自分に注意を向けたことはない。これまで視てきた映像はどれほど鮮せん明めいでも、硝子ガラスで隔へだてたようにどこか遠いものだったのだ。

　だがいま、ミリセントに向けられた瞳からは、激しい感情の欠片かけらが飛びこんでくる。

〈　カエリタイ　取り戻もどしたい　どうして私は……　あの人を……　なにも告げずに……こんな場所に　苦しい　憎にくい　手に入れたかった　奪うばってしまえば……　〉

　周囲のすべてに向けられた絶望と後こう悔かい。決断と苦しみ、……愛する人への、なにより自分への……怒いかりと憎しみ。

　煮にえたジャムを流しこまれたように、喉のどから胸がひどく熱い。息ができない恐きよう怖ふに、ミリセントは細く悲鳴を上げた。

「やめてっ！」

　自分の悲鳴で我に返る。視界に入ったのは暗い天てん井じよう。自由にならない体にもがくと、鏡からあらわれた貴婦人にのしかかられていた。

　間近に迫せまった青白い顔と、血まみれの腕にこめられる尋じん常じようでない力が苦しくて顔を背そむけると、グレンが銃じゆうを構えているのが見える。

　だがミリセントが女と折り重なっているせいだろう、狙ねらいが定まらないらしい。

　ふいに、床に押しつけられているはずの背後から、アスワドの声が聞こえた。

「ミリー！　やっと意識が戻ったか。落ちついて聞けよ。この女はいま実体化されてる。っつっても、ミリーがしたんだけどな。このままだと……」

「このままだと？」

「お前は刺さし殺される」

「ちょっと!?」

「いいから、俺にまかせとけ……」

　アスワドの言葉で、相手がまだ懐剣を握にぎっているのを思い出し、背筋に汗あせが滲にじむ。

　なにをまかせていいのかわからないミリセントは、突とつ然ぜん自分の両腕が、思わぬ力でのしかかる貴婦人を押し返そうとするのに気づいた。鑑定のときにアスワドが感覚を共有するのと同じで、肉体も操あやつれるというのだろうか。

　ミリセントの左手は、懐剣を握る女の手首をつかむ。そのまま腕を持ち上げるつもりらしいが、触ふれる皮ひ膚ふは芯しんから冷たく、青いまま腐くさった果物のようだ。

　ぐずり、と指が肌はだに沈しずむのを感じてミリセントは息を吞のむ。

　──死んだ人の肌だ……

　そう気づいた途と端たん、全身に鳥肌が立つ。顔になにか硬かたいものがあたったのに慌あわてて、混乱するまま必死にもがいた。

「う、や、やっぱりやだ！……無理、なんか無理よこれ!!」

「ミリセント、動くな！」

　グレンの声が耳に届いたが、ミリセントは恐怖のあまり部屋の上下もわからないありさまで、ひたすら女の体を押し戻そうともがく。

　とにかく女の手から懐剣を奪わねばと、グレンがつかみかかった瞬間、ふっと貴婦人の姿が霧む散さんした。

　突然、支えを失ったグレンの体が落ちてきて、ミリセントは悲鳴をあげた。

「うっ、重い重い！　痛いってば～」

「悪い、大だい丈じよう夫ぶか？」

「少しぶつけたけど、平気……」

　その勢いで床に後頭部をぶつけてしまい、ちょっと、いやかなり痛かったのだが、ミリセントは頭をさすりながら起き上がろうとした。

「まて、床に頭をぶつけたのか!?」

　グレンが慌てたようすで、ミリセントの髪かみに手を差しこむ。冷たい指が打ち身に触れる痛みに、ミリセントは「ひゃっ」と背を伸のばした。

　後頭部に手を添そえられ、間近でその瞳に見つめられたミリセントは、思わず視線をそらしてしまった。彼の瞳を間近で見るのは、妙みように心臓に悪い。

「ほんと大丈夫よ、ちょっとこぶになっただけで……あの、触さわらないでもらえる……？」

　──なんかこんなに心配されると、緊きん張ちようするっていうか調子狂くるうわ。さっきまで私のこと疑ったり、試ためしたりしてばっかりだったのに。
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「ミリセント様、ご無事ですか？　お怪け我がのようすを確かく認にんいたしましょう。こちらへ」

　アンセルの声が聞こえたかと思うと、目の前のグレンが勢いよく視界から消える。

「うぉ……っ!?」

　唖あ然ぜんとしたミリセントの目の前に、足を下ろしたアンセルがいた。

　──い……いまアルったら、グレンのこと蹴けった!?

　涙なみだ目になるほど怖こわい思いをしたばかりだというのに、思わぬアンセルの行動に途端に現実に引き戻される。やさしい手に助け起こされると、彼の手と袖そでは石せき墨ぼくで汚よごれていた。

「遅おくれをとってしまい申しわけございません。幸い絵が未完成でしたので、私でも触れることができました」

「それは、どういうこと？」

「本来なら、薔ば薇ら封ふうじの主あるじによって実体化された霊れいを、他者が戻したりすることはできません。ですが、先ほどミリセント様が描えがかれた絵は、線を結びきっていなかったので、私でも消すことができました」

「なんていうか……あの、描いた線が幽ゆう霊れいになるのもよくわかんないけど……でも、これって私がちぎっちゃったみたいなのよね？」

　いたわるように見つめてくる紫むらさきの瞳ひとみに、ミリセントは戸と惑まどいながら握ったものを差し出した。

　それは、女性の首にあった紅玉の首くび飾かざりであり、部屋のなかにたたずむ姿見に象ぞう嵌がんされているものと、ウリふたつの輝かがやきを見せていた。
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　再び姿見を布で覆おおい隠かくし、ミリセントたちは別室へと移動した。

　窓から明るい光が入る広間で、正気に返ったミリセントはうわずった声をあげる。

「なんで、首飾りがここにあるの……？　あの女の人はなに!?　この屋や敷しきがちょっと変だって知ってるけど、さっきのもこれも納なつ得とくできない」

　幽霊から奪うばった首飾りは、依い然ぜんミリセントの手の中から消えていない。

　この屋敷へきて幽霊はたくさん見た。自分のペンダントにも幽霊がついていたと告げられ、隣となりにいるアンセルも体を持つ幽霊だ。

　だが、鏡に映っていた人ひと影かげが実体化したあげく、幽霊がつけていた首飾りがいまも手元にあるという事実もかなり不条理だ。

　しきりに首をひねるミリセントの横では、グレンが不ふ機き嫌げんそうにぶつぶつぼやいている。

「納得もなにも、幻げん術じゆつか、奇き術じゆつなのか？……さっきのアレはなんで、目の前のこれもそれも君のせいだったりするのか？　やっぱり魔ま女じよが呪のろいを……」

　当人は真しん剣けんに考えこんでいるようだが、もはや言葉は支し離り滅めつ裂れつで意味をなさない。ミリセントが思わず顔をのぞきこむと、その目は微び妙みように焦しよう点てんがあっていなかった。

「あの、ちょっと大丈夫？」

　グレンのどこかうつろなようすに、かえってミリセントは落ちつきを取り戻もどす。

「えぇと、まさかとは思うけど……マクミラン様は幽霊とか怖い人だったりするの？」

　思えば侯こう爵しやくの怪あやしげな趣しゆ味みや、そうしたものへの反応が少し過か敏びんな気はしていた。もしそうだとすれば、この屋敷の現状を知ると気絶してしまうかもしれない。

　だが、グレンはひたとミリセントを見み据すえると、微妙に険しい表情で告げる。

「いいか、断言しよう。幽霊も呪いもそんなものはない。ないんだ。ないはずのものが怖いわけもないし、俺にとっては意味のないことだ。いっておくが、俺が苦手なのは……そういうものが大好きな変人だ!!」

　あまりにも毅き然ぜんとした口調は、なにかをごまかすものではない。

　彼にとって幽霊は、怖いうんぬんの存在ではないのだろう。結局グレンは不思議が大だい嫌きらいであり、さらに不思議大好き人間も大変苦手な性しよう分ぶんらしい。

　確かに、『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』を訪おとずれたときのグレンの態度を思えば、それが正解なのだろう。

　ミリセントはグレンの手を取ると、手のひらに首飾りを載のせた。

「貴方あなたがこういう現象が嫌いなのはよくわかったわ。でも、現実に首飾りはここにあるの！　マクミラン様も鑑かん定ていが得意なら、まずは首飾りを見てみたら？」

　しっかりしろと、活かつをいれるミリセントの口調と『鑑定』の言葉に、グレンの瞳に理性と生気が甦よみがえる。

　グレンはしばし無言で首飾りを凝ぎよう視しすると、やがて思わぬ言葉をつぶやいた。

「この首飾り……見たことがあるな。確か遊学先で──家に戻れば資料があるはずだ」

「ほんとに？　じゃあ、なにか手がかりになるかも──」

　だが、まるでミリセントの声が届いていないようにグレンは話しつづける。

「この首飾りは実在するもので、それがいまここにある。なるほど、君たちがどういうつもりであんな大おお掛がかりな芝しば居いを打ったかわからんが……まさか」

　ミリセントは緑の瞳をきらめかせると、グレンの双そう眸ぼうをにらみつけた。

「聞いて、貴方がどれだけ不可思議大嫌いなのかは知らないわ。けど、さっきのが幽霊じゃなきゃなんだっていうの？　それに依い頼らいは貴方が持ちこんだ品よ、『珍奇迷宮』じゃ幽霊憑つきだからって料金を吊つりあげたりしない。だから、私が芝居を打ってまで貴方を騙だます理由もないわ。怪しいものが許せないなら、依頼品を壊こわしてしまえば？」

　ミリセントは現実逃とう避ひの激しいグレンに、冷静に状じよう況きようをつきつけた。

　状況がわからないのはこちらも同じだ。苦手意識だけで正しい判断ができないようでは困る。ミリセントの言葉に、グレンは一いつ瞬しゆん怒いかりの表情を浮うかべたあと大きく息を吐はいた。やや硬かたい表情で小さく弁明する。

「いまは……依頼品に手をかけたりしない。ただ、贋がん作さくにしても作り手のプライドの欠片かけらもない稚ち拙せつな品をみると、つい『なめてんのか』といらだちに襲おそわれてだな……もちろん、この姿見はそんな品じゃない」

　つぶやかれる言葉によると、どうやら鑑定品を壊したという噂うわさは事実らしい。

　ミリセントも鑑定士としては、その気持ちがわからなくもなかった。

「そうね、本物じゃなくても魂たましいがこめられた作品はあるわ」

　そう口にして、ミリセントはある可能性にはっとする。

「まさか、私の絵があんまり素す晴ばらしすぎて、死人がこの世に甦ってきちゃった可能性もあるんじゃない？　だとしたらさっきのことも、私のせいじゃないとはいえないかも──」

「……その発想は、あまりに前向きすぎないか？」

　興奮するミリセントと唖あ然ぜんとするグレンの前に、アンセルが運んできたお茶と焼き菓が子しを並べた。

「マクミラン様が先ほどご覧になったものは、屋敷の当主であるミリセント様のお力によるものです。ですが、貴方の口にする、下世話な呪いや幻術と一いつ緒しよには考えられませんように」

　あくまでファネル家の血筋によるものだと、アンセルに告げられてミリセントは納得しつつも少しがっかりした。

「鏡にあらわれる幽ゆう霊れいなんて話はよく聞くが、絵が実体を持つなんて……」

　グレンにとっては、幽霊はもちろん、それが実体をもつことなど受け入れられないのだろう。

「ああしたものは、確かな存在の幽霊だと思えば、貴方にはよほどわかりやすいのでは？　絵であろうと鏡であろうと幽霊は幽霊。信じられないとおっしゃるなら、私をどう思われます？　こうして目の前にいる私も、すでに死んでおります」

　いたって生き真ま面じ目めに話すアンセルに、グレンはまじまじとその顔を見上げた。

「…………君が？　死んでるのか？」

「はい、心音はございません」

　どこかずれた会話を淡たん々たんと交かわすふたりを、ミリセントはただ見守るしかない。

　するとグレンはやにわに立ち上がり、アンセルの顔を見ようと近づいた。

「瞳どう孔こうが開いてるようにも見えないが……呼吸は──」

　さらに顔の前に手をかざし、呼吸を確かめようとする。すると、グレンのこめかみにチョンと冷たいものが触ふれた。

「それ以上、近づかれると危ないですよ？」

　にこやかに言い放つアンセルの右手には、肉用のサーバーフォークが握にぎられていた。葡ぶ萄どうの装そう飾しよくが見事な逸いつ品ぴんだが、用よう途とが大きく違ちがっている。

　広間にただよいはじめる冷ややかな気き迫はくに、ミリセントも口を挟はさめない。

　──あぁぁ、曲がりなりにもお客様に……止めるべき!?　でも、いい加減グレンにもわかってもらいたいし……

　しばし両者は睨にらみあっていたかと思うと、ふっとグレンの肩かたの力が抜ぬけたのがわかった。

「わかった、君に出されたお茶を口にした身だ。いまは目の前の現実を受け入れよう。君やこの屋や敷しきが俺の命を欲しいと……」

「頼たのまれたって、いりません」

　ほほ笑えんで首を傾かたむけたアンセルに、グレンがどういう印象を抱いだいたのかは不明だが、冷静に見えてそれなりに動どう揺ようしているらしい。

「私は、この屋敷とミリセント様にお仕つかえする身です。貴方に気にかけられる存在ではございません。それと申し上げておきますが、その首くび飾かざりはこの屋敷から外へ持ち出そうとすれば形が失われます。ミリセント様のお力によって呼び出された物体は、屋敷のなかでのみ形を保ちます」

　アンセルの説明に、ミリセントはテーブルの上の首飾りを見つめた。

「じゃあ調べ物のために、私が描かいた絵をもっていくってのはどう？」

「よけい混乱しそうだな。結構だ」

　すぱっと断ったグレンに、ミリセントは唇くちびるをとがらせる。

「でも、この姿見は王宮には戻もどさないほうがいいと思うの。あの女の人の素す性じようはわからないけど、なんだか悪い意味で強きよう烈れつな感じがして……恨うらみとか憎にくしみとか、とにかく裏切られて傷ついて、誰かを道連れにしたいような……」

　ミリセントは語るうちに、その異様な心の内を思い出して背筋がぞっとした。

　正気を取り戻してきたらしいグレンは、ため息とともにソファに沈しずみこむ。

「君のいうように、鏡を引き取って処分で済めばよかったんだが。リーアン王子はいたくこの姿見を気に入ってる。調査修正が済み次し第だい、至急王宮まで戻すよういいつかってるんだ」

「そういう人には、いっても無む駄だね……」

　どうにも風変わりらしい王子の話を聞くほどに、ミリセントはディンセル侯こう爵しやくを思い出す。

　そしてああいった人種は、本人がこうと思えば理り屈くつも筋もないのと同じだ。

　ミリセントは、しみじみうなずくと、甘い香かおりをたてるカップを手にした。

　澄すんだ赤みのあるお茶の表面に、ふっと土気色の男の顔が思い浮かぶ。鏡にあらわれた貴婦人の姿とは違い、彼はこの街で労働者が身につけるような衣服を着ていた。

「あの、はじめに聞いた話では、この鏡を作った職人は行方ゆくえ不明だっていってたけど、それは突とつ然ぜん？　事件とか、なにか関連するようなことが工こう房ぼうで起きたとか……」

　顔をあげたグレンは、記き憶おくをたぐるように視線を床ゆかにさまよわせる。

「とくにこれといった報告は受けてないが、兄の紹しよう介かいで専属契けい約やくを結んだばかりの職人で、俺も本人との面識が薄うすいんだ。将来有望な若手作家で、他ほかからも専属契約依い頼らいがいくつかあったとも聞いてる。作品の構想や資材調達で遠出することもあるらしいが、家族もなにも聞いていなかったみたいだな」

　話を聞くほど、ミリセントは先ほどの泥どろにまみれた男の顔が気にかかった。

「できたら、その工房にいってみたいわ。なにかわかるかもしれない」

　だが、グレンは首を横にふる。

「もし彼の行方が関係しているんだとしても、あまり穏おだやかな話じゃなさそうだ……君にはヒントをもらえただけでも感謝している」

「人が死んでるかもしれない、そうなんでしょう？」

　確かに今回の変事に、人じん為い的なものがあったとしても、事件なのかマクミラン家もしくは王家への嫌いやがらせなのかはわからない。

　だが、鏡にあらわれた職人と思われる男性に、悪意は感じられなかった。なによりも、彼のもの言いたげな瞳ひとみが忘れられない。

　死んだ人間は恐おそろしくない。

　それは、ミリセントがビーハイブで暮らすうちに知ったことのひとつだ。

　現実には、生きている人間の害意や悪意、欲、病、飢うえ、逃にげ出したくなるものは山とある。

　いまこの屋敷には、生者より死者のほうが多い。それでもアンセルに出会えたように、幽霊が常に悪意をもつとは限らない。

「私も仕事の依頼として姿見に関かかわったんだもの。作品が作られた工房を見るのも鑑かん定ていのうちでしょう。工房を見れば新しくわかることもあるはずよ」

　グレンは迷ったようだが、現時点では判断材料が少ないと感じたのだろう。しぶしぶながらうなずいた。

「わかった、とにかく俺は一度自宅に戻って、姿見に使われるはずだった宝石の納品確かく認にんと、首飾りのことを調べてくる。工房へいくのはそれからだ。それと肝かん心じんの鏡だが……」

「ミリセント様への依頼の品です。姿見はしばらくのあいだ、この屋敷にお預けください」

　あれほど大きな壊こわれ物をそうたびたび移動させるのは好ましくない。アンセルの気づかいに、グレンもうなずいた。

「工房へ行く前には、馬車で迎むかえに寄らせてもらう」

　そういい残すと、グレンは屋敷を出て行った。




　馬車を見送りにいったアンセルが戻るなり、ミリセントは質問を口にした。

「さぁ、アル座って。さっきのはどういうことなのか、話してくれるわよね？　母さんの名前が出たけど、母さんもこういうことができたの？」

　アンセルはミリセントと向かい合ってソファに腰こし掛かけると、コホンと小さく咳せき払ばらいした。

「まったく同じ方法ではございませんが……そうですね、トリシア様のお力も死者に働きかけるものです。ミリセント様、腰につけておられる飾り鎖シヤトレーヌをご覧ください」

　言われて、ミリセントは腰の鎖をたぐってみると、鎖を留とめている薔ば薇らの飾りがまるで色を変えていた。銀色に見えていた塊かたまりは、いまは結けつ晶しようのように透すきとおり赤い光を宿している。

「その薔薇は、主あるじの力を感じると色づきます。トリシア様は薔薇が目覚めるともいっておられました。そしてこのローズグレイブホールは、現在の王室がはじまって以来、ファネル家の女性が代々受け継ついでこられたものです」

「昨日も特別職がどうとかいってたけど、なにか功績があったの？」

「ずいぶん昔になりますが、リュイシャム王国に、現王室による治世がもたらされた頃ころのことで、戦時の功労だとうかがっております。領地は屋や敷しきの周辺の土地を少々。屋敷の保護や維い持じにおいては王室に管理責任があります」

　ミリセントはそう説明されてもぴんとこない。これまで貴族階級や領地のこと、家いえ柄がらにまつわる事情など、自分には無む縁えんのことだと思っていたのだ。

「そして、この屋敷の二階には数十室の客室も用意されておりますが、それらはすべて死者のためのもので、来客に使われるのはほんの一部になります」

「それは、遺体を置くっていう意味じゃなくて、幽ゆう霊れいのために部屋があるってことなの？　じゃあ、ここは幽霊宿？」

　昨日屋敷を逃げまわったときにも、二階の部屋から骸がい骨こつの紳しん士しが出てきたのを覚えている。

「『宿』というと、少々意味合いは違ちがいますね……さきほど貴方あなたがなさったのとは異なりますが、トリシア様も幽霊を実体化させることができました。そして行き場のない、救済が必要な魂たましいたちはここで時を過ごし、重たい荷物との決着をつけていずれ部屋を出ます。そうした者たちを見守り、ときに監かん視しすることがファネル家当主の務めでもあります」

　そのための建物を王室が管理しているというのも妙みような話だが、現実に幽霊がこれだけいるのだ。

「じゃあ、さっきの絵を描かいて私が幽霊を実体化したんだとするわ。母さんのときはどうやってたの？」

「トリシア様は、ダンスをなさいます」

「お……踊おどるの!?」

「えぇ、トリシア様が手をさしのべられて踊りだすと、姿のない存在は指先から少しずつあらわれます。確かアスワドのときは、妙に手こずられて……」

「いいか、それ以上あの話はするな！」

　ふいに鋭するどい声が口をついて、ミリセントは慌あわてて首をふった。いまの言葉は自分の意思ではない。アスワドが勝手に人の口を使ったのだ。

　ペンダントをつまんで見ると、そこにはまばゆい金きん髪ぱつの少年が、ひどく顔をしかめている。

「だいたい、トリシアときたらだなぁ……」

　アスワドは文句を百は並べそうな勢いで目じりをつりあげたが、そのまま言葉を吞みこむと、つんとそっぽを向き瞬またたく間に薔薇へと姿を変える。

　やはりこうして姿をあらわすこと自体、彼を消しよう耗もうさせるのだろう。

　それに気づいたアンセルは「まったく。話も落ちついてできないとなると、不便なものですね」と小さく笑った。

　方法は違ちがえども、自分も母と同じことをしたのだと聞かされて、ミリセントは腰にある薔薇の鎖を手にとった。目まのあたりにした現象と、手の中のあきらかにようすが変わった薔薇の細工を見れば、ミリセントも自分の力を受け入れざるを得ない。

「私が……この屋敷を受け継ぐってことは、幽霊とばかり暮らすことになるのね」

　なんだか妙な話だと苦く笑しようがもれる。それでも母だといわれる人と自分に、つながりがあることをようやく信じられた気もした。

　細い飾り鎖から延びるその先には、いくつか小さな鍵かぎがある。

　これは幽霊が暮らすという部屋のものなのだろうか？

　そんな気持ちが伝わったのか、アンセルがやわらかな声こわ音ねで教えてくれた。

「追い追い、屋敷の住人たちをご紹しよう介かいすることになります。貴方が正式に、屋敷の継けい承しよう者となられた折には、昨日のような不届き者もいさめてやってください」

「い……いさめるの？　私が？　継承者になったらいうこと聞いてくれるとか、そういうことじゃなくて？」

「残念ながら、死んでもなお雑念に囚とらわれている者も多いのです。そうしたときのために、私やアスワドをトリシア様も残されたのでしょう。他にもお力になれる者もおります」

　心配は無用だというアンセルの言葉が終わらないうちから、耳元では「人使い荒あらいんだよ、ファネル家の女はさぁ」と、アスワドのぼやく声が聞こえる。

「ミリセント様、大だい丈じよう夫ぶですか？　なにか気つけ薬でも？」

　アンセルの声に、思わずぼんやりとしていたミリセントの瞳ひとみが焦しよう点てんを結ぶ。

「いいの、大丈夫よ！　ちょっといっぺんに色々あったから驚おどろいてるだけ」

　これまで鑑かん定ていをしたり絵を描かいてはきたが、こんなことになるとは思ってもみなかった。

　──これじゃ、街にいる霊れい媒ばい師と変わらない気もするけど……でも、霊媒師だって幽霊を実体化したり、家に住まわせたりするわけじゃないわよね。

　しかもいまの屋敷の状態は、あきらかに幽霊の数のほうが多いだろう。これでは主というより自分が間借り人のようだと、ミリセントは苦笑する。

　だがアンセルは、薔ば薇らの飾かざりを見つめ「立派な当主におなりください」とほほ笑えんだ。

「うぅ……とりあえず、管理人ぐらいの気持ちでがんばってみるわ」

「それと、ひとつお気をつけいただきたいのですが、二階の左右奥の部屋は立ち入り禁止です。少々時間のかかる気難しい住人がいると、トリシア様からいいつかっております」

「大丈夫、頼たのまれても近づいたりしないから！」

　内心「勘かん弁べんしてちょうだい」と悲鳴をあげて、ミリセントは行方ゆくえ不明の母をうらめしく思った。
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　それから数日の間、ミリセントは自室で荷物整理をし、礼状を侯こう爵しやくにあてて出したりした。

　本当なら一度ビーハイブへ戻もどって、ディンセル侯爵と話をしたいことがたくさんあるのだが、グレンがいつこの屋や敷しきへ迎むかえにくるのかわからない。

　留守を理由においていかれるのはごめんだった。

　屋敷にきて四日目の夜。

　ミリセントもここにいる自分に、違い和わ感を覚えることも少なくなってきていた。

　だが、このローズグレイブホールは、普ふ通つうの屋敷と異なることがあまりに多い。

　天てん井じようのそこかしこから、パシンと小枝を折るような音がすることもあれば、例の白いひらりとしたものが屋内を飛ぶのもしょっちゅうだ。

　楽器など置かれていないのに、耳慣れないオルガンの旋せん律りつが流れてきたかと思うと、いまも子供が廊ろう下かを走る足音が響ひびいていく。

　足音を追って首をめぐらせたミリセントはふっと息をついた。

「まぁ……広いお屋敷だし、静かすぎるより気がまぎれていいのかもね？」

　実害がなければいい。そんな諦あきらめの境地のなか、ミリセントはランプの明かりの下もと、侯爵夫人にあてて手紙を書きはじめる。すると、窓の端はしに白いものがするりとよぎるのを見た。

　──変ね、いつもの白いのはあんなに大きくないし……

　いやな予感に、ミリセントは腰こしに巻いた飾り鎖シヤトレーヌを確かめる。

　アンセルの言葉どおりなら、これを持っている限り自分に害を加えるものはいないはずだ。

　ただし、それは正式な継承者と認められればの話でもある。

　窓から闇やみ夜よをのぞくと、窓の下にせりだした石いし壁かべの上を奇き怪かいな足取りで進む動物のようなものがいた。

　──なに、いつもの妙みような布じゃないみたい……なにか動物っぽい？　あ、消えた。

　ミリセントが、もっとよく見ようと窓を開いたときだった。

「……ココ、かァアア??」

　窓の外、頭上から聞こえたのは、ねばった泥でい水すいに空気を吹ふきこんだような音だ。

　目の前の窓に、白い猿さるに似た人のようなものが長い両腕うでを伸ばしている。

　窓まど枠わくにぶらさがっているそれは、まとっているボロ布に隠かくれて顔がよく見えない。ミリセントは突とつ然ぜんのことに、呼吸を忘れた。

　布からのぞくのは、削そがれて穴のようになった鼻び腔こう。ひとつだけ残された目が、ぎょろぎょろと左右を見ている。闇夜にもはっきりと色のわかる青の瞳だけが、滴したたる生気を宿していた。

「どこニアル？　カクした？　ニ、ニオぅナ…ここはニオウ、あの女のカクした、ドコ……」

　繰くり返す声はあわ立つように水気を帯び、ぐずりと音がしてなにか塊かたまりが落下した。

　途と端たんに激しい腐ふ臭しゆうがただよって、ミリセントは思わず口もとを押さえる。

「ャあ、マタ、アウェ……ダ……ゥッ」

　風にあおられたぼろ布がひるがえり、顎あごが欠け腐くさりかけた人の顔があらわになる。

　ぐじゅり、と、それは笑った。

「ぃ、……いやぁぁぁ────っ！」

　吐はき気をこらえてしぼりだした悲鳴に、階下で激しく物音があがる。

「ミリセント様！」

　扉とびらがひらかれアンセルが飛びこんでくる。肩かたをつかまれ引き寄せられると、窓から離はなれるように部屋の奥へと押しやられた。

「いま、窓のところに……なに、あれ……あれもこの屋敷の？」

　いまだに消えない恐きよう怖ふ感に、ミリセントはアンセルの側そばから離れられない。

　しかし、もうその姿は消えてしまったらしい。窓の桟さんに膝ひざをかけ、外がい壁へきを調べていたアンセルは硬かたい声で教えてくれた。

「いえ、これは屋敷の者ではありません。泥どろの跡あとと腐臭、たぶん奴やつらの手の者でしょう」

「奴らって」

「〈大暗室〉です。貴方あなたがここへ迎えられたことで、トリシア様の封ふう印いんも効力が失われかけているのでしょう。隙すきをつかれました」

　悔くやしそうな声で聞かされたものの、ミリセントには母のことも思い出せなければ、封印のこともわからない。

「……こうなっては、できるだけ早くミリセント様が薔ば薇ら封じを継けい承しようなさるほかありません」

「力を認められる必要があるっていってたけど……そんなの、どうしたらいいの？」

　力があるといわれても、自覚がないのだ。途と方ほうにくれるミリセントを見つめていたアンセルは、遠えん慮りよがちに口をひらいた。

「ミリセント様が、主あるじとして認められるのは薔薇封じを使いこなせたときでしょう。ですが私も、継承に関かかわることをあまり詳くわしく存じあげません。本当に申し訳ございません」

　辛つらそうな眼まな差ざしからも、アンセルが自分の力不足を後こう悔かいしているのがわかる。

「あやまらないでよ。変なことばっかりなんだもの、ひとりじゃないだけ心強いわ」

　心から自分を案じてくれているのを感じて、それだけでミリセントの不安は少しやわらいだ。

　ミリセントはちらりと窓に視線を投げた。夜の闇やみに怯おびえて暮らすのは好きじゃない。

「いいわ、とにかくこの飾り鎖シヤトレーヌに認めてもらえばいいのよね」

　ミリセントにも正解などわからない。だがこの屋敷へ迎えられてからというもの、怪かい奇き現象から幽ゆう霊れいについで、持ち込まれた依い頼らい品まで幽霊憑つきなのだ。

　──さっきの、腐りかけてたけど人間だった。なにか捜さがしてるみたいだったけど……ひょっとして依頼された姿見が、ここに運ばれたって知ってるのかも。これだけ幽霊に関係したことばかりなんだもの、この薔薇の鎖だってそれに関係ある気がする。いいわ、それならとことんつきあってやろうじゃないの！

　まだ微かすかに生なま臭ぐさい風を感じる。だが、恐きよう怖ふはゆっくりと薄うすれつつあった。

　──ここが幽霊屋や敷しきなんだとしても、母さんが残してくれたんだもの。母さんを捜すためにも、ここで逃にげ帰りたくない。

　再び厳重に鎧よろい戸どを締しめ切り、見張ると言い出したアンセルを階下に下がらせたミリセントは寝しん台だいに入った。




　翌朝、仕し度たくを整えてミリセントが階下に降りると、待ち構えていたようなアンセルに迎むかえられた。

「昨夜ゆうべはおやすみになれましたか？」

「もちろん。あの立派な天てん蓋がいのおかげで、毎日寝ね過すごしそうなぐらいよ」

　本当のところはよく眠ねむれたわけではない。

　だがそれは恐怖のせいではなく、依頼の姿見についてや、あらわれた死人、〈大暗室〉のことを考えていたせいだ。おかげで夜明けまでに、ずいぶんやる気と闘とう志しが燃えあがってしまった。

　いつものように食事の皿が運ばれてくるなか、卓たくの上に置かれていた銀器の皿蓋おおいがカタリと開く。

　そこからひょこりとあらわれたのは、ピンクのリボンが描えがかれたジンジャークッキーだ。

　ティーハニーと名乗ったクッキーは、カタコトと卓上を歩くと唖あ然ぜんとしているミリセントに向かって体を傾かたむけ、ビシッと腕うでを突つき出した。
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「いいこと！　のうのうと居座りつづけてるみたいだけど。アルが甘やかすからって調子にのらないことね！　あたしは厨ちゆう房ぼうに出入りできるの。その気になればあんたのおやつに……」

「お、おやつになに!?」

　怯えるミリセントの背後に、次の皿を運んできたアンセルがあらわれた。

「ティーハニー。食卓にあがってはいけないと、いつもいってるでしょう」

　だがジンジャークッキーは、割れ物とは思えないすばやさで銀器に隠かくれてしまった。

「食べ物になにか盛られたらどうしよう」

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、なんなら私が毒見いたしましょうか？」

　死人に毒見をしてもらう。そこに意味はあるのだろうかと言葉に詰つまったミリセントは、力なくこう答えた。「……いいの。もしお腹なかを壊こわしたら薬をちょうだい」

　騒そう々ぞうしく始まった朝食を終える頃ころ、デザートの皿を手にしたアンセルに問いかけられる。

「マクミラン様がいらっしゃるのを、期待しておられますか？　先日は……ずいぶん楽しげに談だん笑しようされてましたが」

　ミリセントは、ひとくちほおばった洋ナシの砂糖煮にを飲みこむと顔をしかめた。

「楽しげ!?　あれがそう見えたの？」

　──お互たがいが世界の端はしと端にいるぐらい、いろいろ遠い気持ちになったけど……

　ミリセントは首をかしげたが、アンセルはどこか不ふ機き嫌げんそうにも見える。

「そうね、鑑かん定ていのことではちょっとムキになっちゃったけど。ただ、あの姿見は気になるの。鏡に見えた男の人、なにかいいたそうだった」

　彼が行方ゆくえ不明だという職人に違ちがいないと、ミリセントには確信があった。

　もし彼が亡なくなっていて、視えたものが幽霊なのだとすれば、自分にもできることがあるかもしれない。

　とにかくいまは、母の務めだったという死者との関わりを持つことでしか、事件についても継けい承しようのことも、手がかりが得られないような気がしていた。

　だがアンセルは、ミリセントが工こう房ぼうへ行くことに反対らしい。

「ミリセント様、残念ながら私はこの屋や敷しきを出ることが叶かないません。昨夜ゆうべのこともありますし、本当はあの男の調査に同行されるのは反対です。〈大暗室〉の動きがあるいま、ここを出られるのは危険です」

　その言葉に、ミリセントは首をふる。

「そんなこといってたら、ずっとこの屋敷から出られなくなるでしょう？　それに、昨夜みたいに相手が屋敷に入りこめるならここにいても同じよ。母さんが〈大暗室〉からここを守ってたっていうなら、やっぱり私が薔薇に認められないといけないわよね？」

　口をひらきかけて、アンセルは言葉を返せずに黙だまりこんだ。

　ミリセントはそんな彼の気持ちが嬉うれしかった。来たばかりの頃は、無茶な話ばかりを聞かされて戸と惑まどいもしたが、思い返すとアンセルは屋敷の義務よりミリセント自身を大切にしてくれるように感じる。

　自分が前向きに屋敷と向き合えるようになったのも、彼のおかげかもしれない。

「大丈夫よ。マクミラン様は銃じゆうを使えるみたいだし、〈大暗室〉についても警けい戒かいしてるみたいだったわ。そんなに心配しないで」

　ミリセントの意志の固さを悟さとったのか、無言でうつむくアンセルの菫すみれ色いろの瞳ひとみに影かげが差す。

「絶対、無事に帰ってくるわ」

　思わずアンセルの手に触ふれそう告げたものの、この屋敷に「帰る」と口にした自分にミリセントは驚おどろいていた。

　ここへ来たばかりの頃は、立てつづく怪かい異いにディンセル侯こう爵しやくの屋敷へ戻もどりたいと思わないでもなかった。でもいまはもう、目の前の青年がここで自分を待っているのだと知っている。

　──それに侯爵様には、確かめなくちゃならないこともいろいろあるし。いずれはビーハイブへも行かなくちゃ。

　礼状に近きん況きようを書いて届けさせるようにはしたが、まだ侯爵からの返事は戻ってこない。

　──ディンセル様は侯爵だからファネルの名前を知っていたのかしら？　でもそれならどうして養女の話なんか……

　考え出せば、疑問はきりなく湧わいてくる。ミリセントは心に決めた。

　まずは仕事を終わらせることだ。そして胸を張って結果を報告にいけばいい。侯爵ならちゃんと自分の話を聞いてくれるはずだ。

　やがてアンセルが予期したとおり、屋敷正面の馬車回しで砂じや利りを踏ふむ音が聞こえてきた。

「出かけます」

　ミリセントの声にアンセルは静かにうなずくと、外がい套とうを着せかけ手て袋ぶくろを渡わたしてくれた。




　箱馬車にはグレンの姿があった。御ぎよ者しやに手を借りて乗りこむと、想像どおり不機嫌そうな顔をしている。

　馬車が走り出しても、グレンは視線を窓のほうへ向けたまま、憂ゆう鬱うつそうに分厚い封ふう筒とうに指で触れている。沈ちん黙もくに耐たえ切れなくなり、ミリセントは切り出した。

「私の同行に賛成できないから怒おこってるの？　でも、依い頼らいを持ちこんだのはマクミラン様でしょう。真相を知りたいのなら協力してください」

　その声に、グレンは初めてミリセントに気づいたように顔をあげた。

「いや、別にそんなつもりは……怒ってるように見えるか？」

「見えるわ！」

　即そく答とうするミリセントに、グレンは額に手をやり苦笑すると、悪かったと口にした。

「馬車に乗せておいて、いまさら反対はしない。君のいうとおり、俺が依頼したことだ……それと、俺のことはグレンと呼んでくれてかまわない」

　どうやら彼が上の空なのは、なにか他ほかに思うことがあるらしい。

　グレンが嫌いや々いや約束を守ったわけでもなく、親しげな笑えみを見せたことで、ミリセントはほっとすると同時に嬉しくなった。

「じゃあ、私のこともミリーでいいわ」

　にっこりほほ笑むミリセントに、グレンはやや首をかしげながら口をひらく。

「君は……侯爵の店では小間使いかと思えば鑑かん定てい士しだったし、いまはあの屋敷の主人らしいが、いったいどういう身の上なんだ？」

　もっともな質問に、ミリセント自身「それは私も知りたいわ」と内心つぶやく。

「実は、私もよくわからないの。あの屋敷……ファネル家は、王室からお役目をいただいてるらしいんだけど、それを務めていた母の行方ゆくえが知れなくて……」

「なるほど、では君がファネル家のご令れい嬢じようということか。残念だが、俺もあの屋敷やファネルの名についてはあまり詳くわしくない……なにかわかれば知らせよう」

　グレンが自分の身の上に興味を持ってくれたことは意外だった。

　それなりにうさんくさい疑ぎ惑わくも晴れてきたのかもしれない。ミリセントは嬉しくなって、つい気になっていたことを口にした。

「グレンのお母様は、あのレディ・アンジェリカよね？」

「？　あぁ、そうだが……」

「私、アンジェリカ様に憧あこがれてるの。高貴なお生まれでも、家に収まることなく企き業ぎよう家かとして活かつ躍やくなさっていて、すごく素す敵てきな方だもの」

　マクミラン伯はく爵しやく夫人であるアンジェリカは、女性に生まれながらも商売に強く興味を持っていたと聞く。しかし男子に恵めぐまれなかった伯爵家にあって、一人ひとり娘むすめのアンジェリカは跡あと継つぎのために婿むこを迎むかえなければならなかった。

　そこで彼女は、理想的な伴はん侶りよを見つけ出し、夫の協力を得て自ら女性企業家として活躍する場を手にしたのだ。

　そんな彼女が現在手がけている店は、女性の衣装から下着や小物まで、舶はく来らいものも取り揃そろえる衣料品店だ。客層も上流階級だけに限らず、下町の婦人向けにも別店てん舗ぽをひらき客足が絶えない。彼女の店は、身分を超こえて多くの愛好者を獲かく得とくしていた。

　女性が社会的立場を得られにくいリュイシャムの社会にあって、身分と財に甘んじることなく、理想を実現していくその姿は、世の女性の注目を集め、また希望でもあった。

　立場は違ちがえど、職業婦人として生きていきたいと願うミリセントにとっても、彼女は特別な存在だ。

「まぁ、アンジェリカはやり手で有能だからな」

　グレンのその言い回しが、ミリセントはなぜか気になった。その声や表情には母を語るというよりは、どこか他人行ぎよう儀ぎな響ひびきがある。

「隠かくしているわけじゃないが、俺は養子なんだ。マクミラン家の生まれじゃない」

　さらりと口にされた事実に、ミリセントもなんと返したものかと口ごもる。そして、出会った日に養女の話を持ち出した侯爵の前で、彼が見せた気づかいの意味を知った。

　だが、グレンは手をさっと横にふると、ミリセントの想像を否定した。

「別に、あれだぞ。不仲だとかそういうわけじゃないからな。アンジェリカは……ちょっと手段を選ばなかったり、人使いが荒あらいけど……今日まで育ててくれたことは感謝してる」

「アンジェリカ様は、厳しい方なの？　どんな人？」

「どんなって……まぁ、アンジェリカに憧れてるなら知らないほうが……」

　口ごもったグレンは、ふとなにかを思い出したのか淡あわい笑みを浮うかべた。

「彼女は厳しくても、本当のやさしさを知ってる人だ。俺も尊敬してる」

　照れくさくなったのか、グレンは急に手にした封筒から「今日はこれを持ってきた」と言いながら、厚い革かわ表びよう紙しの本を取り出した。

　丁てい寧ねいに装そう丁ていが施ほどこされたそれは、中にさまざまな記録や図画が原紙のまま綴とじられており、手作りの稀き少しよう本ぼんだとわかる。ひらかれたページには、精せい緻ちに陰いん影えいが描えがかれたスケッチがある。

「実物を見たのは数年前だが、これはフィリグラーナへ遊学していたときのものだ」

「え、じゃあこれってグレンが描かいたものなの？」

　──やだ、グレンったら絵がうまいかも！　いやいや、私だって絵の腕うでは負けてないってば、そうよ大だい丈じよう夫ぶ……

　斜ななめの方向に意識が逸それるなか、ミリセントは逃とう避ひするようにグレンの説明に耳を傾かたむけた。

　フィリグラーナというのは、リュイシャム王国の南西に隣りん接せつしている共和国だ。

　美術建築や工芸にすぐれ観光名所も多い。文化都市として名高いその国は、貴族や裕ゆう福ふくな商家の息子むすこたちの遊学先になっていた。

　なにより美術や鑑かん定ていについて学ぶなら、フィリグラーナほど適した場所はない。その歴史や研究、人材の厚みからいっても最さい高こう峰ほうといえる国なのだ。

「あちらでは博物館を回ることも多かったし、個人の蒐しゆう集しゆう品に触れる機会にも恵まれた。なかでも、この首くび飾かざりは『緋ひのしずく』と呼ばれていわれがあるものらしい……」

　どうやら首飾りが作られた時期は、三百年ほどさかのぼるらしく、現在のリュイシャム王室が成立する以前の、王族の怨えん嗟さがしみついているらしい。

「前王室っていうと、聖人ユスカリスの血を汲くんでるっていう？」

「記録ではそうなってるな。過去の王室関係者の副ふく葬そう品ひんとして葬ほうむられたものらしいが、墓荒あらしにあって一部が流れたんだろう」

　手もとの本をめくるグレンに、ミリセントは記き憶おくをたぐってみる。

　まだ教会に保護されたばかりの頃ころ、リュイシャム建国についての歴史を聞かされたことがあった。

　この国の教会は、始祖であるユスカリスを聖人として祀まつっている。

　聖人ユスカリスは長き放ほう浪ろうを経て、泉が湧わき薔ば薇らが咲さく豊かな土地へと流れついた。

　だが恵まれたリュイシャムの土地は、他国や魔ま物ものから狙ねらわれつづけた。

　ユスカリスは人々を守り、その聖なる力で魔物をも退けたと伝えられている。

　しかし、いま大聖堂の鐘しよう楼ろうの下に広がる眺ながめは、家々がひしめき、工場の煙えん突とつが常に煙けむりを吐はく風景だ。かつての伝説からは、およそ想像できない変へん貌ぼうだろう。

「この首飾りが発見された当初は、王室で財産の一部として保管されていた記録がある。それと関係ははっきりしないが、同じ時期に王族や関係者が命を落とす不幸がつづいたらしい。とくに首飾りをつけたご婦人が多く亡なくなって、雨が降りやまず穀物は全ぜん滅めつ。疫えき病びようが発生するにいたって、この首飾りは秘ひ密みつ裏りに国外へ出されたようだな」

「じゃあ……首飾りの持ち主が墓を荒らされて怒おこってるっていうの？　でも、そうだとしたら他の国でも災さい厄やくが起きたはずよね？」

　ミリセントの問いに、グレンはさらに手もとの紙束をめくった。

「いや、この国から出した後に異変は起きていないらしい。この国の前王家に関係しているせいかもしれないが、ユスカリス王室最後の王ラーデュロスに縁えんのあった女性の持ち物だといわれてもいる。とにかく当時の内乱は死者が多くて、王おう廟びように納められたものの、正確に身元が判明しないものもあったらしいから、それ以上のことはわからないな」

「じゃあ、姿見から出てきた女の人は、そのとき戦いくさに巻きこまれたユスカリス王室の人かもしれないのね。首飾りの宝石がリュイシャムに持ちこまれて呪のろいが甦よみがえったってこと？　でもそんないわくつきのもの、どうしていままで処分しなかったのかしら？」

「簡単にいうな……この中央の宝石いしだけでどれほどの価値があると思う？　結局これについた値で、その年の飢き饉きんを乗り切ったんだぞ」

「そっか、あれだけの大きさだもんね。でもフィリグラーナにあった首飾りの宝石が、どうしてあの姿見に？　しかも宝石だけってことは、もとの首飾りは壊こわされてるってことよね」

　もっともな質問にグレンもうなずく。

「俺もそれが気になって、使いをやって友人に確かめてもらったが、首飾りは持ち主が手放したあとだった」

「じゃあ、あの鏡についてた宝石は本物の呪いつき？　この本にあるのと一いつ緒しよのものってことなのね」

「だがな、それもずいぶんおかしな話だ。うちが工こう房ぼうに依い頼らいをするときは、作品にかかる費用や経費の一覧を提出させている。王室に納めるものだ、宝石も十分に吟ぎん味みして信しん頼らいできる筋から仕入れているし、仮にそうしたものが紛まぎれこんだとしても、『緋のしずく』とでは価格に差がありすぎる」

　話をしているうちに、馬の蹄ひづめが石いし畳だたみを軽快に蹴ける音が響ひびきだした。

　ミリセントが窓の外へ視線を投げると、そこはもうベルフィールドのなかだった。馬車は大通りを走り、そのままクレイン川へと向かっている。

　シシング大陸を東西に横断しているこの川は海へとつながり、商売に欠かせないあらゆるものを運ぶ国の動脈だ。工場や倉庫、工房もこうした川沿いに多かった。

「その職人は絶対に潔白なの？　なにか怪あやしい人たちとつながりは？」

「行方ゆくえ不明の工芸職人の名はフィンレイ・オルホフ。家うちでは職人を抱かかえる前に、作品の評価はもちろん身辺調査も徹てつ底てい的にする。まだ若いが、きらびやかな造形が得意で女性からの人気もある。長く下積みがあって技術は確かな職人だと聞いてたが……」

　やはり聞けば聞くほど、ミリセントには彼の行方が気になった。

　依頼品の姿見を見れば彼の腕うで前まえはよくわかる。あの品は、後世になっても評価を得るに違ちがいなく、価値ある逸いつ品ぴんになるだろう。

　だが、それほどの腕を持つフィンレイが、わざわざ自分の評価をふいにするような仕事をするだろうか。なにしろ注文の作品は王室へ納められる物だったのだ。

　いずれ王室から特別認にん可かを受けられれば、直接発注を賜たまわる可能性もある。それは商品を取り扱あつかう商家や職人にとって、なにより望むものだろう。

　やがて、馬車は木き塀べいに囲まれた工房の敷しき地ちへと入っていった。

　馬車を降り立つと、塀の隅すみに雑然と積み置かれた木材や岩が見える。どうやらこの工房は、倉庫を利用したものらしい。

「フィンレイはひとりで作業をしてたらしいが、このところ仕事が増える一方だったからな。そろそろ徒と弟ていを取るって話もあったようだな」

　工房として使っている建物の内部は天てん井じようも高く、やはり同じように雑然とした印象だ。

　切り出しかけた部材や、工具までそのままに置かれている。

「ここ、なんだか変じゃない？　職人だったら、こんなところに道具を置きっぱなしで出かけたりしないと思うし……誰だれかこの近所で、フィンレイさんの出入りを知ってる人とかいないのかしら？」

　ミリセントが工房を見回すと、グレンもいぶかしげに眉まゆ根ねをよせた。

「しまったな……王室から引き取った姿見の調査を優先していたから、フィンレイの行方については人をやって確かめたんだ。少し、このあたりの埠ふ頭とうをまわって話を聞いてみる」

「もう少しここを見たいから、私は残るわ」

　その言葉にうなずくと、グレンは河岸へと向かって行った。

　ミリセントが改めて天井を見上げると、採光のために大きく窓が設けられており、自然な光があふれた居い心地ごこちのいい場所になっている。

　見れば、作業台の上にも木き屑くずが残されたままだ。隅に置かれた衝つい立たての奥をみれば、そこには休きゆう憩けい用なのか簡素な椅子いすと机があり卓たく上じようには木もく杯はいがおかれていた。

「やっぱり。出て行ったっていうより、突とつ然ぜん消えたか、さらわれでもしたみたいな感じ……」

　ミリセントは、姿見を最初に見たときに感じた気配を思い出そうとした。

　灰色の肌はだ。窪くぼんだ目もとや唇くちびるに泥どろがついていたのはなぜか。

　──まさか、彼はもう土の下だとか……？

　嫌いやな予感にはどこか確信めいた冷たさがあった。ここへ入ってからずっと、河沿いの荷に揚あげの音でうるさかった屋内が、ふいにすっと静まる。

　ミリセントは湿しめった土の臭においをかいだ気がして、フィンレイを工芸職人だと言ったグレンの言葉を思い出した。

「ひょっとして、粘ねん土ども使うかもしれないわよね」

　ミリセントは工房を出ると、雑草の目立つ敷地を歩いて建物の裏手へとまわった。

　思ったとおり、そこには野積みされた土がいくらかあり、裏庭の土も掘ほり返されている。

　妙みようにねばりけのある湿った土が靴くつ裏につくのが気になって、ミリセントは足を止めた。

「なんか……やだな。なんだろ？」

　アンセルに着せられた外がい套とうは、厚手の羊毛素材だというのに、さきほどからやけに寒さを感じる。踏ふんだ分だけ靴が沈しずむような土の上を、ミリセントは歩きだした。

　だが、十歩も進まないうちに唐とう突とつに立ち止まると、背後に視線を感じて息を殺す。

　──いる。後ろに……誰かが立ってる……

　もの言わぬ男。鏡で見た、瞳ひとみを血に染めたフィンレイ・オルホフが真後ろに立っている。

　肌が粟あわ立だつような寒気に、ミリセントは動けなくなった。

　自分の肩かた越ごしにフィンレイの腕うでが伸のばされるのがわかる。泥まみれのシャツがぬっと視界を横切るのに、ふり向きそうになる自分を押しとどめた。

　視界を横切った腕は、なにかを指し示そうとしているのに、手首から先がない。シャツの袖そでが、だらりと垂れ下がって揺ゆれるばかりだ。




　ベチャリ




　水っぽい音を響かせて足音が聞こえた。

　フィンレイに足音があるはずはない。驚おどろいたミリセントがようやく体を動かすと、視界の泥まみれのシャツは消えていた。

「あ、あれ？」

　ふり返ると、そこに立っていたのは青白い死者ではなく、ぬめりを帯びたような黒いマントを揺らす男の姿だ。尖とがった靴先が泥にまみれている。

　ぴったりとした高たか襟えりで首を隠かくし、中央で合わされた上着は膝ひざを覆おおうほど裾すそが長い。

「誰……？」

　そうミリセントは口にして、相手が生きているのかどうかを自分が考えていることに気づく。

　目の前の男は蝋ろうのような肌を持ち、襟もとでふわりと揺れる不ぞろいな巻き毛は、漂ひよう白はくしたリネンのようだ。

　黒い衣装のなかで、彼が脇に抱かかえた小さな包みだけがぽっかり白く浮うき上がって見える。

「やぁ、また会えた。お嬢じようさん、こんなところでなにしてんの？」

　色の薄うすい厚みのない唇がにやりとゆがむ。

　華きや奢しやに見えたその姿が、ずかずかと近づいてきてミリセントは思わずあとずさった。一見上品そうに見える男の身のこなしはずいぶん乱雑だ。

　ぬかるんだ土に靴くつ跡あとが残るところを見ると、どうやら生きている人間らしい。

　滑なめらかな額、どこか中性的な美び貌ぼうだが、鮮あざやかな青に金粉を散らした瞳はひどく禍まが々まがしい。不ふ揃ぞろいな真しん珠じゆにも似た、奇き妙みように華はなのある印象だ。

　──この人、「また会えた」っていった。それにこの目、一度見たら忘れないわ。白い肌……長い腕……昨夜ゆうべ、窓にあらわれた腐くさった生き物に似てる……

「ちょっと、この工こう房ぼうで知りたいことがあって」

　ミリセントが言葉を濁にごして身を引こうとすると、男はすん、と形のいい鼻を鳴らした。

「ふぅん、やっぱり似たような匂においがするな。でも、お前はあんまりトリシアに似てないね」

　どこか馬ば鹿かにしたような響ひびきの声。しかも男の口から母の名前が出た驚きに、ミリセントは男をにらみつけた。

「あなた、誰なの？　どうして……」

「薔ば薇ら屋や敷しきの門が開かれたってのに、まだ封ふう印いんは完全解除じゃなかったなぁ。おかげで、こんなところまで捜さがしものだ。まぁ、ここで土産みやげを増やすのも悪くはないけどさぁ」

　男は楽しげにけらけらと笑う。きっとこの青年は、ひどく無む邪じや気きに人を傷つける。そんな無関心と残ざん忍にんさが、乾かわいた声から感じとれる。

　胃の底がじわりとこげつくような警けい戒かい心に、ミリセントは身をひるがえそうとしたが、ぬかるむ泥が靴をつかんで動きが鈍にぶい。

　男は遠えん慮りよなく手を伸ばすと、ミリセントの腕をつかみ、頬ほおをぎりっと指でつまんだ。

　冷たい指にぞっとして、ミリセントは思わず歯を食いしばる。

「つまらないな。俺が欲しいものは、みんなあの屋敷に持っていかれちまう……でも、フィンレイの指はこっちにいただこう」

　その言葉に、ミリセントのこわばっていた心の糸がぷつりと切れる。

「離はなして！　フィンレイさんのこと知ってるのね……まさか、あんたが殺したの？　〈大暗室〉の人間なんでしょう。それに母さんのこと知ってるならいいなさい！」

　ミリセントがもがいて首をふると、男は不ふ愉ゆ快かいそうに手を離した。

「あんたってのはよせ、一応ヨナス・ギシェって名がある。まぁ、もともとこの男はこっちでいただく予定だったんだ。俺はお察しのとおり〈大暗室〉の人間だからなぁ」

　居直ったのかと思うほど、ヨナスと名乗った男はあっさり認めた。

「お前はトリシアの娘むすめだからな、特別に教えてやろう。欲にかられた頭でっかちの爺じじいどもは、こんな陳ちん腐ぷなやりかたでフィンレイを殺しちまった。俺なら間ま違ちがいのない方法で、必ずその魂たましいごと死し霊りように仕立て上げるのにさぁ。まぁどんな組織も、人間が集まってくりゃあ思想と政治がいがみあって、欲得ずくの豚ぶたの集まりになる」

　自らもそこの人間だと名乗ったうえで、悪あし様にののしるようすにミリセントは男がわからなくなった。

　──この人〈大暗室〉の人間なのに、なんで……

「あぁ、不思議そうだな？　俺にとっちゃ金も信しん仰こうも名めい誉よも無意味でね。ただ、人を殺したいだけだ……死んだあとそいつを弄もてあそんで、恨うらみ言にゆっくり耳を傾かたむけるのがたまらない」

　うっとりと白いまつげを伏ふせたヨナスに、ミリセントは身み震ぶるいした。

　この男は異常だ。ヨナスは死体を求める死霊術師なのだろう。

　彼らがどういった術で人の魂を支配するのかはわからずとも、すぐにこの男から離れるべきだ。ミリセントが、泥どろに沈みかけた靴くつをなんとか引き上げようとしたそのとき。

「動くな！」

　ヨナスと名乗った男の背後から、厳しく命じる声が響き、ミリセントはほっとした。グレンが戻もどってきたのだ。

「グレン……この人」

〈大暗室〉の関係者だと言おうとしたが、男はすでにミリセントから離れていた。

　ヨナスがひるがえるマントに手をさしこむと、白っぽいものが取り出される。

「う、やだっ！」

　それが人の頭ず蓋がい骨こつであると気づき、ミリセントが泥に足を取られながらも走りだすと、グレンも懐ふところから銃じゆうを取り出す。

　乾いた破は裂れつ音に、ミリセントは驚おどろきふり向いた。

　グレンがヨナスに向けて発はつ砲ぽうしたらしい。だがヨナスは器用に、銃じゆう弾だんを手にした骸がい骨こつに当てさせたようだ。ぱらぱらと粉を落として、割れた破は片へんが泥の上に落ちると、ミリセントはぞわっと総毛立つ。

　泥に足をとられて転びかけたミリセントは、グレンに腕うでを引かれた。

「これ……手、よね!?　人の手……」

　ミリセントが足を取られたのは、泥ではなく人の手だった。

　肘ひじから先が泥のなかから突つき出され、地面を這はい回ったかと思うと、やがて腐った枝のように形を失っていく。
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「土の下に連れてってやろうか？　それとも腕だけじゃないこいつらを呼んで欲しい？」

　食事の注文を聞くように問いかけるヨナスに、グレンは再び銃の引き金を引いた。

　ヨナスが無防備に体を傾け、ふわりと銃弾の前に飛び出す。

　思わず目を背そむけたミリセントの隣となりで、グレンが息を吞のんで叫さけんだ。

「っ！　くそ!!」

　ぬめる泥の上を走ってグレンが駆かけ寄ったが、胸に銃弾を受けたヨナスは細い息とともに血を吐はきだすと、気味の悪い笑えみを浮うかべてこと切れた。

　ヨナスの首に触ふれたグレンが、怒いかりと後こう悔かいが交じり合った表情で首をふる。

「肩かたに当てるはずだった……こいつ、自殺するつもりだったのか？」

　グレンに歩み寄ったミリセントは、震ふるえる声で教えた。

「この人、ヨナスって名乗ってたんだけど、〈大暗室〉の人間らしいの。しくじったら、結社から制裁があったりするのかも……」

「〈大暗室〉か。死霊術式を使うものがいるって聞いたことがあるが、本当なんだな」

　グレンのつぶやきが湿しめった土に落ちる。

　すでに怪あやしげな腕は消えていたが、あたりには汚お泥でいの溜たまった河岸のような、異様な臭においが立ちこめている。もはやこの敷しき地ちは死に満ちていた。

　ミリセントは早く立ち去りたくて仕方がなかったが、ヨナスが倒たおれた少し先に布の包みが転がっているのが目に入った。ここで出会ったときから彼が抱かかえていたものだ。

「まって、何かある」

　震えているのに気づかれまいと、ミリセントはふらつく足で歩み寄り包みをつまみあげた。

　靴が一足入ったような重さの包みは、よく見ればあちこちが赤く汚よごれている。

　どことなく嫌いやな予感がしつつも、ミリセントはそれをあけずにいられなかった。

「ミリセント！」

　グレンが叫ぶ声が聞こえた。だがそれも、暗く紗しやがかけられたような視界のなかで、遠く響ひびいているようだ。ミリセントはその場に座るように倒れこむ。

　包みのなかには、人の手首から先が一いつ対つい入れられていたのだ。




　気がつけば、ミリセントは再び馬車のなかにいた。

　座席に横たえられていたようだが、なぜか体にはグレンの外がい套とうがかけられている。

　起き上がって窓から外をのぞくと、制服をきた警けい邏ら隊の人間が十人ほど走り回っていた。

　すぐに反対の扉とびらがひらかれたかと思うと、グレンが戻ってくる。

「調子はどうだ？」

　問いかけるなり伸のばされた手で額に触れられ、ミリセントは思わず身を引いた。

「あ、……りがとう。ちょっと驚いただけだから、もう平気。コートをかけてくれたの？」

　本気で心配していたのだろう。グレンの硬かたい表情がゆるんで息をつくのがわかった。

「さっき倒れたとき、すごく体が冷えてたから……驚いた」

　ミリセントも死んだ人を見るのは初めてではないが、まさかああいう状態でフィンレイの一部を手にとるなど思ってもみなかった。

　グレンが、まだどこか気づかうような顔で、こちらをうかがっているのがわかる。

「大だい丈じよう夫ぶだって、ちょっとした貧血みたいなものだから。それに無理をいってつれてきてもらったのは私よ？」

　そう口にすると、気を失ってしまったのが大げさに思えて、ミリセントは気き恥はずかしさをごまかすように、もう一度窓の外を見た。

「外にいるのは警邏の人？　通報したのね」

「死人が出たうえ、死体も出てきたからな。いま調書を取られてきたところだ。あの男の遺体は警邏が引き取っていったから、〈大暗室〉の人間だっていう証しよう拠こが出れば、こっちも正当防衛が認められるだろう。でもフィンレイについての聴ちよう取しゆは、またあるだろうな。遺体と一いつ緒しよに宝石もみつかった。もともと姿見に使われるはずの品だ」

　敷地に職人が埋うめられ、一緒に宝石も見つかったとなればあきらかに殺人だ。

　雇やとい主であるグレンは調書協力の義務もあるのだろう。まさかこの騒そう動どうの責任をグレンが負うことになるのだろうかと、ミリセントは心配になった。

「あの男はフィンレイの手首を持ってた。死し霊りよう術師は死体と墓場の土を欲しがるらしいから、遺体損そん壊かいの動機の裏づけになる」

　どうやらグレンは思ったより〈大暗室〉に詳くわしいらしい。

「とにかく、待たせて悪かったな。今日はもう戻もどったほうがいい、屋や敷しきまで送ろう」




　いったん馬車が走り出しても、ミリセントの頭は混乱しっぱなしだった。

　フィンレイの死体は見つかったというのに、疑問は増えるばかりだ。

　ヨナスと名乗った男のことや〈大暗室〉のこと、彼はなぜ母の名前を口にしたのか。

　互たがいに沈ちん黙もくしたままだったが、馬車がアンダーヒルに近づくと、グレンが口をひらいた。

「ミリセント。君ははじめから、フィンレイが死んでるって確信があったのか？　死体と一緒に宝石がでてきたってことは、やっぱりすり替かえられたんだな」

「……あの姿見に女の人があらわれる前に、男の人を視みたような気がしたの。はっきりとじゃなかったけど、気になってたから。姿見に女の人があらわれたのは首くび飾かざりの宝石を使ったからだと思う。でも、フィンレイさんもこんなふうに殺されて、心残りがあるのよ。犯人のことか、宝石のことかはわからないけど……だから姿見にあらわれるんだわ」

　ミリセントの言葉にグレンも思い当たることがあったらしい。

「さっき埠ふ頭とうで聞いたんだが、フィンレイの妹は近々嫁とつぐ予定があったらしい」

「妹さんがいるのね…………あの依い頼らい品以外にも、フィンレイさんの遺品になるようなものはないかしら？　できるだけ最近作られたものがいいんだけど」

　自然とそんな言葉が口をついたのは、もっと明確にフィンレイの思いが残るものがあれば、姿見で視たときのようになにかわかる気がするからだ。

　──私だって母さんのことは気がかりだもの。フィンレイさんの妹さんも不安なはずよ。きっと、自じ慢まんのお兄さんだっただろうし。

　彼に家族がいるのなら、原因をあきらかにして心残りを少しでもやわらげてあげたかった。

　遺のこされた家族にとって、フィンレイの不ふ名めい誉よは受け入れがたいだろうし、このままではフィンレイ自身も報むくわれない。

　アンセルが説明してくれた自分の力が本物なら、できることはまだあるはずだ。

　ミリセントの考えを察してくれたのか、グレンはまかせておけとうなずいた。

「わかった、記録を調べてみよう。フィンレイの遺族にも知らせにいくことになるから、話を聞いてくる」

　馬車がローズグレイブホールの門をくぐり、ミリセントが屋敷に迎むかえ入れられる頃ころには、日差しはほとんど残っていなかった。

「なにかわかったら、また報告に来る。それまで姿見を頼たのんでも？」

　色の異なる双そう眸ぼうに、少しだけ信しん頼らいのようなものが宿っているような気がして、ミリセントは力強くほほ笑んだ。

「もちろん、責任をもってお預かりするわ」
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　ミリセントを屋敷へ送ったグレンは、そのままイェルリー地方へ馬車を走らせた。

　アンダーヒルから一時間ほどかかるその土地は、緑も多く煙えん害がいもない。広がる草原に陽ひが差すさまは、波打つ乙女おとめの髪かみにもたとえられる美しい場所だ。

　そこに建つリグラリア宮きゆう殿でんはクレイン川の上流に位置し、第一王子リーアンの住居とされていた。

　近海の島で切り出される、真っ白な石せつ灰かい岩がんで造られた建物は、まさに花の名にふさわしいたたずまいだ。正門前に灯ともされるかがり火に浮うかぶ外がい壁へきは、オレンジ色に染まっている。

　塔とうの上には、国旗である獅し子しが描えがかれたものと、イェルリー公を表す銀つばめの旗が並んで揺ゆれていた。

　馬車は長い石いし壁かべに沿って走ると、正門から入ることはせず裏門へとまわった。

　今回の訪問は、かねてより言われていた調査報告ではあったが、正式に招待を受けているわけではない。それでもこの頃は、グレンが父に代わって王室へ商品を届けることも多い。城内にも顔見知りが増え、比ひ較かく的出入りは自由だった。

　もとより、マクミラン家の現当主であるレナードは、妻アンジェリカとの婚こん姻いんにて伯はく爵しやくの称しよう号ごうを得た新興貴族だが、その商才は以前から評価を得ており、王おう侯こう貴族からも一目置かれていた。レナードの貴族入りを聞きつけるや、すぐさま王室も御用達の認可をくだしたほどだ。

　そうした事情もあり、グレンが到とう着ちやくを告げると、簡単な身体検査ののちすぐに広間へと通された。

　従僕に案内されたのは簡易的な謁えつ見けんの間だ。床ゆかには白い大理石と色石を組みあわせた星の輝かがやきが象かたどられた模様が広がっている。

　すでに暖だん炉ろの火も熾おこされていたが、ここから城の主あるじであるリーアン王子があらわれるまでは、ずいぶん待たされることになるとグレンにはわかっていた。

　椅子いすに腰こし掛かけると、暖炉の火をぼんやりと見つめる。

　──この時点で王子に報告できることは……すり替えられた宝石のこと、鑑かん定てい士しと幽ゆう霊れい、職人の死体と〈大暗室〉の男のことか……

　事実を羅ら列れつしてみたものの、鑑定士と幽霊についてはうまく説明できる気がしない。

　なにより、王子にも現実主義者として知られている自分が『幽霊』だなどと口にすれば正気を疑われるに決まっている。

　──ミリセントに関かかわってから妙みようなことばかりだ。確かに、フィンレイの遺体は見つかったが、だからといって、屋や敷しきで目にしたあれこれを認めろっていうのか!?

『世の不思議は自分の敵』、つねにそう掲かかげてきたグレンにとって、これは受け入れがたい現実だった。

　屋敷の詳しよう細さいについては伏ふせておこうと心に決めたグレンは、もうひとつ気がかりがあった。

　警けい邏らに引き渡わたした男の遺体。彼の身元がわかれば〈大暗室〉への手がかりになるかもしれない……そう考えはするものの、見通しは明るくない。

　なにせ現在の警邏は、日々増加する犯罪の対処に追われ、もともとフィンレイの捜そう索さくにもさほど熱心にあたってくれたわけではなかった。

　届けられた相手が貴族であればともかく、労働階級の人間の失しつ踪そうや行方ゆくえ不明は、あの街では日常茶さ飯はん事じだからだろう。

　その証しよう拠こに、敷しき地ち内から本人の遺体がみつかるというお粗そ末まつな結果になっている。

　さらに工こう房ぼうで撃うってしまった男にも、妙な得体の知れなさを感じていた。

　一発目を避よけた身のこなしは見事だったが、二発目の発はつ砲ぽうでは、むしろ自ら弾たまに当たろうとしたようにしか見えなかった。

　──あの男の狙ねらいはともかく、ミリセントには悪いことをしたな……

　連れて行けと言い出したのはミリセント本人だが、あれほど血なまぐさい現場になるのであれば、やはり同行させるべきではなかった。

　自分が駆かけつけるのが遅おくれていれば、ミリセントはどうなっていたかわからないのだ。

　それでも、本人はまだ事件に関わるつもりらしい。

　──あの年で、これだけ死体がでても依い頼らいを断らないってのは見上げた根こん性じようだが、それにしても、あの鑑定方法はめちゃくちゃだ。目をつぶるって……ありえないだろ。

　贋がん作さくについての知識があの程度だというのに、真相はきちんと見えている。それに思いつきやでっちあげで、これまでの鑑定をこなせてきたとは思えない。

　真っ直すぐで負けず嫌ぎらいのようだが、足りぬところを認められる潔いさぎよさもある。

　──とんだ変わり者だが、美術史や古物の知識を身につけたら面白いかもしれない。

　グレンの問いに「どちらも知らない」と答えたときの悔くやしげな表情を思えば、ミリセントはきっと熱心な生徒になるだろう。

　彼女のディンセル侯こう爵しやくへの信頼が本物であることや、だからこそ侯爵もまた幼いミリセントを頼たのみにしていることも納なつ得とくできた。

「まぁ、一番の謎なぞはあの幽霊騒さわぎだが……やっぱり呪のろい絵じゃないのか？」

　思わずぼやきたくなるほど、ミリセントの絵は下手へただった。だが、そのミミズののたくりのような線は、目の前で貴婦人の姿へと変化したのだ。

　怪あやしい。あまりにうさんくさい出来事ばかりが起きている。

　なにより怪しいのはミリセント自身だ。小間使いから鑑定士へ、鑑定をするはずが幽霊を呼び出し、さらには現場についてきて遺体まで捜さがしだした。

　──もちろん、俺にとっては助けなんだが……なにが恐おそろしいって、あの鑑定方法に、幽霊屋敷やら執しつ事じやら、そんな非常識を受け入れそうな自分が一番信じられん……

　だがそんな自分に「依頼品を壊こわしてしまえ」と突つきつけた、真っ直ぐな緑の瞳ひとみを思い出す。

　年下の少女に、あれほど率直に言われたのもはじめてだ。

　つい愉ゆ快かいな気分になり、思い出し笑いを浮かべたグレンの背後で、扉とびらが勢いよく開いた。

「やぁ、グレン。待たせたな……ん？　なんだ、お前がひとりで笑ってるとは珍ちん事じだな。そんなに楽しいなら、もう少しひとりにしておいてやろうか？」

　開け放たれた扉からあらわれたのは、この国の第一王子リーアンだ。

　まばゆい艶つやを放つ巻き髪がみは、蜂はち蜜みつに似た深い色でやわらかく流れ、明るい象ぞう牙げ色の肌はだに、輝きに満ちたサファイアの瞳がなにより人目を惹ひく。

　グレンは椅子から立って礼をとろうとしたが、リーアンに「いまは無用だ」と視線で制された。互たがいが幼い頃ころから知った仲でもあるせいか、リーアンのくだけすぎた態度や口調はいつものことだ。彼は窮きゆう屈くつなことを嫌きらう、奔ほん放ぽうなところがあった。

　それでもまだ公式の場においては、自らの美び貌ぼうを最大限活いかすために、上品な王子を演じている。人間なにが幸いするかわからないものだ。

　グレンが顔をしかめると、リーアンは淡あわく色づく唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

「わかったわかった、もうひとりにしないって。報告にきたんだろう？　張り切って身仕度をしてやったぞ」

　本人が口にするとおり、瞳の色とそろいの上着には銀糸で鳥や花が縫ぬいとられ、その下には光こう沢たくを持つシルクのベストに濃のう紺こんのキュロット。さらに靴くつにもシルクのリボンが飾かざられていた。

　晩ばん餐さんの席でならともかく、ただの面会のためには無む駄だにきらびやかだ。

　毛先からつま先まで隙すきなく着き飾かざった姿を見れば、グレンも自分がなぜこうもまたされなければならなかったかよくわかる。それがすべて自分への嫌いやがらせであることも……

　王子は上着の裾すそをはらい優ゆう雅がに椅子に腰掛けると、グレンに問いかけた。

「さて、姿見のいわくはわかったか？　職人の問題か、それともやっぱりマクミラン家の嫌がらせかな？　その職人はお前の兄君の紹しよう介かいだというじゃないか。マクミランのご当主も、嫡ちやく男なんがああでは思いやられるだろうな。それにグレンがあの男の尻しり拭ぬぐいをすることもあるまい？」

　ぽんぽんと投げつけられるリーアンの言葉に、グレンの表情がこわばる。

　グレンがマクミラン家の実子ではないことは、王子も知るところだ。

　養子として迎むかえられて以来、グレンも少しでも彼らの役に立ちたいと思い学んできた。

　そして王子の指し摘てきのとおり、義ぎ兄けいは偏かたよった趣しゆ味み嗜し好こうに放ほう浪ろう癖へきがあり、それが長男らしからぬ振ふる舞まいであることもわかっていた。しかしそうあっても、不思議と憎にくめないのが義兄の魅み力りよくであり、自分の行いがもとで兄の自由が批判されるのは嬉うれしくない。

「いえ。いま兄は、隣りん国ごくに招かれ滞たい在ざいしております。この姿見の手配は私が行ったことですから、もちろん責任も私がとらせていただきたく思います」

　頑かたくなに義兄をかばうグレンに、リーアンは不ふ機き嫌げんそうな顔で背もたれにふんぞりかえった。

「やーっぱり、ジーンの肩かたを持つんだな……」

　うらめしげな声と、少しだけ拗すねたような幼い表情に、グレンは苦く笑しようした。

「まぁ、色々ありますが、やはり兄上ですから」

「お前だって……！　いや、もういい。説明を聞こう」

　金のまつげをゆるりと伏ふせたリーアンに、グレンは居住まいをただした。

「ご報告としてはまだ途と中ちゆうの段階ですが、姿見に使用された宝石はすり替かえられたものでした。その宝石は、以前他国へ出した『緋ひのしずく』です。姿見を製作した職人も何者かに殺されました。職人と宝石の入手経路については調べている最中ですが、たぶんこの一件には〈大暗室〉が関係しているかと思われます」

　グレンは、工房の敷地で発見された遺体のことや、〈大暗室〉の人員と思われる男を撃ち殺してしまったことなどを報告した。

「〈大暗室〉の人間に会ったのか。どうだ、やはり本当に死者を操あやつるのか？」

　リーアン自身、姿見におきた超ちよう常じよう現象の数々に面おも白しろがってつきあうような王子だ。

〈大暗室〉自体にも興味はあるらしく、俄が然ぜん目が輝かがやきだした。

「そう……ですね。妙みような幻げん術じゆつのようなことをしましたし、あの男は間ま違ちがいなく死し霊りよう術師でしょう。男の遺体は検死へまわされていますが……」

「死体を警けい邏らに回収させたのか？　あまり当てにはならんだろうな、このところ人員が足りないと悲鳴ばかりあげてるぞ」

　この問題は王室としても頭を痛めているらしい。

　人口が過密する一方のベルフィールドでは、警備や法も、犯罪の後手にまわっているのが現状だ。

　それに加え、猟りよう奇き的な事件に衆目が集まり、警邏の無能をあげつらう新聞記事も増えている。

　このままでは、王室への信しん頼らいや支持にも響ひびきかねない状じよう況きようではあった。

　グレンも硬かたい面持ちで口をひらく。

「姿見に使用された宝石は、この王室に呪のろいをもたらすものです。〈大暗室〉の狙ねらいが王室やリーアン様にあるのなら、鏡を遠ざけられても危険は変わりません。すぐに警備を強化して、『聖星騎き士し団』をお側そばにおいてください」

「『聖星騎士団』？　でもあれ、役にたつかどうか微び妙みようなんだよねぇ……たぶん役立たずだと思うけど」

　椅子いすの上で不満げに足をはねあげた王子の姿に、グレンはこめかみに親指を当てる。

「リーアン様。足、それと姿勢がだらしないですよ」

「小言はいらん。危険だっていうのなら、グレンがついていてくれればいいだろう？」

　そっぽを向いたまま軽い調子でリーアンは口にするが、グレンはそれほど楽天的にはなれなかった。

「冗じよう談だんで申しているわけではありません。このところ、教会が奴やつらと関かかわっているとの報告もある……このまま好きにさせていては、いずれ火種になります」

　リュイシャム王国は領地の各所に、聖人ユスカリスを祀まつった教会が建てられている。

　なかでも首都ベルフィールドには、その名に由来する大だい鐘しよう楼ろうを持つ古めかしい大聖堂があった。

　リュイシャム王国では、開国から長らく国を統治した王家は一度断絶している。

　かつて栄さかえたリュイシャム王国は戦いくさを繰くり返し、他国に多くの兵士や船を出した。

　民は倦うみ疲つかれ戦火が絶えぬ日々がつづき、そのあげく国内に邪じや教きようの徒が流れこんだ。

　国の興亡が危あやぶまれた年、玉座が血に染まったのは避さけられぬことでもあっただろう。

　ウィレム現国王に流れる血は、玉座を血で染め国王空位の時期を治めた、空玉座王エスクウィンから受け継つがれたものだ。

　三百年余を経たいまでこそ、人々はエスクウィンの行いを善行だったと口にするが、当時混乱のさなかには『弑しい逆王』とも呼ばれた人物である。

　だがそのエスクウィンが治めた時代からいままで、現在の王室と教会は前王室ユスカリスの血を否定することなく、聖人として信しん仰こうしてきた。

　だが、いま力を失いつつある教会は、その理由をかつての王室の血をないがしろにする、現王家の体制に問題があるとして、不満をもらしているのだ。

　もちろんリーアンとて、グレンの言いたいことは承知なのだろう。

「わかってる。教会が結社と関係しているならば、ユスカリス王室由来の宝石を持ち込んできたのは、遠まわしな王家への脅きよう迫はくだろうな」

　リーアンはだらしない姿勢のまま、ひんやりとした眼まな差ざしを返した。

「だからといって、教会に圧力をかけ、民に信仰を踏ふみにじらせ、いらぬ火種をさらに作るのか？　僕はあまり名案でもないと思うけどね。きっと父上もそうはなさるまい」

　グレンは、はっとしてリーアンの声に聞き入った。

　国について語るリーアンは、とても十六歳の王子とは思えない、ひどく落ちついた目をしている。

「いま、父上が座る玉座や王室を、民が良しとするのはなぜだ？　生活が潤うるおっているからだろう。街に物があふれ金が流れているうちは、さほど不満は募つのらない。それなのに、国の出発地点まで戻もどって不安の種をほじくり返したって意味はない、そう思わないか？」

　きっぱりと言いきるリーアンの言葉に、グレンはほっとした。

　きらびやかな美び貌ぼうばかりを注目されがちな王子だが、リーアンは嫡ちやく子したる自覚も資質も十分だ。お飾かざりで終わる王にはならないと、グレンには確信があった。

　どこか冷れい酷こくとさえ言える割り切りと合理的な信念は、民を新たな場所へ導いていくだろう。

　そして目まぐるしいこの国の速度に、振ふり落とされまいと必死になる人々にとって、信仰は支えになっても武器にはならない。そんな世相もあって、人々の心が信仰から離はなれがちないま、教会側も権けん威いの維い持じに必死なのだ。

「リーアン様がおっしゃるとおり、いま教会と事を起こしても利はないでしょうね。ですが、〈大暗室〉との癒ゆ着ちやくは常に疑っておくべきです」

　心配のあまり譲ゆずらないグレンの態度に、リーアンは猫ねこのように椅子の上で伸のびをした。

「そーだねー。でも〈大暗室〉ってなんとも悪あく趣しゆ味みな教義だったと思うけど、教会ってあんなのともつるめるものかな」

「実際、結社の人間はこの国だけでなく他国にもいるそうですから。議会や城内にそうした者が入りこまないとも限りません。あくまで一説ですが、過去の王権交代にも〈大暗室〉の動きがあったという噂うわさもあります」

　リーアンはめんどくさそうに肩かたをすくめると、ようやく椅子に背を起こした。

「警備の件はともかくだ、例の店に鑑かん定ていにいってきたんだろう？　どうだった、なにか役に立ったのか？」

　問いかけに、グレンはぐっと言葉につまる。

　この姿見を引き取りにきたとき、ディンセル侯こう爵しやくに話を通しておいてくれたのは、ほかならぬリーアン自身だったのだ。

「僕も気に入った姿見を取り返したいからねぇ。侯爵の店は評判がいいし、ほんとなら自分で確かめたいところなんだが」

「鑑定を務めているのは、リーアン様と同い年の少女でした」

「へぇ！　女の子」

「まぁ、成り行き上いろいろありまして……私は直接彼女の屋や敷しきを訪ねたんですが…………彼女が姿見を鑑定したことで、首くび飾かざりの宝石の来歴が確かく認にんできました。それに、フィンレイの遺体捜そう索さくにも一役かっています」

　グレンは自分でも整理しきれない数々の出来事について、話すべきか迷ったすえ、激しく短縮した。

「ふーん。それはたいそうな活かつ躍やくだな。その子って可愛かわいい？　僕もぜひ一度会ってみたいなぁ。会いたいといえば、鏡にあらわれるご婦人もそうなんだけど。どうも彼女は、僕にはっきりと姿を見せてはくれなくてね。いつも奥ゆかしく遠まわしなアプローチだ。僕に惚ほれてるのか、照れてるのか？　それともこの輝かがやける美貌に嫉しつ妬と？」

　この王子に問題があるとすれば、それは彼をしのぐ美貌と自信を持つ姫ひめ君などいないということだろうと、グレンは軽く頭痛を覚えた。

「リーアン様、世よ迷まい言ごとはそれぐらいにして……ともかく、今後も彼女の力を借りることになりそうです」

「うむ、そうか。ディンセル侯こうから腕うでききの鑑かん定てい士しだと聞いていたが、なんだか楽しそうだな……そうだ、調査が必要なら、『聖星騎き士し団』を貸そうか？」

「いいえ、結構です。人手は足りておりますから。どうぞ騎士団は、御おん身みのそばにて配置ください」

　即そく答とうで断りつつ、これではまるで『聖星騎士団』の押しつけあいだとグレンが思っていると、リーアンが心無い一言を吐はいた。

「なるほど、誰だれにも期待されてないというのはあわれなものだな……」

　そのつぶやきに、隣となりの間に通じている扉とびらがけたたましく開く。

「これ以上もう聞き流せませんっ！　『輝ける我が君リーアン聖星騎士団』こと『スターナイツ』はリーアン様をお守りするためにあるのです!!　それを肝かん心じんの貴方あなた様に信しん頼らいいただけないとはなにごとですかっ」

　飛びこんできたのは、鍛きたえた体に厚みのある青年だ。

　幼い頃ころからリーアンの近きん侍じを務めるキャリック家次男のイニアスは、このところ急増する〈大暗室〉の暗あん躍やくに、自ら対たい抗こう組織を結成したらしい。

「イニアス、いわせてもらうがな……そんな恥はずかしい名前で、迷めい惑わくなものを勝手に結成するなと散々いって聞かせたはずだ。まともな感応者も霊れい媒ばいもおらぬのに、〈大暗室〉の死し霊りよう術に関わるほうがどうかしてる」

　あきれ顔のリーアンにも、イニアスはまったくひるむことはない。くっきりとした眉まゆの、やや暑苦しい印象の彼がいるだけで、室温が数度はあがった気分になる。

「いいえ、シルヴィアがおりますとも！　彼女の力は本物です。この間は花か瓶びんの水をこぼしてみせたんですよ！　それにこのところ、医術協会もきな臭くさいとの報告がありますので、さぐりを入れるため裏をとっております……あぁ、グレンちょうど良かった、君もいい加減『朝まで麦酒ガチンコ杯はい』に参加してくれたまえ」

「いや、光栄なお誘さそいだが私には敷しき居いが高いな。君たちのような暑くる……、熱き騎士たちにリーアン様をまかせておけるなら、私も安心して過ごせるというものだ」

「おぉ！　燕つばめの旗にかけて我らの守りは鉄てつ壁ぺきだ」

　まかせておけと鼻息も荒あらいイニアスを横に、リーアンは「裏切り者」とうらめしげにグレンを睨にらむ。そしてイニアスから顔を背そむけて手をひらひらと振ると、退出をうながした。

「わかった、わかった。シルヴィアの芸も、査察の件もあとで聞いてやるから、いまは下がっててくれないか？」

「かしこまりました。後ほど、ですね！　『輝ける我が君リーアン聖星騎士団』は、いつでもまるごと一日中リーアン様を案じておりますゆえ、お忘れなくー！」

「すみやかに出てけ……」

　美貌に殺気をこめて命じるリーアンの態度は毎度のことらしい。話を聞くといわれただけで、イニアスははしゃぐ子犬のような足取りで部屋を出て行った。

「ふぅ、まったく。あいつらへの僕のこの寛かん大だいな心ときたら……自分でも驚おどろくほどだな」

　リーアンが日々彼らの言動に耐たえているのを想像すると、確かにそこに愛情はあるのだろう。グレンは気の毒ながら笑いをかみ殺した。

　調査報告にも一段落つき、グレンが書類を手に取ると、リーアンが少し待てと手で示し卓たく上じようにおかれた鈴すずを振ふる。

　すると音もなくあらわれた従僕が、簡素な木製の化け粧しよう箱をテーブルに置いていった。

　意味がわからずグレンが首をかしげると、リーアンは唐とう突とつにたずねた。

「世話になっている鑑定士の館やかたは、ファネル家のローズグレイブホールというのだろう？」

「そうです。リーアン様は、ファネル家についてなにかご存じですか？」

　グレンの脳のう裏りに、馬車のなかでミリセントが口にした言葉がよみがえる。

　王室から請うけ負う仕事があるらしきことや、母親が行方ゆくえ知れずだとも言っていた。思えばどこか不ふ穏おんな話ではある。

　あのおかしなことばかり起きる屋敷のことを、王室も知っているのだろうか。

　だがリーアンは不満げに大きくため息をついた。

「いや、ファネル家のことは、僕も気になっているんだが、父上は教えてくださらなかった。今回もこれをお前に渡わたすようにと預かっているだけだ。また詳くわしい説明をするといっていたが、ここ数日は議会がらみで本城につめておられる。すぐに知らせが行くと思うが……」

　リーアン自身もどこかすっきりしない表情だ。謎なぞだらけの伝言に、グレンは不可解なものを感じつつ箱を開けてみた。

　そこには、古めかしい小しよう銃じゆうが一丁収められている。

　シリンダーも弾だん倉そうもない単発式のものだ。黒みの強い銀の銃身には、繊せん細さいな薔ば薇らの細工が施ほどこされ、グリップは優美な曲線を描えがいている。

　一見、女性の護身用にも見える意い匠しようだが、重たさを考えるとあまり実用的ではない。

「ずいぶん、古いものですね。しかもこれは、チェンバーが開かないようですが」

　ただでさえ一発しか弾たまをこめられないうえ、チェンバーが開かないのでは役に立たない。

「陛下は美術品として、この銃を預けられたんでしょうか」

「いや、そういうことではないようだが。この銃を常に身につけておくようにとおっしゃっていた。それ以上はご自分で直接話すの一点張りで教えてくださらなくてな。お守りみたいなものなんじゃないか？」

　護身用としてならともかく、ずいぶんと重たくかさばるお守りではある。

　説明するリーアン本人も、どこか納なつ得とくがいかないのだろう。銃を持ち上げては眺ながめている。

「かしこまりました。とにかく、これは一度お預かりして、陛下のお話を待ちます。おおせのとおり、必ず身につけておきましょう」

　グレンとて不可思議なのは同じだったが、ウィレム国王陛下は理り不ふ尽じんを言わぬ人だ。

　その人ひと柄がらを知るだけに、グレンは銃をしっかりとホルスターに収めた。

　立ち上がろうとすると、その腕にリーアンの靴くつがぶつけられる。行ぎよう儀ぎ悪くも足を跳はね上げて飛ばしたらしい。

「グレン。お前がそうやって、あれこれ動き回ることもないだろう。僕が『輝かがやける我が君リーアン聖星騎き士し団』とやらに守られてて本当に安心できるのか？　いまのお前はそれほどマクミラン家に恩義があるとでも？　戻もどって来い。お前には王城で暮らす権利がある」

　リーアンのふざけがちな口調が、途と中ちゆうからただ強く望みをにじませるものへ変わる。

　だが、グレンはかすかな笑えみを唇くちびるに浮うかべ、リーアンの前に膝ひざをついた。

「いいえ、私もイニアス殿どのと思いは同じです。ですから宮きゆう殿でんの外にある、あらゆるものから貴方をお守りしたいのです」

　リーアンの青い瞳ひとみは怒いかりに揺ゆれていたが、ゆるぎないグレンの声に、悔くやしそうに眉まゆ根ねを寄せるとふんと鼻を鳴らした。

「それは、無事に姿見をここへ戻してからいうことだな。でなければ、マクミラン家当主と職人斡あつ旋せんを行ったジーンに全責任をとらせる！」

　マクミラン家や義ぎ兄けいの名前が出るにいたって、グレンも表情をひきしめた。

「必ずや、ご満足いただける結果をお持ちいたしましょう」

　グレンは深々と礼をとり、ようやく夜よ更ふけの宮殿から退出した。
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　翌日の昼下がりに、グレンはローズグレイブホールにあらわれた。

　その横顔には疲つかれたような翳かげがある。応接室へ案内されたグレンは、ミリセントと向き合うとテーブルの上に平たい木箱を差し出した。

「フィンレイの遺作のひとつだ」

　箱を受け取ったミリセントは、アンセルの用意してくれたお茶をすすめる。

「グレン、顔色が悪いけど大だい丈じよう夫ぶ？　フィンレイの妹さんにはもうお会いした？」

　いくら雇やとい主とはいえ、家族を亡なくしたばかりの遺族に状じよう況きようを説明し、詳しよう細さいを聞きだすのは大変だったはずだ。だが、グレンはうなずいてみせた。

「あぁ、妹のソニア嬢じようはちゃんと話を聞いてくれた。どうやらここ最近フィンレイが、何度も安否を気づかって顔を見せたり手紙をよこしたりして気になってたらしい。とにかく、一刻も早く真相を知って、フィンレイの無実を証明して欲しいそうだ」

　このまま姿見についての悪い噂うわさがフィンレイの名と共に知られれば、王室でも彼の名めい誉よは泥どろにまみれる。宮殿内の騒さわぎを侍じ女じよたちにも知られているだけに、噂が外へ漏もれればすぐに広まりかねない。

「そうね、まずはなにが起きたのか知らなくちゃ」

　テーブルに置かれた木箱をミリセントが開けると、そこには小ぶりな手鏡が入っていた。

　鏡面の裏には淡あわい緑の天鵞絨ビロードが貼はられ、野の花を象かたどった銀細工の縁ふち取どりが可か憐れんな品だ。

「それを妹さんの結けつ婚こん祝いに贈おくるつもりだったらしい。工こう房ぼうの奥にしまいこまれていたから本人に直接確かく認にんしてきた。柄の裏を見てみろ」

　そこには小さく「愛する小さなソニア。太陽のくちづけを大切に」と彫ほりこまれている。

「太陽のくちづけ？」

　首をかしげたミリセントに、グレンが「あぁ」とうなずいた。

「ソニア嬢にはそばかすがあったから、そのことかもしれない」

　ずいぶん詩的な表現ながらも、そこにフィンレイから妹への確かな愛情を感じて、ミリセントは鏡を見つめた。いまや貴婦人の憧あこがれは化け粧しようをほどこさない白い肌はだだ。

　きっとソニアという女性は、そばかすを気にしていたのだろう。

　この鏡を、絶対に彼女に届けなければならない。真実と共に。

　ミリセントは手鏡を見つめたまま、控ひかえていたアンセルに問いかける。

「ねぇ、アル。この前やったみたいに、私が幽ゆう霊れいを描いたらみんな実体化できるの？」

「ミリセント様に視えていらっしゃるものであれば実体化できます」

「そう。じゃあ、鑑かん定ていをはじめましょう。試ためしてみたいことがあるの」




　ミリセントは緑の瞳を輝かせると、姿見が置かれた部屋へと再び向かった。

　前回の騒ぎもあり、他ほかの美術品を傷いためる恐おそれがあるため、問題の姿見はすでに二階の別室へと運ばれていた。

　部屋の窓はカーテンで覆おおわれ、壁かべ際ぎわの燭しよく台だいの明かりのみが光源だ。アンセルいわく、ランプを使うより蝋ろう燭そくのほうが霊れいが訴うつたえかける手段やその影えい響きようを受けやすいため、より適しているのだという。薄うす暗ぐらさのせいか、こころなしひそめた声でグレンが話しかける。

「その手鏡で、なにかわかるのか？」

「たぶんこの手鏡があれば、もっとフィンレイさん自身に近づけると思うの」

　この部屋は床ゆか板いたの色も暗い。そのため、アンセルは石せつ灰かいのチョークを用意してくれていた。

「これで絵を描かくってなんか……」

　殺人などが起きたとき、警けい邏らの人間が死体の位置をこんなチョークで印しるしていくのではなかっただろうか。ミリセントが微び妙みような気持ちながらも床に向き合うと、机の上に立てかけた手鏡に映る蝋燭の明かりがゆるりと流れた。

「あ……」

　ミリセントは覚えのある気配に身構える。

　──来た、フィンレイさんだわ。

　あらわれた人物は、小ぶりな手鏡のなか、変わらず色の悪い肌をしているが、その表情はこの前とは違ちがって見えた。血に染まっていない片方の目は、思っていたより明るいヘイゼルだ。

　ミリセントはチョークを手にすると、床板に滑すべらせた。

　木の継つぎ目にひっかかりながらその形を描いていくと、アスワドのつぶやきが耳をかすめる。

「それ、人間っていうよりアレだろ……ティーハニーだろ？」

「やめて、ジンジャークッキーじゃないわ！　誰だれがどうみてもフィンレイさんだってば」

　鑑定に関かかわることならともかく、アスワドにまで絵を揶や揄ゆされてミリセントはふくれた。

　しかし絵の出来に関係なく、ミリセントの引いた白い線はゆっくりと床から浮うき上がっていく。白い枠わくのなかにもやりと霧きりが立ちこめると、ぼんやりと陰いん影えいが生まれる。

　やがて鏡像を写し取ったようにその表情がはっきりすると、フィンレイは涙なみだを流していた。

「どーした？　あんまりミリーの絵がヘタで、職人として辛つらいのか？」

　アスワドの問いかけにフィンレイの口もとがふっとゆがむ。

　笑ったようにも見えるが、殺害される際に暴行を加えられたのか、痣あざや腫はれでいまひとつ表情がわかりづらい。片方だけ履はいている靴くつの泥がわかるほど細部が鮮せん明めいになると、部屋のなかに本人が立っているようにしか思えなかった。

　痛ましい姿にミリセントは眉まゆをひそめ、背後のアンセルに問いかける。

「アル、幽霊って死んだときの姿のままでしか実体化できないの？」

「いいえ、本人の心残りやその状況によります。逆に心残りが少なくなれば、生前の状態に近づいていくことがほとんどですよ」

　後ろでそのようすを見守っていたグレンが、フィンレイの姿に足を踏ふみだす。

「フィンレイ、いったいなにがあった？　問題があったなら──」

　しかし言葉は最後までつづかない。もはや取り返せないものが多すぎると、グレンにもわかっているのだろう。その表情には後こう悔かいと悔くやしさが滲にじんでいる。

　声をかけられたフィンレイは、悔しそうに唇くちびるを震ふるわせた。

「マクミラン様ですね。このたびは大きな仕事を、俺みたいな若じやく輩はいものにまかせてくれて本当に光栄でした。でも、あいつらは……鏡の完成間近に、あの男たちが工房にきたんです」

　フィンレイは、死んでもなお怯おびえたようすで背をまるめた。

「知らない男ばかりで五人ほどいました。身なりは良かったし、押し込みや泥どろ棒ぼうには見えなかった。でも、工房に招き入れてから気づいたんです。ひとりの男が持ってたステッキに印があるって……」

「印？」

　怪け訝げんそうな表情のグレンにアンセルがつぶやいた。

「生命の黒十字と……絡からみつく蛇へび、ですね」

「そうです。黒い十字に蛇が巻きついた細工を見ました。でも、もうその時には手て遅おくれでした。死に神を部屋に招き入れたようなものです」

　上部が円になった十字は生命を表すというが、それを黒くしたものに絡みつく蛇は、〈大暗室〉のシンボルだと言われている。

　返らぬはずの命すら自由にできる、結社の知ち恵えと力を知らしめているのだと、何度か新聞で取りざたされていたのをミリセントも覚えていた。

　だが彼らの行動は、神しん出しゆつ鬼き没ぼつで謎なぞが多い。

　つけ狙ねらわれれば、墓まで追いかけられるという噂うわさも絶えなかった。結社の人数や階級は知れず、拠きよ点てんも不明とあってはなにをどう警けい戒かいしていいかもわからないのだ。

「あの男たちは、俺が王室に納める姿見を作っていると知ってました。奴やつらは、飾かざり枠に使う宝石をすり替かえろといってきて……もちろん俺は断りました！　ですがあいつらは妹の、ソニアの名前を口にしたんです。これで、通報しても意味はないと俺は諦あきらめたんです……」

　フィンレイは雇やとい主に報告をするどころか、宝石をすり替えた姿見が無事王室に入ったのを見届けられなければ、ソニアの命はないと脅おどされたも同然だった。

「〈大暗室〉は手段を選ばないと聞いています。彼らはどこにでも紛まぎれ込んでいるとも……俺は、姿見をお納めしてからも、生きた心地ここちがしませんでした。奴らは口止め料にもとの宝石を残していきましたが……」

　それはより彼の心を苛さいなんだという。フィンレイは、街頭で椅子いすの直しを請うけ負う仕事からはじめ、ようやく自分の工こう房ぼうを持てるまでになり、まさにこれからという時期でもあったのだ。

「……こんな、宝石を手に入れるなんてケチなことのために、マクミラン様を裏切るつもりはありませんでした」

「気づいてやれなくて、すまなかった」

　やり切れない思いを口にしたフィンレイに、グレンも苦しげにうつむく。

「いま、君の遺体は検死にまわっている。王室へ納めた姿見も、騒そう動どうは起こしたが大事には至っていない。それと妹のソニア嬢じようについては、結けつ婚こん式の延期はあったようだが、今後もさわりのないように取り計らうと約束する」

　フィンレイがなにより気にかけていただろう妹の結婚についても、グレンは固く約束した。

「……ありがとう、ございます。ソニアのことまで……よかった、ほんとによかった」

　その申し出は、彼の死後の不安をぬぐいさる絶大な効果があったのだろう。

　見る間にフィンレイの姿や表情がくっきり明確になっていく。

　取り返せない時間と命。これから夢を叶かなえるはずだったフィンレイの未来を思うと、ミリセントもただ口くち惜おしかった。

「フィンレイさん。やっとあなたの話が聞けました」

　挨拶を交かわすようにミリセントが手を差し出すと、フィンレイも手を伸のばした。

　ひやりとした手は独特の硬かたさで、その手首には不自然に引きつれた痕あとが残っている。

「これは……あの男が、手を切り取ったせい？」

「マクミラン様とミリセント様のおかげで、俺は手を盗ぬすまれずにすみました。これを失っていたら、永遠にさまようことになったかもしれない」

　まるで宝物を見せるように、フィンレイは両手を広げて見せた。ミリセントは自分の思いつきが間ま違ちがっていないと確信する。

「いまのあなたは、物に触さわることができるの。もちろんこの屋や敷しきのなかでだけだけど……」

　ミリセントが机を示すと、そこに用意された宝石や使い慣れた工具を目にして、フィンレイもすぐに理解したらしい。

「もう一度、俺にチャンスをくださるんですか？」

　表情を輝かがやかせてフィンレイはミリセントを見つめたあと、依い頼らい主であるグレンをふり返る。

「俺からも頼たのみたい。リーアン王子はこの姿見をいたく気に入ったそうだ。君の腕うででなければどうにもならない」

　フィンレイは恐おそる恐る工具を手にすると、その瞳ひとみに職人の誇ほこりと自信が甦よみがえるのが見えるようだった。

「決して、期待を裏切らないと約束します」

　姿見をふり返り、ゆっくりとした足取りで近づくと、その手が作品を覆おおう布を取りはらう。

　するりと、アンセルがミリセントの前に割って入った。

「ミリセント様、お下がりください。『緋ひのしずく』に憑ついた貴婦人が黙だまっているとも思えません……」

　アンセルはグレンにも視線で下がるようにうながす。

　フィンレイの腕がすっとふり上げられた。

　コッ！

　軽い音と共に、針のように細い工具が紅玉のそばに打ちこまれる。

　途と端たんに、鏡の表面を真っ赤な光が焼いた。

　荒こう野やを抜ぬけるような風の音が吹ふきすさぶと、暴風に煽あおられるようにフィンレイの体が不安定に崩くずれる。吹きちぎられそうになる力に対たい抗こうし、両りよう腕うでで頭をかばいながら、フィンレイは一度姿勢を低くした。

　その隙すきをつくように、以前よりも明確な悪意と怒いかりを漂ただよわせ、血まみれの貴婦人が鏡面から滑すべるようにあらわれる。

　ミリセントは手にしたチョークを握にぎり締しめると、すぐさま床ゆかに線を引いた。

　だが貴婦人はミリセントにはかまわず、白くにごった目でグレンをにらみつけている。

「……我が血の一ひと滴しずくまで捧ささげたものを……報むくいを知れ」

　グレンの首をめがけて、鳥のくちばしのようにひらいた指が伸ばされる。

「くそっ！」

　すぐさま床を転がり体勢を立て直したグレンは、懐ふところの銃じゆうを抜くと狙いを定めた。

　だが、撃うちこまれた弾だん丸がんは壁かべに穴を開けただけだ。実体がなくては物理的な攻こう撃げきは通用しないらしい。

「ミリセント！」

「……で、できたっ」

　ミリセントは足元に描えがいた線で貴婦人の衣装のすそを引き終えると、幽ゆう霊れいの靴くつがごとりと重みを増した。

　それと同時に、背後ではフィンレイが再び工具を振ふりあげる。

　貴婦人は不ふ機き嫌げんそうに扇おうぎで口もとを隠かくしたが、次の瞬しゆん間かんにはその顔がどろりと笑えみ崩れた。

「う……すごい心残りがあるってこと!?」

　数百年間の澱よどみ。その年月は彼女の心を風化させるよりも、ただ熟すためだけに流れたようだ。この姿からすると、恨うらみも相当なものだろう。

　貴婦人は狙ねらいをミリセントに変えると、懐かい剣けんを取りだし振りあげた。

　とっさに身をよじったミリセントの足がもつれる。

　床にたたきつけられると覚かく悟ごした瞬間、目の前が紗しや幕まくがかかったようにぼやけた。

　一いつ瞬しゆん意識が途と切ぎれたあと、「カツン！」と硬い音を立てた懐剣が床を滑るのが見えて、床に転がったミリセントは呆ぼう然ぜんとした。

「ミリセント様、衣装が！」

　アンセルの声に、ミリセントは自分のスカートがめくれあがってペチコートが丸見えになっているのに気づく。

「やだっ!!　なにが、なんで!?　どうして……」

　悲鳴をあげて飛び起きたミリセントは混乱する一方だ。

「ミリセント様、アスワドです。彼が貴方あなたの体を使って懐剣を蹴けりあげたんです」

「ううぅ、もぅっ！　勝手に使うのは口までにしといて欲しかったわよ」

　助けてくれたには違ちがいないが、怒りと恥はずかしさでミリセントがペンダントをにらみつけると、そこには「馬ば鹿かをいうな」とアスワドが悪びれずにふんぞり返っている。

「ミリー。命と下着とどっちが大事だ？　別に中身が見えたからって減るもんじゃなし……それより、俺の活かつ躍やくをもっと讃たたえてもいいんだぞ？」

　まったく反省するようすのないアスワドに、「減らないからいいってもんじゃないの！」とミリセントも引き下がらない。ミリセントを鏡から遠ざけようとアンセルが間に入ると、貴婦人は唸うなるように顔をしかめてあたりを睨にらみ回した。

〈　……下げ賤せんの者があの方のおそばにあるなど　許されぬ…………　〉

　薄うす青あおの瞳が再びフィンレイの姿をとらえると、なによりの邪じや魔ま者は彼だと気づいたのか、鏡の方へと向きを変えた。その横合いから、グレンが立てつづけに銃を撃つ。

　弾丸は実体化した肉体をえぐり、貴婦人の体が跳はねるように後ろへ飛ばされた。

　だが床に倒たおれた体は、ありえない向きに曲がった手をついて、すぐにもぞりと動き出す。

　そのとき、コツンと床で音が鳴った。

　フィンレイの手によって、鏡から大おお粒つぶの紅玉がこぼれ落ちたのだ。

　体を起こした貴婦人が、血を吐はくような叫さけびをあげ、ひどく濁にごった声でわめきたてる。

〈　許さない……カエッテきたノ……他ほかの誰だれにも渡わたさない　……私はアノ人に……触ふれられもしなかったのに！　なにもかも捧げて　裏切りモノだと罵ののしられ　馬鹿みたいに惨みじめで……でもアノ方はそれも……それすラ……知らないぃィィイ!!　〉

　怨えん嗟さの声は頭をゆさぶるような痛みとなって襲おそいかかる。誰もが耳をふさぐなか、床を転がる宝石を血まみれの腕が追う。

　ミリセントは、とっさに床の紅玉に飛びつくと拾いあげた。

　貴婦人の叫び声と、アンセルやグレンが名前を呼ぶ声が重なる。

　だがすべての音のなかで、ミリセントは手にした紅玉にヒビが入った音を聞いた。

　瞬またたく間に視界が暗転し、暗くら闇やみに虹にじが走る。

　予期せぬ形で散った光の先から、滝たきのように映像が流れこむ。

　──……視みえる。これは、彼女のこと？

　紅玉の割れ目からあふれ出すのは持ち主の過去だ。ミリセントの意識は、何百年という時をさかのぼりだす。

　怜れい悧りな美び貌ぼうの貴族の令れい嬢じよう。望まぬ輿こし入いれ。敵をあざむくための虚きよ偽ぎの婚こん姻いん。

　だが、それを申し出たのは彼女自身だった。愛する男を助けるために……

　その人の名は、エスクウィン。現在の王室の原点となる人物。

　ミリセントの脳のう裏りに流れる光景は、めまぐるしく変わる。

　目の前にひるがえる獅し子しの旗。それにつづく諸しよ侯こうの紋もん章しようや、騎き士したちの鎧よろいの輝かがやき、軍馬の立てる土ぼこりの匂におい。

　彼女は比ひ較かく的その近くにいられる女性だった。たぶん、諸侯の身内のひとりなのだろう。

　──当時は、ユスカリス王室の内情をつかむ位置に、入りこめる人間が必要だった。

　彼女は半ば間かん諜ちようとしての使命を帯び、敵対する王室へと迎むかえられた。事情を知らぬ人々からは裏切り者のそしりを受けながらもその道を選んだのだ。

　しかし戦いくさは混乱を極きわめた。彼女はその最さ中なかに命を落とし、流された多くの血の一部となり、ユスカリス王室の聖せい廟びように葬ほうむられてしまったのだ。




「ミリセント様！」

　その声にミリセントが目を開いた途と端たん、おぞましい女性の顔が腐ふ臭しゆうとともに迫せまっていた。

　それでも、過去をのぞいたミリセントにとって、得体の知れなかった貴婦人は悲しい女性へと変化していた。

「憎にくいのね、私が……」

　──首くび飾かざりの呪のろいで死んだのは、リュイシャムの貴族の女性たちだ。男性には間接的な被ひ害がいがあっても、呪いそのもので命を落とした人はいない……あなたは、エスクウィンの血のそばにいる女性が妬ねたましいの？　それとも、王家の人たちに望まぬ眠ねむりを訴うつたえたかったの？

　ほんの一瞬だけ、彼女の生前の姿が重なって見える。涙なみだと血に濡ぬれた瞳ひとみには、怒いかりと悲しみがおりまざっていた。

　貴婦人にのしかかられ動けないミリセントに、グレンが棚たなに置かれたランプに手を伸のばす。

「ミリセント！　怪け我がはないか!?　くそ。こうなったら、幽ゆう霊れい本体を燃やすとか……」

「やめてください。屋や敷しきごと燃やすつもりですか！」

　アンセルは厳しい声でグレンの行動を止めたが、その表情にはこれまで見せたことのない焦あせりの色がある。グレンは空になったリボルバーに弾たまを装そう填てんするため懐ふところに手をやった。

　それを見たアンセルが、驚おどろいたようすで声をかける。

「貴方は……もうひとつ銃じゆうをお持ちですね。どうしてそれを使わないんです」

「この銃はチェンバーが開かない。使えないんだ！」

　腹立たしげにグレンが取り出したのは、古めかしい銀の銃だ。それは、ただでさえ一発しかこめられない弾を入れることすらできない、玩具おもちやも同然の代しろ物ものだった。

　しかも、実じつ弾だんを撃うちこんでも、貴婦人の動きは止められない。

「まったく。何も知らずに、それを持ってらしたんですか？」

　アンセルがあきれた声で言うと、ミリセントに向かって叫んだ。

「ミリセント様！　薔ば薇ら封ふうじに触れてください！」

　アンセルの声は聞こえたものの、ミリセントは貴婦人から視線をはずせない。

　この緊きん張ちようと均きん衡こうを崩くずしたら、冷たい指は自分の首を絞しめるだろう。嫌いやな汗あせを感じながらミリセントは腰こしにある鎖くさりへそろりと手を伸ばす。

「ねぇ、アル……彼女をこの屋敷に置くことはできないの？」

　以前聞いたように、ここで彼女の心を昇しよう華かしていくことはできないのだろうか。名も知れぬこの女性は、悲運の果てにいて、いまもその心を暗い場所で燃やしているのだ。

「残念ですが、彼女のなかの憎しみや妬みは純化しています。彼女のためにも眠りを与あたえるしかありません。ミリセント様、触れている薔薇になにか視えますか？」

　目の前では貴婦人が崩れた顔と、憎しみにゆがむ生前の表情を交こう互ごに浮うかべている。

　──眠りを与える……そんなことができるの？
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　狂くるえる貴婦人の前で、ミリセントは目をそらさないまま、手に触ふれる薔薇に意識を集中した。

　一いつ瞬しゆんにして、視界は光に焼かれ、闇やみが降りてくる。もといた部屋からも、のしかかる幽霊からも感覚が切り離はなされ、宙に投げ出されたように頼たよりない。

　その暗闇に、ぽつりと輝く点が生まれた。

　小さな点は、種が発芽するように金色の芽を伸ばし、蔓つるのような線は複雑に姿を変え、うねりながら軌き跡せきを残していく。

　不思議なことに、ミリセントにはそれが異国の文字だとわかった。

　初めて目にするはずなのに、言葉の意味がわかる。気づけば、記された抑よく揚ようもそのまま、文字をなぞるようにつぶやいていた。




「永遠の……息い吹ぶきをひとつ吐はきなさい　鎮しずめ、魂たましいのあらゆる迷いよ


十字路を違たがわず歩み　眠りなさいその園そのに　小鳥の歌を耳に　花の香かおりにつつまれて」






　浮かびあがる言葉はやさしく、幼子に聴きかせる子こ守もり歌うたに似た旋せん律りつがあった。

　長くはないそれを口にすると、にわかに薔薇の香かおりがあたりに漂ただよう。

　わずかな旋律が言葉を繰くり返し、花の香りにミリセントはなにかを思い出せそうな気がした。

　だが、白っぽい花びらのようなものが吹ふ雪ぶくと、突とつ然ぜん視界が奪うばわれる。

　ふたたび金の蔓があらわれると、文字が描えがき出された。





──　ミリセント・ファネル。汝なんじは継けい承しよう者として、見守る義務を負う者なり。




すべてが眠りにつくために、乱された闇に静せい寂じやくを。薔薇に安息の夜を。

それが薔薇封じを手にせし者の務め　──






　その文字も目の前を覆おおいつくす花びらとともに吹ふき散らされると、そこは寒々しい丘きゆう陵りようの上。

　眼下には、ベルフィールドの街と大聖堂が一望できた。

「なに、どういうこと……」

　戸と惑まどうミリセントの足もとを緑の蔓が這はいのぼる。それは腰のあたりで互たがいに絡からみあい、淡あわい薔薇の花を咲さかせた。

　すぐさま散ってしまうその花びらは、舞まい上がり空へと消えていく。

　頭上を仰あおいだミリセントは、突然天地が逆転したような違い和わ感に目をつぶる。

　カチン！

　ごくわずかに、しかしはっきりと響ひびいた音に、ミリセントは恐おそる恐るまぶたをひらく。

　そこはもといた薄うす暗ぐらい部屋だったが、まだ脳裏に旋律と言葉が流れ、薔薇の香りを嫌がるように、貴婦人がうめきをあげて体を離した。

「なに、これ鎖から……？」

　少し離れた場所でグレンが手もとの銃を凝ぎよう視ししている。

「さっさと銃を構えて、引き金をひきなさい」

　アンセルにぴしゃりと告げられ、グレンは眉まゆをひそめたまま銃を握にぎり直すと、銃口をまっすぐ貴婦人に向けた。

　撃げき鉄てつが起こされ引き金に力がこめられる。わずかな反動とともに、まばゆい光が飛び出した。

　鋭するどい輝かがやきは、貴婦人のこめかみを貫つらぬくと、黒い穴を残して消える。

　ミリセントの手から宝石がこぼれ落ち、コトンと小さな音をたてた。

　床ゆかに落ちた紅玉の表面は細かくひび割れ、にごったように色が暗く沈しずんでいく。

　貴婦人の体が傾かたむいて、冷たい吐と息いきが長く長く吐き出される。暗い瞳ひとみは呆ぼう然ぜんと哀かなしみを浮かべ、後こう悔かいと涙なみだに濡ぬれていた。

〈　──カエリタイ……帰りたい　アノ方の　私の……いた場所に……　〉

　その姿が、こめかみの穴から見る間に灰と崩れていく。悲痛なささやきを残して、床に染しみるように消えゆく貴婦人の影かげを見つめ、ミリセントは一心にその眠ねむりを祈いのった。




　床の影も消え、緊きん張ちようが解けて床にへたりこんだミリセントは、アンセルに支えられる。

「ミリセント様！　ご無事ですか」

「いったい、なにがどうなってるのか……ちゃんと、説明してよね」

　ミリセントは今いま頃ごろ背中に汗あせを感じて、つめていた息を吐き出した。この屋や敷しきで起こる不可思議を自分が知るのは、いつも事が終わってからなのだ。

「さすがに、いまのは驚おどろいたんだから」

「本当に、申しわけございません。彼女の苦しみがこれほど深かったとは……しかしこれで、ミリセント様は薔ば薇ら封ふうじにも認められました。マクミラン様の銃じゆうが揃そろったのが良かったのかもしれません。……詳くわしくは、別室でお話しいたしましょう」

　アンセルに部屋を出るよううながされ、フィンレイはどうしただろうかとミリセントはふり返った。

　これだけの騒そう動どうのさなかにあっても、彼は一心不乱に鏡に向かって黙もく々もくと作業を進めている。

　同じく銃を片手に呆然としているグレンに気づき、ミリセントはその手を引いた。

「別の部屋で待ちましょう。彼の最後の仕事だもの」

　アンセルが先に立って扉とびらを開けると、ミリセントはフィンレイの背中に声をかけた。

「妹さんに、必ず手鏡を届けるわ。あなたの最後の仕事がどんなふうだったか、必ず伝えます」

　ふり返ったフィンレイの笑え顔がおは、穏おだやかで誇ほこりに満ちていた。
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　応接室に戻もどり椅子いすに背をあずけたミリセントは、ぽつりとつぶやいた。

「そうだ。彼女をユスカリスの聖せい廟びようから移してもらわなくちゃ……」

　その言葉に、向かい合って座るグレンが気づかうように声をかけてくる。

「どうした、気分でも悪いのか？」

「今回のことで、首くび飾かざりの呪のろいについてわかったことがあるの」

　貴婦人の遺体については、現在の王室にもかけあわねばならない問題だ。ミリセントが視みたばかりの宝石の過去について詳しく話すと、グレンも興味深げに耳を傾けてくれた。

「確かにな。当時の記録があやふやなうえ、ユスカリスの治世も後期は相当混乱していたらしい。貴族にも民たみにもかなり死者が出たらしいが、疫えき病びようを防ぐために早く遺体を葬ほうむる必要があった。当時はエスクウィンも諸しよ侯こうのひとりだったし、その周辺の貴族から王室へ輿こし入いれした者がいたかもしれない」

「彼女は、命を落としたことが無念だったわけじゃないの。それより、自分の気持ちが知られないまま、望まない場所にいることがつらかったのよ」

　苦しみと悲しみと、伝えきれない狂くるおしさを何百年と抱かかえてきたのだ。

　アンセルの言うとおり、彼女はもう眠らせてあげるべきだったのだとミリセントにもわかっていた。

「でも気になるのは……」

「俺にもよくわからないんだが……」

　ふたりは同時に口にして、ミリセントは飾り鎖シヤトレーヌを、グレンは小しよう銃じゆうを手にする。

「やっぱり、この飾りすごく似てるわよねぇ」

「彫ちよう刻こくの造作をみると、同じ人間が手がけたみたいに見えるな」

　まるで鑑かん定ていをはじめるように、しげしげと頭をつきあわせたふたりのもとへ、アンセルがお茶を運んで戻ってきた。ミリセントはそのまま彼にも座るよう求める。

「アル、知ってることを話して。グレンの銃と、この薔薇封じは関係があるの？」

　椅子に腰こし掛かけたアンセルは、ぴんと背筋を伸のばしたまま「そうですね……」と切り出す。

「私が、存じ上げているのは、以前はその銃もこの屋敷にて保管されていたということです。これは『薔薇封じ』と対になる『薔薇の騎き士し』です。薔薇封じが力を発揮することで、はじめて銃に弾たまがこめられます。死者を眠らせることができるようですが、自分が使える物ではないとトリシア様はいっておられました。そしてこの銃は、トリシア様が屋敷を出るとき一いつ緒しよに持ち出されたはずです」

「じゃあ、母さんが持ち出したものが、グレンの手に渡わたったっていうの？」

　グレンも美術商を営むなかで、そうしたものを手に入れる機会があったのかもしれない。

　だが本人は、なにか思うところがあるのか銃を見つめて黙だまりこんでいる。

「マクミラン様、銃の入手について心当たりがあるようでしたら知らせてください。貴方あなたの手に渡ったということは、なるべくして巡めぐったものでしょうから」

　アンセルの謎なぞめいた言葉に、ミリセントは「もう、やっぱりよくわからないままじゃない」とつぶやきをもらす。

　だが、グレンは少し硬かたい表情でそれを約束してくれた。

「銃のことは調べがついたら報告しよう。ミリセント、今回の姿見の件では、ディンセル侯こう爵しやくに君を紹しよう介かいしていただいたおかげで、依い頼らい主にも遺族にも報告ができる。本当に感謝してる」

　グレンは姿勢をただすと、色の異なる瞳ひとみを伏ふせるように礼を告げた。

　そこには後こう悔かいや、〈大暗室〉に対しての怒いかりものぞいていたが、ミリセントはグレンが素す直なおに礼を言ったことに驚いてもいた。

　──ちゃんと……認めてくれるんだ。それにフィンレイさんのことも、とても後悔してるんだわ。

「私は……侯爵様に給金をいただいているんだもの。引き受けた仕事をしただけよ。あとはフィンレイさんが仕事を完成させるだけね。でも、〈大暗室〉はなにを狙ねらって王室への鏡に宝石を仕し掛かけたのかしら……」

　首飾りの持つ呪いの本質は、エスクウィンの血を汲くむ王家への激しい思し慕ぼだと言ってもいい。

　姿見が贈おくられるのが王女であればどんな惨さん劇げきがあったかもしれないが、相手が王子であったため命を落とすに至らなかったのだろう。

「ひょっとすると、〈大暗室〉は呪いの首飾りがエスクウィン王家に縁ゆかりのものだったとは知らなかったのかもしれない。ユスカリス王家に由来のものだと思ったからこそ送りこんだんじゃないか？……裏に教会が噛かんでいるならその可能性が高い」

「教会が？」

　たずね返したミリセントは、グレンの表情から教会と結社の関係を悟さとった。

　そうした話はミリセントも人づてに耳にしたことがある。

　王室が十分な寄進をしなくなったことで、諸侯もそれに倣ならい教会側には不満が溜たまっているというものだ。

「彼らはいまだに、教会を建てたユスカリス王家を信しん奉ぽうしているからな。だが、〈大暗室〉が死人を操あやつるというのなら、宝石のことも調べがついただろうに」

　グレンが首をひねった疑問に、ミリセントは思い当たることがあった。

「ほんとかどうかわからないけど、〈大暗室〉もいまは混乱してるみたい。フィンレイさんの工こう房ぼうにあらわれたヨナスって人が、結社の政治と思想がばらばらだって口にしてた……」

　詳しよう細さいを聞き出そうにも、当人が死亡しているとあれば確かめようもないが、結社の規模が巨きよ大だいだからこそ十分ありえる話だった。

「なるほどな。そういった可能性もあるか。結社といっても、加わっている人間の考えが統一されてるとは限らない……」

　気難しげにつぶやくと、グレンはその考えに没ぼつ頭とうし始めたようだった。その横顔を見て、ミリセントもついぼんやりと気がかりを思い出す。

　──あの貴婦人、絵を描かいた私やフィンレイさんを狙うのはわかるのよね。でも、最初のときも今回も、彼女はグレンに近づいていった。なにか意味があったのかしら……

「触さわらないでいただけますか？」

　考えこむミリセントの耳に、突とつ然ぜんアンセルの剣けん吞のんな声が聞こえ、はっと顔をあげる。

　見れば、茶器をかたづけようと近づいたアンセルの左手を、グレンがしっかりつかんでいる。

「グレン、なにしてるの？」

「いや……なんでこいつは幽ゆう霊れいなのに触さわれるんだろうかと思ってな」

「マクミラン様、はたきますよ？」

　眉まゆをひそめつつ、棘とげのある笑みを浮うかべたアンセルは銀盆ぼんを持つ右手に力をこめた。

「グレン、いますぐアルを離はなしてちょうだい」

　いまひとつグレンの突とつ飛ぴな行動が読めず、ミリセントは首をひねる。

　グレンはアンセルの手をつまんでしばらく爪つめを眺ながめると、銀盆に襲おそわれる前にぱっと放した。

「あのねぇ、グレン。いい加減、現実を受け入れたほうがいいんじゃないかしら。真しん贋がん鑑かん定ていは得意なんでしょう？」

　嫌いや味みというより説得するつもりで、ミリセントも苦く笑しようする。だが、グレンはいまも疑問が残るのか、唇くちびるを引き結んで小さく唸うなった。

「幻げん覚かくや幻げん聴ちようだってこともありえるだろ。このごろじゃ紫煙草アメジスタスの中毒も増えてるし」

「じゃあ、あなたは紫煙草アメジスタスを愛用してるってわけ？」

　その質問に鼻白んだようすのグレンは、両手をあげ、深くため息をつく。

「……いや。そういうものは好かない。そうだな、見えなかったとしても目の前の彼は幽霊なんだな。でなければ君の鑑定も、フィンレイの真相もなかったことになる」

「そうよ、フィンレイさんの潔白は証明されたんだもの」

　頑がん固こなグレンの頭のなかが、どれほどひっくり返されているかは想像もつかないが、彼がその事実を認めてくれたのは嬉うれしかった。




　そして、マクミラン家へ報告に戻もどると言い出したグレンに、ミリセントは食事を一いつ緒しよにどうかと申し出てみた。

「もう外も暗くなってきたし。このあとも忙いそがしいなら、いま食べておいたほうがいいわ」

　以前なら、彼と一緒に食しよく卓たくにつくなどと考えもしなかっただろう。

　だがグレンは、いつも走り回っているような印象がある。食事や睡すい眠みんを犠ぎ牲せいにしているのではないかと思える無む頓とん着ちやくさがあった。

　それに、私のことも「ミリー」でいいっていったのに、そうは呼んでくれないし。なんか打ち解けないのよね……

　少しだけ考えるそぶりを見せたグレンは「そうだな、甘えるとしよう。実は朝からなにも食べてない」と白状した。

　廊ろう下かへ出たミリセントは、食堂へと向かうアンセルを呼び止める。

「あの、ありがとう。アルがいてくれたから、姿見の件もなんとかなったと思うの。おかげで侯こう爵しやく様への報告書も書けそうだし、本当に助かったわ」

　するとアンセルはミリセントに向きなおり、じわりと瞳ひとみをうるませた。

「いいえ、ミリセント様が立派に務めを果たされたからです。あのような危険な目にあわせてしまって……貴方が、この屋や敷しきへ戻られたことを後こう悔かいされてはいないかと……」

「あのときは確かに怖こわかったけど。でも、ここにいていいんでしょう？」

「もちろんですとも！　こうして無事、薔ば薇ら封ふうじを継けい承しようされるお姿まで胸に刻めて幸せです」

　アンセルの不安そうな顔が、一転してほころぶ。こうまで喜ばれては、もはや屋敷を出て行けないだろうとミリセントにもわかっていた。

　実際この屋敷は、あらゆる意味で暮らしやすいとは言いがたい。だが、ミリセントの頭のなかには、めげるどころかこれからの予定ができあがりつつあった。

「いいのよ、今回の依い頼らいはこの屋敷にいなければ片付かなかったわ」

　いまはただ、報告書を書ける喜びにミリセントの胸は満たされている。この依頼はディンセル侯爵へ持ちこまれたものであり、報告書はお給金と同じなのだ。

「そうね、これからはここで依頼を受けていく方法もあるわ。こんなに大きな屋敷だと維い持じも大変でしょう？　母さんが戻るまで私ががんばって稼かせがなきゃ！　これまでは真贋鑑定がほとんどだったけど、私の絵の才能を使えばもっと仕事の幅はばも広げられるかも」

「ミリセント様がそう望まれるのであれば、その素す晴ばらしいお力を役立てられるのは良いことですが……」

　少々複雑そうだが、アンセルも反対するつもりはないらしい。すると、ふいに不満そうな少年の声が耳に飛びこんできた。

「勝手に計画たててるけどなぁ、俺への感謝を忘れるなよ？」

「あら、アスワドったら。もちろんよ、私たちここで一緒に暮らしていくんだもの。働かなければ食べられないのよ？」

「べっつにー。俺は食べないんですけど……それにさっきから、絵の才能なんて言やぁ聞こえはいいけど……」

　にぎやかなふたりのやりとりに、アンセルは目を細めてほほ笑むと、物静かな声で「すぐに食事の仕度を調ととのえます……」と告げ、食堂へと消えて行った。




　ミリセントが食堂に入ると、すでに蝋ろう燭そくが灯ともされ、二人分の銀器が並べられていた。

　アンセルが給きゆう仕じ用ワゴンを押してあらわれると、テーブルには湯気をたてるウサギのスープが運ばれてきた。

　ミリセントは、いまだにたくさんの料理が順に運ばれてくる食事に慣れないのだが、グレンはさすがに堂にいっている。

　食卓の主あるじであるミリセントが感謝の祈いのりを口にすると、それぞれがスプーンを手にとった。

　スープを口にしたグレンが、感心したように顔をあげたのを見て、ミリセントはいまだ見ぬ厨ちゆう房ぼうの主の実力を思い知った気がした。

　客人を迎むかえての食事ということもあり、鳩はとのパイや子羊のローストが並べられる。

　デザートのタルトレットには、砂さ糖とう漬づけのプラムやベリーがふんだんに使われていたが、上品な甘みでするりと胃い袋ぶくろに収まってしまった。

　グレンは、品よくナイフやフォークを使いながら、見る者が感心してしまうほどのいい食べっぷりである。

「どうかしたか？」

　今日は残さずに済みそうだと、満足げに見とれていたミリセントは、不思議そうに問いかけられて慌あわてた。

「あ……いえ。お口にあって良かったと思って」

「この屋敷の料理人は、いい腕うでをしているな。それに、君もご婦人にしてはなかなかのものだ」

　指し摘てきされ、ミリセントは思わず頬ほおを赤らめた。

　──やっぱり、普ふ通つうはこんなに食べないわよね？　でも、残したらもったいないし、料理はどんどん出てきちゃうし……でも、いけないわ。一度アルと話し合わなくちゃ！

　思えば、ここしばらくグレンと一いつ緒しよに仕事をしてきたが、褒ほめられたのは食欲だけかとミリセントはがっかりしてしまう。

　だがグレンは、葡ぶ萄どう酒しゆのグラスを手にすると、選ぶように言葉を口にした。

「ミリセント……君は鑑かん定てい人にんとしてはまだ足りないところもある。だが、腕は悪くないし、仕事に誠実だ。フィンレイにも君にも、とてもいい仕事を見せてもらった」

「あ、ありがとうございます」

　正面きってそう言われ、ミリセントはさらに顔が火ほ照てってきた。

　──そんなにいわれると、かなり……うぅん、すごく嬉うれしいかも。だってグレンってば頑がん固こで厳しいし、お世辞なんていわなそうだもの。

　さりげなく失礼な感動に浸ひたって、ミリセントが嬉うれしさを噛かみ締しめていると、グレンは片目を伏ふせ、さらっとつけたした。

「だが知識不足については、目もあてられないのが事実だ。後日、読んでおくべき書物を届けさせよう。それが君に関かかわった者としてのせめてもの義務というものだ」

　情熱だけで渡わたれる世界ではないと言いたげなグレンの口調に、ミリセントの気持ちも勢いよくしぼんでいく。

「お心づかい、どうもありがとう……」

　──くっ。余裕たっぷりの温情ってわけね。負けないわよ……知識が追いついたら、いつかグレンが頭下げて頼たのんでくるぐらい、仕事をこなしてやるんだから！

　心に『打だ倒とう！　グレン・マクミラン』と刻みつつ、ミリセントはふふふと暗く笑い返す。

　食事を終えたグレンは礼を告げ、「明日には姿見を受け取りにくる」と言い残して、屋や敷しきを去っていった。

　馬車を見送ったアンセルが、「そんなに毎日あらわれなくて結構ですのに」と不満げにもらすのに、ミリセントは少しだけ同意したい気持ちになった。
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　姿見の騒動から数日後。ミリセントは預かっていた手鏡をたずさえ、フィンレイの実家を訪ねた。

　そして約束どおり妹のソニアに手鏡を渡すと、事件の詳しよう細さいはややぼかして、フィンレイの仕事ぶりが王室に認められるだろうことを話して聞かせた。

　そばかすの散った肌はだに涙なみだを流して話に聞き入るソニアに、家族の深い絆きずなを感じてミリセントは少しだけうらやましくなる。

　──でも、この力もこんなふうに役に立つのなら、それも悪くないかな。

　これまでの鑑かん定ていともまた違ちがった充じゆう実じつ感を覚えて、幽ゆう霊れいを描えがくのも悪くないかもしれないと思える。

　ようやく姿見の件について一区切りつき、ミリセントは報告書をまとめるとディンセル侯こう爵しやくへと送った。聞きたい数々のことは、自分で侯爵家を訪おとずれて直接たずねるつもりだ。

　先方への予定うかがいの手紙も出し終え、あとは返信を待って荷物とともにベルフィールドへと向かうだけだと準備をする。

　──これから仕事をつづけるためにも、侯爵様とはきちんと話をしなくちゃ。

　ミリセントの決意の裏には、わずかな不安がある。

　アンセルはこの屋敷が王室の管理下にあるといい、主の不在にも他人の手には渡らないといっていたが、屋敷で暮らす間の生活費は当然自分でまかなわねばならないのだろう。

　──領地はちょっとだけだっていってたし……住人はほとんど幽霊だけど、こういうお屋敷を維い持じしていくのって、どれぐらい費用がかかるのかしら？

　これまで優ゆう雅がに暮らした覚えもなければ、ミリセント自身仕事をつづけたいという意志もある。なにしろ憧あこがれの人は、職業婦人の頂点にいるレディ・アンジェリカだ。

「買い物とかどうしてるのか、今度アルとじっくり話し合わなくちゃ」

　気づいたときには破産寸前なんてことでは困る。こうした屋敷での采さい配はいについても、ディンセル家の奥方に相談してこようと、ミリセントはメモを用意したぐらいだ。

　侯爵家からの返答を待ちわびていると、窓の外から馬車が立てる音が聞こえた。

「良かった、手紙が届いたのかしら」

　返事を期待したミリセントが戸口へと向かったところで、先に扉とびらが叩たたかれた。

「はい？　どうぞ」

　開いた扉の向こうには、困こん惑わく顔のアンセルが立っている。

「あの……さきほど馬車が到とう着ちやくいたしまして。ディンセル侯爵夫人アメリア様とおっしゃる女性がいらしたのですが」

「アメリア様!?　どうしてここへ？　私がおうかがいするって手紙を出したのに」

　だがアンセルやミリセントが慌あわてる間もなく、何台もの馬車が次々に正門に乗りつけられた。

　無む蓋がい四輪馬車で乗りつけたアメリアは、日ひ傘がさをたたみ馬車を降りると嬉しげに駆かけてくる。

　レース飾かざりのついたマントがひるがえるさまは、まるで少女のようだ。

「まぁ、ミリー。素す敵てきなお屋敷ね！　これからあなたがローズグレイブホールの主あるじになるんだってあの人から聞いて、駆けつけてきちゃったわ。カードも出さずにごめんなさいね」

　年ねん齢れいよりずっと若やいで見えるアメリアは、結ゆい上げた金の髪かみに羽は根ね飾かざりのついたボンネットをかぶっている。

「いえ、こちらこそ。お礼もご挨あい拶さつも遅おそくなってしまって……」

　だが、かしこまるミリセントを置き去りにする勢いで、アメリアは後ろにつづく馬車をふり返った。

「これから貴方を社交界にお披ひ露ろ目めしなくてはね。早いほうがいいってあの人もいってたし、お手伝いをさせてちょうだい。ぜひ立派なものにしなくちゃ！」

　張り切ったようすのアメリアは、屋敷の広間に案内されるとやや迷ってから切り出した。

「じつは……ミリーにいわなきゃならないことがあるの」

　どうやら彼女が屋敷へきてくれたのには理由があるらしい。

「ごめんなさいね。報告書を受け取ってすぐ、あの人の調査隊から東国で人魚を生け捕どりにしただなんて報告があったものだから、その日のうちに船に飛び乗ってしまって……ほんと、困ってしまうわ」

「それは……仕方がないですね」

　がっくりとうなだれたものの、ミリセントにも侯爵の行動はよくわかっていた。

　コレクションに関わる大事で飛び出すと、便りはおろか帰国の日程もあやふやなのだ。

「アメリア様も大変なときに、申しわけございません」

「やだ、とんでもないわ。いいこと、ミリー。これからあなたが立派なレディになるために、協力しようってあの人も賛成してくれたの。今後は社交の場をはじめ、屋敷の主人として人を迎むかえるために、覚えるべきことがたくさんあるわ。晩餐会をすれば招待客のリストや献こん立だて、舞ぶ踏とう会なら衣装選びやダンスについても、決まりやしきたりがうんざりするほどあるのよ」

　そう言われて、ようやく自分がこれまでとは違う立場に立たされるのだと、ミリセントは初めて実感した。

「でも、大だい丈じよう夫ぶよ。以前、家にミリーをお招きして食事会をしたでしょう？　あなたの食しよく卓たくでのマナーは完かん璧ぺきだったもの。昔のことは覚えてないっていうけど、きちんと教育を受けているんじゃないかと思ったわ」

　言われてみるとミリセント自身、食事の席でのマナーについて、これまであまり気にしたことはない。もっとも、これまでの生活で、ナイフやフォークを何本も使って食事をすること自体なかったせいもある。この屋や敷しきにきてからも、さほど不自由を感じなかった。

「ミリー、養女のお話は私もとても残念だけど……家が見つかって本当に良かったわね」

「……アメリア様」

　目の前のやさしく美しい人を母と呼べたら、幸せだったのかもしれない。だが、この屋敷で自分は母の顔を知り、残されたものを受け入れた。

「お会いしてから今日まで、ご恩は忘れません」

「やぁね。そんなにかしこまらないで！　これからもずっと私はあなたに会いにくるし、あなたもディンセル家に遊びにくるのよ」

　まるで今こん生じようの別れのように、お互たがい涙なみだぐんでしまったのが照れくさく、ミリセントは「はい」と口にして深くうなずく。

「さぁ、そうと決まれば、これから猛もう特とつ訓くんですわよ！」

　はずむ声で手を叩いたアメリアに、ミリセントは面くらいつつも笑えみをこぼした。




　それから数週間。

　ミリセントは夜になっても眠ねむい目をこすりながら、招待状を書く日々がつづいた。名めい簿ぼと首っ引きになり、招待客の名前や身分、それぞれの肩かた書がきを覚えるだけで倒たおれたくなる。

　昼間はアメリアから、貴婦人に必ひつ須すの礼れい儀ぎ作法や、ダンスについて特訓されながら日々は過ぎた。

　お披露目は晩ばん餐さん会であってダンスは関係ないのでは……と言ったものの、「舞踏会を催もよおすのはまだ早いけれど、招待を受けることもあるの。必ず身につけなくてはダメ！」なのだと押し切られた。

　そんな血のにじむような日々を経て、ローズグレイブホールでは晩餐の日を迎えた。

　当日の昼間から、ミリセントはアメリアとその侍じ女じよやお針子たちに囲まれて、ああでもないこうでもないと着つけられていた。

　夜会用のドレスは襟えり刳ぐりが深く、ミリセントも戸と惑まどうほど肌はだが露ろ出しゆつする。

　きつくコルセットを絞しぼられ、身につけたドレスは光こう沢たくのある若葉色だ。

　滑なめらかな絹の胴どう着ぎには、花飾りを編みこんだレースが縫ぬいこまれている。袖そでやドレスの裾すそにも同様のレースが重ねられ、たっぷりとしたチュールがひだ飾りのようになっていた。

　履はきなれない華きや奢しやな靴くつや、薄うすい靴下にミリセントが不安を覚えるあいだにも、コテをあてた髪は結いあげられ、薔ば薇らを象かたどった珊さん瑚ごと真しん珠じゆのピンがいくつか挿さされた。

　そして屋敷の主を示す薔薇の飾り鎖シヤトレーヌは、ミリセント自ら身につける。

　隣となりに立つアメリアが、満足げにほほ笑む。

「ほら、とっても可愛かわいいわ。これはアンジェリカ様の店から取り寄せたの。私からミリーへのお祝いよ」

「アメリア様……こんなにしていただいて、お祝いまでありがとうございます」

　胸がいっぱいになったミリセントに、アメリアは嬉うれしそうに鏡をのぞいた。

「ほんとにお姫ひめ様みたい。それに、この鏡もとても素敵ね」

「えぇ、とても大切なものなんです」

　縁ふち飾かざりに野ばらの彫ちよう刻こくが施ほどこされた鏡を見て、ミリセントは誇ほこらしげに口にした。

　フィンレイを実体化した翌日、彼自身の姿はもう部屋にはなかった。

　そこにあるのは本来の姿を取り戻もどし、まったく輝かがやきの損そこなわれていない姿見だけだった。

　ミリセントが改めて感心していると、その向かいあった壁かべに掛かけられた鏡の縁ふちがすっかりようすを変えているのに気づいた。

　彼なりの感謝の気持ちだろうとアンセルに言われ、ありがたく自室で使うことにしたのだ。

　仕し度たくを終えたミリセントが階下におりると、大広間には水すい晶しようのシャンデリアが吊つり下げられ、磨みがいた銀の燭しよく台だいに炎ほのおが照り映はえて煌こう々こうとしている。

　使用人の指揮をとるアンセルは、ミリセントに気づくとわずかに目を見張ってほほ笑んだ。

　夜会用のドレスをはじめて着たミリセントは、どこか気き恥はずかしくもあったが、じきにそんな気分も消し飛んだ。

　招待客の到とう着ちやくが告げられると、次々に階段からあらわれる人々にミリセントは挨あい拶さつをしなければならなかった。

　招かれたのは、ディンセル家に関かかわる人々や侯こう爵しやくの店のお得意様が主体だ。

　ディンセル侯爵の不在をミリセントは心配したが、この晩餐の招待主は館やかたの主であるミリセントであるためさほど問題ではないらしい。

　なにせ普ふ段だんから侯爵と付き合いのある客たちは、彼の行動の予想もつくのか「今度はなにをお探しに？」とたずねる者さえいたほどだ。ほとんど初対面の人が多いなか、ミリセントは必死に連夜眺ながめた名簿を思い起こして挨拶を交かわした。

「初めまして、このたびはお招きいただき光栄です。レディ・ファネル、とても愛らしいご当主ですね」

　かつて店ではミリセントがお茶を出し、案内をしたことがある客人も、目の前の着き飾かざった人物と小間使いが同じ人間だとは想像もつかないのだろう。

　貴婦人に接するような態度や言葉になかなか馴な染じめないなか、ミリセントはとにかく笑みを浮うかべているので必死だった。

　挨拶のすべてが終わってから、招待したはずのグレンの姿がないことが気になって何度も玄げん関かんホールをのぞいてしまう。

　大食堂では、アメリアがつれてきてくれた男性の給きゆう仕じが数人と、裏ではメイドたちが走り回って料理を運びはじめていた。

　厨ちゆう房ぼうの手伝いも数人いたはずなのだが、その誰だれもが「屋や敷しきへ帰してもらえなければお暇いとまをいただきたい」と申し出たことから、やはりなにかあったようだ。

　アンセルに確かめたところ、今日の厨房に応おう援えんの使用人は誰も立ち入っていないらしい。

　料理を運ぶメイドたちは、応援もなしの厨房から次々に運び口に出される料理を、不思議に思っていることだろう。

　招待客がそれぞれの席につくと、いよいよ晩餐がはじまった。

　並べられる料理の種類もその数も、すべてがミリセントの知る世界とは桁けた違ちがいだった。

　メニューはアメリアの助言を受けて決めたものだが、こうした席でははずせないと、海うみ亀がめのスープをはじめ、七面鳥にウサギ、羊の足にガチョウに子牛や鹿しか肉とあらゆる食材の発注に頭を痛めた。

　祝いごとだからと、事前に侯爵が手配をしてくれていた物も山とあったが、ミリセントにしてみれば献こん立だてを見ただけで、何年分の食しよく料りようになるのだろうかと気が遠のいたものだ。

　客人たちは、香こうばしく焼けた肉や手のこんだソースの味にうなずきながら、料理長の腕うでを誉ほめそやし、楽しげに皿をあけていった。

　ひとしきり食事も終わり、デザートを口にすると、客人たちは思い思いに席を立ちはじめる。

　広間へ戻って踊おどりだす者もいれば、歓かん談だんしたり、庭へ出て行く人もいるようだ。

　滞とどこおりなく晩ばん餐さんを終えられそうだと感じて、ミリセントはほっと息をついてアメリアに礼を言った。

「アメリア様、ありがとうございました。私ひとりでこんな晩餐は……二度とできそうにない気もしますけど……努力します」

　すでにへこたれ気味で肩かたを落とすミリセントに、アメリアは苦く笑しようする。

「もちろん。あなたくらいの歳としの女性が、ひとりでこうした会を取り仕切るのは無理な話よ。もっと経験豊富な家政をいれて、人手も増やさないと。でも、あなたはファネル家の女主人としてこれから暮らしていくのだから、覚かく悟ごをしなくてはね」

「はい、アメリア様」

『屋敷の主あるじ』という言葉は、ミリセントの胸に寂さびしく聞こえた。

　いつか記き憶おくが戻って自分の出自を知れば、家もみつかって家族もそこにいるのだと思っていた。そう、信じたかったのかもしれない。

　しかし待っていたのは、幽ゆう霊れいだらけの屋敷と母の謎なぞだった。

　今回の騒動を思い返してみても、自分は確かにファネル家の力を受け継ついでいるのだろう。不思議と、その事実だけは受け入れられた。

　食堂に駆かけこんできた従僕に、アンセルが自分を捜さがしていると告げられ、ミリセントはアメリアに断ると、となりの広間へ向かった。

　広間へ入ったミリセントはすぐ違い和わ感に気づいた。

「なんか……お客さんが妙みように多くない？」

　先ほど到着を告げられ、階段をおりてきた人々と人数が合わない。あきらかに人間が増えている。不ふ審しんに思ったミリセントがアンセルの姿を捜していると、「失礼、お嬢じようさん」と紳しん士しがぶつかりかけた肩をそっと避よけてくれた。片かた眼鏡めがねをかけた、品のある知的な横顔。

「あ、すみません。…………あれ？　いまの……」

　歩み去る紳士の襟えりもとに、見覚えのある花はな柄がらのクラヴァトを見た気がした。ミリセントは慌あわてて目で追ったが、すでに紳士は人ごみのなかに姿を消している。

　──さっきの、間ま違ちがいない。肉はついてたけど、二階でばらばらにした骸がい骨こつ紳士よね。

　すると壁かべ際ぎわの椅子いすに座っていた女性が、いささか飲みすぎたような赤い顔で笑い声をあげた。

「見て！　あんなところでクッキーの親子が踊ってる。かぁわいいわねぇ～」

　──ぎゃーーっ！　なに、今度はティーハニーなの!?

　ミリセントは必死で壁に駆けよると、クッキーの行進をスカートで覆おおい隠かくした。

　あまりの混乱に冷や汗あせをかきつつ広間の入り口にたどり着くと、アンセルに腕を引かれた。

「ちょっとアル～。これどうなってるの!?　ティーハニーまで子分を連れて乗りこんできてるんだけど！」

「困りましたね……どうやら二階の住人たちが交ざりはじめたようです。とにかく、来客には手っ取り早く酔よっ払ぱらっていただきます。いま葡ぶ萄どう酒しゆを多めに運ばせていますから──」

　客人と使用人たちとの間に立って忙いそがしそうなアンセルも、事態を把は握あくしているものの収しゆう拾しゆうがつかないのだろう。

「まったく……どうしてこんなことになっちゃったの」

「ミリセント様。申し上げたくはないのですが、外もご覧ください」

　げんなりとしたアンセルの声に広間の窓から外を見ると、やたらと庭が明るい。

　どうやら庭園のあちこちにランプが吊つるされ、かがり火まで焚たかれているようだ。

「今日は庭を使わない予定よ？　それに、お客様に知れたら騒さわぎになるわ」

　ミリセントは再びアメリアの姿を捜して広間のことを頼たのむと、急いで庭へ出た。

　あたりにはうっすらと甘い香かおりがただよっている。

「これ、薔ば薇らの匂においね？」

　広間で人ごみにもまれたせいか、ひんやりとした夜気が心地ここちいい。

　後を追ってきたのか、アンセルがショールを着せかけてくれた。

　すでに日は落ちたというのに、草花が瑞みず々みずしい香りを放ち、投げかけられる光にさざめく人々の影かげが浮うき上がる。夜の庭はどこか浮き立つような気配が立ちこめていた。

　招待客に交じって、数百年はさかのぼったような裾すその長いドレスで着き飾かざった貴婦人や、絵でみたような巻き髪がみの男性などが庭をそぞろ歩いている。

「アル、あの人たちって……」

「えぇ、間違いなく二階の住人ですね。でも、あまり責めないでやってください。トリシア様が屋敷を出られてから、長らく彼らもパーティを開くことがありませんでしたから。彼らはにぎやかなのが好きですし、ミリセント様が薔薇封ふうじを継けい承しようされた以上、悪さはしないはずです。先ほど『本日は仮装されているお客様もいらっしゃいます』と、数人にお答えしておきましたから、うまく誤解してくださるでしょう」

　幽霊なのにパーティまでしていたのかとミリセントが唖あ然ぜんとすると、アンセルがふいに後ろをふり返った。

　そこには、間違いなくこの時代の衣装を身につけた二人連れが立っている。ひとつは背の高い影、そのとなりに細身の男性の影がひとつ、控ひかえめに連れ添そっていた。

「グレン……来てくれたの？」

　ミリセントはつぶやいてグレンを仰あおぎ見た。

　今日は正装しているのだろう。ややクセのある髪かみを綺き麗れいに撫なでつけ額を見せている。

　黒のコートにリンネルのシャツ。白タイをつけた姿はすっきりとして、磨みがきたての銀のナイフを思わせる。ここへくるまでも、婦人がたの視線を多く集めてきたことだろう。

　だがグレンも、夜会用のドレスを身につけたミリセントに目を見張ると、すっと手をとり、その甲こうに軽く唇くちびるを寄せる。

「遅おそくなってしまい申し訳ない。本日はお招きいただき光栄です、レディ……」

「やめて。これまでどおりでいいわ。貴婦人っていっても格好だけなんだもの」

　気き恥はずかしくなって慌てるミリセントに、グレンもこれまでを思い出したのか苦笑する。

　すると、グレンの脇わきに立っていた小こ柄がらな人ひと影かげがするりと歩み出た。

「初めまして、レディ・ファネル」

　グレンの陰かげになっているときは侍じ従じゆうを連れているのかと思ったが、ランプの明かりに照らされた人物は彼自身が光をまとうようだった。

「今日はお招きを受けていないのだが、どうしても世話になった礼をいいたくてね。グレンに無理をいって忍しのびこませてもらった」

　そう悪戯いたずらっぽく告げて笑えみを浮かべた青年に、ミリセントは瞬まばたきを忘れた。

　年とし頃ごろは自分と同じようだが、群ぐん青じようのリボンでまばゆい金の髪を結んだ青年は、控えめながらも華か麗れいな出いで立ちだ。なにより、その瞳ひとみの輝かがやきや曇くもりのない象ぞう牙げ色の肌はだ。

　名乗られずとも、相手が誰なのかミリセントにはわかった。

　──この方、間違いない。第一王子のリーアン様だわ。どうして、こんな場所に……

　思わぬ場所で予想外の人物との対面に、ミリセントは動どう揺ようする。
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　うろたえながらも、なんとかアメリアに叩たたきこまれた優ゆう雅がな一礼をしてみせた。

「本日はお越こしいただいて……お会いできるなんて光栄です」

「やだなぁ、硬かたくならないでよ。ここでの僕は、ただのお邪じや魔まな客のひとり。鑑かん定てい士しが同じ歳としの女の子だっていうから、会ってみたくてね」

　くだけた口調になると、リーアンは軽かろやかな身のこなしでミリセントの手に口づけ、庭を見わたした。

「とても、素す晴ばらしい晩ばん餐さん会だ」

「え、あー……ええ、そうですね！　仮装した方もいらっしゃるので、にぎやかになってよかったかなと思います」

　ヤケになって言いわけをしてみるものの、じつに興味深そうに人々を眺ながめているリーアンの横顔を見ると、すべて事情を知られているような気がしてならない。

「庭を歩いてみたいな」

　リーアンがそう口にするので、ミリセントは案内を申し出た。自分もまだ屋や敷しきの隅すみ々ずみまで把は握あくしたわけではないが、いざとなればアンセルが教えてくれる。

　散策をしながら、リーアンは庭と庭師を絶賛し、ぜひまたお忍びでこの屋敷を訪おとずれたいとまで口にした。

「今夜は君に会えてよかった。じつは見てもらいたいものが、城にもまだあるんだ」

　そう言って楽しげに笑うリーアンの表情は、まるで花の精だ。

　夜の庭にいる誰だれよりも現実味がないその姿に、ミリセントは姿見を贈おくったという公こう爵しやくの気持ちもわかる気がした。

　──うーん、こんな男の子もいるのねぇ。どれだけ美び貌ぼう自じ慢まんしたって、誰にも責められないはずだわ。

　そしてグレンと同じように、この王子が将来迎むかえる妃きさきはどんな女性なのだろうかと想像がつかないのだった。

　しばらく庭を歩いて満足したリーアンが、もう宮きゆう殿でんに戻もどらねばならないと言うので、アンセルが馬車を正門に回すよう手配をする。

　来た道を戻っていると、背後を歩くグレンからひそめた声で「実は報告がある」と切り出された。

「例の……フィンレイの工こう房ぼうから、検死に回された男の遺体が消えた」

「消えたって……〈大暗室〉の人間がきて持っていっちゃったってこと？」

「その可能性は高いな。捜そう査さ資料の一部も荒あらされていたらしい。この不始末については、口外厳禁なのはもちろんだが、結社に関かかわった以上、君も気をつけてくれ」

　死体の身元から、母の行方ゆくえがつかめるかと思ったミリセントはがっかりしたが、グレンの表情に案じるような色を感じて、うなずいてみせる。

「それとリーアン様のことも、突とつ然ぜんですまなかったな」

　今回の依い頼らいのこともあるだけに、王子に無理を押し切られたのだろう。

　ミリセントはグレンの隣となりに並んで歩くと、笑って答えた。

「いいのよ。ひょっとして、これからも王室からお仕事があるかもしれないじゃない」

　今日のお披ひ露ろ目め会は、今後ミリセントがディンセル侯こう爵しやくと仕事をつづけることを前提としたものでもある。いまのミリセントはやる気に燃えていた。

　アンセルやこの館やかたの住人たちを、自分が養わねばという使命感もあるのだ。

「ほんとに、仕事が好きなんだな。これからは幽ゆう霊れいがらみの依頼も受けるのか？」

「もちろん、仕事はつづけるわ。とくに幽霊専門にするつもりはないけど……それと、貸してもらった本、とても面おも白しろかったわ」

　感謝の気持ちと、未熟さを思い知らされた悔くやしさがないまぜになるが、グレンとの差を埋うめてみせるという決意もあった。

「それはよかった。なんなら、時間がとれるときにでも美術史の講義をしてやろうか？」

　かすかに笑みの混じる挑ちよう戦せん的な問いかけに、ミリセントは驚おどろいてグレンを見上げる。

「もちろん、君がついてこられたらの話だが？　俺の講義は厳しいからな」

「望むところよ！」

　ミリセントが拳こぶしを握にぎって答えると、いまだにリーアンに質しつ問もん攻ぜめにされているアンセルが心配そうにふり返る。

　ミリセントは笑って小さく手をふると、四人は馬車が待つ正門までそぞろ歩いた。
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　日付も変わる頃ころ、最後の客人の馬車が出ていくと、ようやく晩餐も終わりを告げた。

　かたづけに忙いそがしそうな使用人に交じって、ミリセントは庭に忘れものはないだろうかと園路の見回りをはじめた。ひとりで庭を歩きまわり、静まりかえった庭園に首をかしげる。

　どうやら招待客だけでなく、屋敷の住人たちもすでに部屋に引き上げてしまったらしい。

「ちょっとぐらい、後かたづけも手伝ってくれたらいいのに」

　ぶつぶついいながら、帽ぼう子しや手て袋ぶくろをいくつか拾う。

　アンセルのふるまった葡ぶ萄どう酒しゆはそれなりに効果があったのか、誰もが楽しく過ごしたようだが忘れ物も多い。久しぶりにひとりで静かに庭を歩いていると、ふと既き視し感に襲おそわれた。

　──私、前にも……？　こんな庭にいたことがあるような気がする。もっと生け垣がきが高くて、あんなアーチの下にベンチがあった……やっぱり夜に薔ば薇らが咲さいていて……

　そう、ここで自分は約束したはずだ。でも、なにを──？

　ベンチに腰こし掛かけて頭上の薔薇を見上げるうちに、疲つかれのせいか眠ねむ気けに襲われた。

「ふぅ。ちょっとだけ……」

　まぶたを閉じると軽いめまいを覚えた。ローズグレイブホールへきてから今日まで、とにかく目まぐるしい日々がつづいていたのだ。心地ここちよい疲ひ労ろうに眠ねむりに落ちそうになる。

　そのとき、ふわりと、肩かたが温かいもので覆おおわれるのを感じた。

　アンセルが上着を持ってきてくれたのだと気づいたものの、ミリセントはますます眠りに引きこまれる。

　夢うつつのなか、まぶたの裏に虹にじがいくつも重なったかと思うとパッと光が舞まい散った。

　だが、視みえてきたのはいまと同じ夜のベンチだ。

　そこに腰かけた少年の隣で、幼い少女が歌っている。隣に立つのは、屋敷の肖しよう像ぞう画がで見た黒くろ髪かみの女性の姿だ。少女は少年の手に触ふれると、「冷たい」と口にした。

　困り顔で自分の手を見た少年に、少女はその手をとって息を吹ふきかける。

　少年の白い頬ほおにわずかに赤みが差したかと思うと、温ぬくみを帯びた指が少女の頬に触れた。

「あったかい」

　目の前の光景と体をつつむ温かさに、ミリセントは眠りに落ちながらつぶやいた。

　ベンチの隣に腰を下ろしたアンセルは、上着にくるまれて起きるようすのないミリセントを見つめてほほ笑えむ。

「おかえりなさい。ミリセント様」

　薔薇の香かおりがひそやかに満ちる夜の庭は、淡あわい月光に照らされていた。








あとがき






　今回お届けする物語は、西洋近世が舞ぶ台たい。ちょっと風変わりな鑑かん定てい士しミリセントが、色々な出会いを迎むかえる物語です。

　そもそもは、「幽ゆう霊れいものが書きたいです！」と提案させていただいて、担当さんともご相談の結果、こうして無事作品となりました。

　タイトルに幽霊とかついてますが、わりとコメディなノリですので～！




　はじめましての方も、またお会いできましたの方も、こんにちは月本です。

　あんまり大声で語れる趣しゆ味みではないですが、実は以前、ザ・ビーンズのアンケートにもちらりと書いたとおり、自他とも認めるホラー好きなのでございます。

　そのため今回のお話も、「少女向けであんまりあんまりなのは……」と、己おのれに鬼おにのように言い聞かせて書きました。（そしてとても楽しかったです）

　いちおう執しつ事じに青年貴族、生意気少年に王子と取り揃そろえ……（色々前提アリで！）く、フォローがむずかしい。気軽に楽しんでいただけたら嬉うれしいです。




　お読みくださった感想や、もっと怖こわく！　もっとラブを！　このキャラを出してなどなどのリクエストや、お勧すすめのホラー映画や怪かい談だん話まで、どんなお言葉でもお寄せいただけたら幸せです。（私のお勧め映画については語ると長いので自じ粛しゆくの方向で）




　そしてビーンズ文庫は少女小説。

　今作にロマンチックな華はなを添そえてくださる椋くら本もと夏か夜や様には、本当に感謝しております!!

　なじむのに苦戦しまくったヒーローについては、キャララフにとても助けていただきました。

　魅み惑わくのイラストの数々、堪たん能のうさせていただきました～！

　いやもう、ミリセントの衣装の可愛かわいらしさまでとても目に楽しいです。

　さらに同好の士にして、いつもお世話になっております担当様。編集部の方々や刊行に携たずさわってくださる皆みな様さまに多大な感謝を。

　なにより、本作におつきあいくださった読者様に、心からありがとうございます！




　この本が出る頃ころは、もうずいぶん暑いでしょうか。

　皆様も、どうか涼すずしい場所で読書を楽しんでください。またお会いできたら嬉しいです。
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